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　　Ⅲ　聞き取り調査



化財の木が育つかとかって話になってくるんですよ。人工林の戦後 30 年代から植えた木っ
ていうのは木曽ヒノキにはなれないんですね。なれないですねって言うのは仮定なんですけ
ど、今日本中に植っている戦後植えた木はヒノキなんだけど木曽ヒノキではないんですよ。
木曽ヒノキにはなれないんです。
成長量が非常にいいですからそれは非常に理にかなってるので早い期間でそんだけの蓄積を
増やしていくという考え方の中ではそれはそれで社会に貢献できるので住宅とか一般のもの
には十分使えるし耐久性もあるしいいんですけど。
ただ京都や奈良なんかにある文化財を修復したり、もしくは再建をしたりということになっ
た場合にはやはり材質的には木目の問題があったり、耐久性の問題、色々考えると難しいっ
ていうんですかね。
当然その昔作られた建物っていうのは天然木で作られているということなので天然木が腐っ
て修繕をしようという時にあるいは天然木で修繕をしなきゃいけないだろうって継手継手で
もね、成長の大きい年輪のものを成長の細い木目のものに嵌め込んでってことにはいかない
のでその辺はこだわれば。
まあ、それはやはり 300 年 400 年かけて育てて。なんて表現したらいいんですかね。先生
は表現できるかもしれませんけど、そのそういうこだわりみたいなものがね、何か他のもの
を生み出すってこともあると思うんですね。
例えば今のこの木工品もそうなんですけど、昭和 60 年ぐらいに木曽ヒノキってものが不足
して値が倍になってくんですね。
原木の値段が倍になった、一気に倍になったんですよ。民間材との差が、っていうかまた別
のものとして扱われるようなことになってですね。まあ、木工屋さんがどんどん廃業に追い
込まれた時期もあったんです。この辺でいうと楚南っていう会社があったんですけど、そん
なんところも倒産しちゃって、材料の調達の面で、原料が高くなってしまってバランスが崩
れちゃった。
当時の木工所はそのまま 4:3:3 とか 3:3:3 とかそういった形で作っていたんです。それは例
えば 1000 円のものだとすると 400 円の中で材料を買って加工して作る、30%、300 円が問
屋や仲介業者の取り分、あとの 30%は小売店というような、だいたいそれくらいのバラン
スで商売をやっていたんですけど、その 40%の製造ラインの部分が完全に立ち行かなくなっ
てしまってダメになっちゃったということですね。
そこの問題はやっぱり、柾の問題も出てくるんですよ。柾っていうのは、柾目、板目という
のがあるんですけど、板目は丸太の、60 年の木だとだいたい芯から柱をとって、その横で
板をとって、残った半月状の木皮 (こわ ) のこの部分で刷毛の柄の部分を作ったり、さらに
その残った部分で箸を作っていたんですね。この辺では全部そういった職業によって、全部、
クジラと一緒で全部消費できるような形にしていたんですけど、当時は 30 年くらいだった
けど、これから 60 年になると柾目の部分がたくさん取れるようになってくるっていうこと
が起こってくる。もちろん目は悪いですよね、目は成長して大きい。民材は荒いけど、官材
は細かいんですね。

・「木曽ヒノキ」とそれ以外の「ヒノキ」
官材っていうのはいわゆる天然のヒノキのことなんです。「官」っていうのは「官公庁」の「官」
で国有林の木っていうことですね。で、「木曽ヒノキ」っていう言い方は非常に、いろんな
場所によって違っていて、こちらの裏木曽の方では「木曽ヒノキ」は「官材」を指すんです
よ。で、今度は 19 号線沿いの木曽川沿いの方では「木曽ヒノキ」は民材のことも木曽ヒノ

・直根論と山守
先日の山寺先生とメールでやりとりしてたんですけど 80 過ぎてなかなかこっちへ来れな
いって。でも地元の方でそういう里山づくりをやっているんですね。
長野県の澤底地区、そこで災害に強い山を育成して、根っこをしっかりと持った植物を植え
たりしながら見た目にも綺麗というか自然に、視覚的にもいい山を作って四季折々色々な花
が咲くとか実が取れるとかそういうような。
自分がちょうどこないだ先生に送らせてもらった本の中で、太田先生のお弟子さんの芳賀く
ん、あの子のやった研究で、当時の山守がどんぐりを集めたり生活に密着した植物を育てて
いくための準備を色々していくんですけど、森に多様性を持たせるという。
当時はそういう考えでやっていたかはわからないけど、結果的にクリやマツやスギやヒノキ
やいろんな物が混植しているような山を作っていくとか里山はそういった生活に密着した物
を作るような山づくり、奥山はヒノキを中心にした山を作っていくというような、当時の人
も色々考えてやっている。
その作り方、どんぐりから育てるということが実は大事なことでそれは山寺先生の直根論と
関係してくる。
なかなか今どんぐりから育てられないのである程度、根を作るとポットみたいなもので苗を
作っていくっていうので、ちょっと長めの根がつく、育つような形にしてそれを山へ持って
行って植えるようなそういう技術を今、実践をして見えるんですよね。
一回行って見ないといけないと思ってるんですけど先生んとこね、2年 3年ぐらい会ってな
い。メールではやり取りしてたけど 。ちょうど三年ぐらい前に行った時は、病気を、結構
大病をして見えた。それがある程度戻ったけど歳とったんでということであまりあちこちへ
は行けないていうような状況ですね。

・拡大造林期の歴史
歴史的な背景からちょっと考えていくと 1600 年から 1700 年代までの 100 年間で木曽も裏
木曽も森林、木を失ってしまった時期があるんですね。それを再生する 1700 年ぐらいから
再生していくんですけどその貯金を戦前戦後までずっと使い続けてきたんですね。
その日本ではね、地方の木を消費していったんですけど、それと同時にかぶるような形で切っ
た跡地に拡大造林、広葉樹も含めて植林を戦後進めていくんですけど、チェーンソーが登場
した昭和 30 年代からのスタートと言っていいと思いますね。
その前に植えたものがどういう形で植えられたかはちょっと分からないんですけど昭和 30
年代からスタートしたいわゆる現代林業と言ったらいいんですかね、現代林業の植えて育て
て切ってっていうスタイルに始まってるんですけど、植えてっていうのはもちろんいいです
けど植え方に問題があったということになりますね。
根っこの話、地上部はいいんですが、地下部についての研究ってのがなかなかされてなかっ
たので、山寺先生はその地下部の直根に非常に着目していますので、それは災害という面で
の考え方なんですね。
直根の無い植林をずっと、戦後続けてきたために今いろんな災害が起きているという現実が
まずあって、もう一つは先ほど先生が言われた直根があるかないかによって文化財の木が文
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キと言う。木曽で育った　ヒノキと言うふうに、ということで言いますけど、まあ、実際に
はその 2種類しかないので、要は 300 年 400 年かかって育った木と、それからわずか 60 年
で育ったヒノキという分け方です。で、60 年のヒノキっていうのは戦後の 30年代で植えた
のがほとんどですね、30 年代 40 年代で植えられているんですけど、ほぼ、日本のヒノキと
いうか人工林の 8割はその時代に植えられています。

・生産意欲、関心の低下
今、植林はほとんど全国どこ行ってもですね、ほとんど行われていないっていうか、ごくわ
ずかだけ、植えられているだけですね。最近ちょっと皆伐ってみんな全部大面積を伐ってし
まう皆伐っていうのが認められてきたのでそうすると植林もこれから増えてくると思うんで
すけど、それもちょっと前までは本当に日本では行われてないっていうね、もうほぼ、過剰
生産状態になっていると言っていいほど、意欲がない、まず林家に、森林所有者に、その、
これくらい森を育てようっていう気持ちがないっていうのと、育ててももう、全然利益がな
い、ていうことになっています。まあ、その植えた人たちがほとんど死に始めているので、
当時の苦しい、そのなんですかね、天然木を伐って林地を作って成長してそこに植林してい
くっていう仕事を体験してきた人って少なくなってきてるね。その次の世代になってきたの
で余計その木のありがたみってのも分からないし、値段は 60 年の 1本の木が 1000 円くら
いにしかならない。1000 円いかないんですよね。まあ、とんでもない値段なので、伐って
も仕方ないっていう考え方と、まあ、国は昔の稲作と一緒でそこに補助金を出して伐って、
間伐を促進しているんですけど、実際間伐をして出しても懐には一銭も入らないっていう、
林業所有者には、そういう状況です。まあ、これから森林環境税が投入されていくと思うん
ですけど、どういう風な形でそれが効果が出てくるかっていうのにかかっていると思います
ね。今度が本当に正念場だと思います。森林の使い方に対しての。で、この今度の時にまた
見誤ると同じことの繰り返しになるだろうし、逆に 1700 年代に尾張藩がやってきた、その
森林の再生のような行動を起こさないと、また同じ繰り返しになるんですね。また植えて育
てばいいわという考え方だけでやるとダメなので、まあある意味 1700 年代というか江戸、
尾張藩の林業政策っていうのが、あの、学ぶというか先人に学ぶというのが非常に大事な時
期に来ているのかなと思いますね。森林環境税は各地域、もちろん名古屋にも配られている
と思うんですけど、多分ね、使い方が分からないというか、中津川市でもそうなんですよ、今、
これといった案が無いのでとりあえず、基金として積んでおこうという、その程度なんです
よ。だから本当に欲しい、欲しいっていう時期を逸しているので森林環境税っていうのは
20 年 30 年も前に、その案が出たんですね、案が出てはぽしゃってというようなそういう時
期を経ながら来てるんですけど、まあ今回はある意味その、上手い使い方をすると将来の日
本の森林というのが、左右するというかね、大きなものになってくると思いますね。
それでももちろん、建築にも響いてくるので、建築のその様式とかね、それこそ建築技術自
体は太田さんも言っていましたけど、退化しているというか、昔の人の技術の方が優れてて、
それを真似するなり継承はしているけど、それを、継承することもなかなか難しい状況に陥っ
てるというような状況なので、それを材料の面から考えていく上でも、天然のヒノキとか天
然のスギとかそういった素材を生産する山づくりっていうのが大事なポイントになってくる
ということですよね。
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も仕方ないっていう考え方と、まあ、国は昔の稲作と一緒でそこに補助金を出して伐って、
間伐を促進しているんですけど、実際間伐をして出しても懐には一銭も入らないっていう、
林業所有者には、そういう状況です。まあ、これから森林環境税が投入されていくと思うん
ですけど、どういう風な形でそれが効果が出てくるかっていうのにかかっていると思います
ね。今度が本当に正念場だと思います。森林の使い方に対しての。で、この今度の時にまた
見誤ると同じことの繰り返しになるだろうし、逆に 1700 年代に尾張藩がやってきた、その
森林の再生のような行動を起こさないと、また同じ繰り返しになるんですね。また植えて育
てばいいわという考え方だけでやるとダメなので、まあある意味 1700 年代というか江戸、
尾張藩の林業政策っていうのが、あの、学ぶというか先人に学ぶというのが非常に大事な時
期に来ているのかなと思いますね。森林環境税は各地域、もちろん名古屋にも配られている
と思うんですけど、多分ね、使い方が分からないというか、中津川市でもそうなんですよ、今、
これといった案が無いのでとりあえず、基金として積んでおこうという、その程度なんです
よ。だから本当に欲しい、欲しいっていう時期を逸しているので森林環境税っていうのは
20 年 30 年も前に、その案が出たんですね、案が出てはぽしゃってというようなそういう時
期を経ながら来てるんですけど、まあ今回はある意味その、上手い使い方をすると将来の日
本の森林というのが、左右するというかね、大きなものになってくると思いますね。
それでももちろん、建築にも響いてくるので、建築のその様式とかね、それこそ建築技術自
体は太田さんも言っていましたけど、退化しているというか、昔の人の技術の方が優れてて、
それを真似するなり継承はしているけど、それを、継承することもなかなか難しい状況に陥っ
てるというような状況なので、それを材料の面から考えていく上でも、天然のヒノキとか天
然のスギとかそういった素材を生産する山づくりっていうのが大事なポイントになってくる
ということですよね。
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化財の木が育つかとかって話になってくるんですよ。人工林の戦後 30 年代から植えた木っ
ていうのは木曽ヒノキにはなれないんですね。なれないですねって言うのは仮定なんですけ
ど、今日本中に植っている戦後植えた木はヒノキなんだけど木曽ヒノキではないんですよ。
木曽ヒノキにはなれないんです。
成長量が非常にいいですからそれは非常に理にかなってるので早い期間でそんだけの蓄積を
増やしていくという考え方の中ではそれはそれで社会に貢献できるので住宅とか一般のもの
には十分使えるし耐久性もあるしいいんですけど。
ただ京都や奈良なんかにある文化財を修復したり、もしくは再建をしたりということになっ
た場合にはやはり材質的には木目の問題があったり、耐久性の問題、色々考えると難しいっ
ていうんですかね。
当然その昔作られた建物っていうのは天然木で作られているということなので天然木が腐っ
て修繕をしようという時にあるいは天然木で修繕をしなきゃいけないだろうって継手継手で
もね、成長の大きい年輪のものを成長の細い木目のものに嵌め込んでってことにはいかない
のでその辺はこだわれば。
まあ、それはやはり 300 年 400 年かけて育てて。なんて表現したらいいんですかね。先生
は表現できるかもしれませんけど、そのそういうこだわりみたいなものがね、何か他のもの
を生み出すってこともあると思うんですね。
例えば今のこの木工品もそうなんですけど、昭和 60 年ぐらいに木曽ヒノキってものが不足
して値が倍になってくんですね。
原木の値段が倍になった、一気に倍になったんですよ。民間材との差が、っていうかまた別
のものとして扱われるようなことになってですね。まあ、木工屋さんがどんどん廃業に追い
込まれた時期もあったんです。この辺でいうと楚南っていう会社があったんですけど、そん
なんところも倒産しちゃって、材料の調達の面で、原料が高くなってしまってバランスが崩
れちゃった。
当時の木工所はそのまま 4:3:3 とか 3:3:3 とかそういった形で作っていたんです。それは例
えば 1000 円のものだとすると 400 円の中で材料を買って加工して作る、30%、300 円が問
屋や仲介業者の取り分、あとの 30%は小売店というような、だいたいそれくらいのバラン
スで商売をやっていたんですけど、その 40%の製造ラインの部分が完全に立ち行かなくなっ
てしまってダメになっちゃったということですね。
そこの問題はやっぱり、柾の問題も出てくるんですよ。柾っていうのは、柾目、板目という
のがあるんですけど、板目は丸太の、60 年の木だとだいたい芯から柱をとって、その横で
板をとって、残った半月状の木皮 (こわ ) のこの部分で刷毛の柄の部分を作ったり、さらに
その残った部分で箸を作っていたんですね。この辺では全部そういった職業によって、全部、
クジラと一緒で全部消費できるような形にしていたんですけど、当時は 30 年くらいだった
けど、これから 60 年になると柾目の部分がたくさん取れるようになってくるっていうこと
が起こってくる。もちろん目は悪いですよね、目は成長して大きい。民材は荒いけど、官材
は細かいんですね。

・「木曽ヒノキ」とそれ以外の「ヒノキ」
官材っていうのはいわゆる天然のヒノキのことなんです。「官」っていうのは「官公庁」の「官」
で国有林の木っていうことですね。で、「木曽ヒノキ」っていう言い方は非常に、いろんな
場所によって違っていて、こちらの裏木曽の方では「木曽ヒノキ」は「官材」を指すんです
よ。で、今度は 19 号線沿いの木曽川沿いの方では「木曽ヒノキ」は民材のことも木曽ヒノ

・直根論と山守
先日の山寺先生とメールでやりとりしてたんですけど 80 過ぎてなかなかこっちへ来れな
いって。でも地元の方でそういう里山づくりをやっているんですね。
長野県の澤底地区、そこで災害に強い山を育成して、根っこをしっかりと持った植物を植え
たりしながら見た目にも綺麗というか自然に、視覚的にもいい山を作って四季折々色々な花
が咲くとか実が取れるとかそういうような。
自分がちょうどこないだ先生に送らせてもらった本の中で、太田先生のお弟子さんの芳賀く
ん、あの子のやった研究で、当時の山守がどんぐりを集めたり生活に密着した植物を育てて
いくための準備を色々していくんですけど、森に多様性を持たせるという。
当時はそういう考えでやっていたかはわからないけど、結果的にクリやマツやスギやヒノキ
やいろんな物が混植しているような山を作っていくとか里山はそういった生活に密着した物
を作るような山づくり、奥山はヒノキを中心にした山を作っていくというような、当時の人
も色々考えてやっている。
その作り方、どんぐりから育てるということが実は大事なことでそれは山寺先生の直根論と
関係してくる。
なかなか今どんぐりから育てられないのである程度、根を作るとポットみたいなもので苗を
作っていくっていうので、ちょっと長めの根がつく、育つような形にしてそれを山へ持って
行って植えるようなそういう技術を今、実践をして見えるんですよね。
一回行って見ないといけないと思ってるんですけど先生んとこね、2年 3年ぐらい会ってな
い。メールではやり取りしてたけど 。ちょうど三年ぐらい前に行った時は、病気を、結構
大病をして見えた。それがある程度戻ったけど歳とったんでということであまりあちこちへ
は行けないていうような状況ですね。

・拡大造林期の歴史
歴史的な背景からちょっと考えていくと 1600 年から 1700 年代までの 100 年間で木曽も裏
木曽も森林、木を失ってしまった時期があるんですね。それを再生する 1700 年ぐらいから
再生していくんですけどその貯金を戦前戦後までずっと使い続けてきたんですね。
その日本ではね、地方の木を消費していったんですけど、それと同時にかぶるような形で切っ
た跡地に拡大造林、広葉樹も含めて植林を戦後進めていくんですけど、チェーンソーが登場
した昭和 30 年代からのスタートと言っていいと思いますね。
その前に植えたものがどういう形で植えられたかはちょっと分からないんですけど昭和 30
年代からスタートしたいわゆる現代林業と言ったらいいんですかね、現代林業の植えて育て
て切ってっていうスタイルに始まってるんですけど、植えてっていうのはもちろんいいです
けど植え方に問題があったということになりますね。
根っこの話、地上部はいいんですが、地下部についての研究ってのがなかなかされてなかっ
たので、山寺先生はその地下部の直根に非常に着目していますので、それは災害という面で
の考え方なんですね。
直根の無い植林をずっと、戦後続けてきたために今いろんな災害が起きているという現実が
まずあって、もう一つは先ほど先生が言われた直根があるかないかによって文化財の木が文

キと言う。木曽で育った　ヒノキと言うふうに、ということで言いますけど、まあ、実際に
はその 2種類しかないので、要は 300 年 400 年かかって育った木と、それからわずか 60 年
で育ったヒノキという分け方です。で、60 年のヒノキっていうのは戦後の 30年代で植えた
のがほとんどですね、30 年代 40 年代で植えられているんですけど、ほぼ、日本のヒノキと
いうか人工林の 8割はその時代に植えられています。

・生産意欲、関心の低下
今、植林はほとんど全国どこ行ってもですね、ほとんど行われていないっていうか、ごくわ
ずかだけ、植えられているだけですね。最近ちょっと皆伐ってみんな全部大面積を伐ってし
まう皆伐っていうのが認められてきたのでそうすると植林もこれから増えてくると思うんで
すけど、それもちょっと前までは本当に日本では行われてないっていうね、もうほぼ、過剰
生産状態になっていると言っていいほど、意欲がない、まず林家に、森林所有者に、その、
これくらい森を育てようっていう気持ちがないっていうのと、育ててももう、全然利益がな
い、ていうことになっています。まあ、その植えた人たちがほとんど死に始めているので、
当時の苦しい、そのなんですかね、天然木を伐って林地を作って成長してそこに植林してい
くっていう仕事を体験してきた人って少なくなってきてるね。その次の世代になってきたの
で余計その木のありがたみってのも分からないし、値段は 60 年の 1本の木が 1000 円くら
いにしかならない。1000 円いかないんですよね。まあ、とんでもない値段なので、伐って
も仕方ないっていう考え方と、まあ、国は昔の稲作と一緒でそこに補助金を出して伐って、
間伐を促進しているんですけど、実際間伐をして出しても懐には一銭も入らないっていう、
林業所有者には、そういう状況です。まあ、これから森林環境税が投入されていくと思うん
ですけど、どういう風な形でそれが効果が出てくるかっていうのにかかっていると思います
ね。今度が本当に正念場だと思います。森林の使い方に対しての。で、この今度の時にまた
見誤ると同じことの繰り返しになるだろうし、逆に 1700 年代に尾張藩がやってきた、その
森林の再生のような行動を起こさないと、また同じ繰り返しになるんですね。また植えて育
てばいいわという考え方だけでやるとダメなので、まあある意味 1700 年代というか江戸、
尾張藩の林業政策っていうのが、あの、学ぶというか先人に学ぶというのが非常に大事な時
期に来ているのかなと思いますね。森林環境税は各地域、もちろん名古屋にも配られている
と思うんですけど、多分ね、使い方が分からないというか、中津川市でもそうなんですよ、今、
これといった案が無いのでとりあえず、基金として積んでおこうという、その程度なんです
よ。だから本当に欲しい、欲しいっていう時期を逸しているので森林環境税っていうのは
20 年 30 年も前に、その案が出たんですね、案が出てはぽしゃってというようなそういう時
期を経ながら来てるんですけど、まあ今回はある意味その、上手い使い方をすると将来の日
本の森林というのが、左右するというかね、大きなものになってくると思いますね。
それでももちろん、建築にも響いてくるので、建築のその様式とかね、それこそ建築技術自
体は太田さんも言っていましたけど、退化しているというか、昔の人の技術の方が優れてて、
それを真似するなり継承はしているけど、それを、継承することもなかなか難しい状況に陥っ
てるというような状況なので、それを材料の面から考えていく上でも、天然のヒノキとか天
然のスギとかそういった素材を生産する山づくりっていうのが大事なポイントになってくる
ということですよね。
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・自身の発信力について
１つ、僕自身に発信力がないのもあって、ていうのはその経験値が低いっていうのがあるん
ですね。東京生まれの東京育ちで、30、40 年くらい前に帰ってきているんですけど、林業
を果たしてやっているのかというとそうじゃなくてですね。ある意味その古文書から出てく
る情報を伝えるっていう仕事っていうか役目を果たしているに過ぎないので、実際に専門的
な見解をやるにはいろんな各分野の先生方のお話とかですね、実証した部分を出すんですけ
ど、あまりにも戦後取り組まれた林業政策っていうのが浸透し過ぎていて、完全に分岐点が
違うんですよ。分岐点が離れてこちらに全ての国民を含めて林家の頭がそちらの方へ行って
しまっているんですね。それをこちらへシフトしてくるっていうのはなかなか難しいんです。
で歴史はどうだったのかというと長い間こっちの自然に育てていくっていうか、自然の中に
人間が力を少しずつ入れたり、手を入れながら育てていくっていう、森林育成を続けてきた
わけですよね、営営と。歴史でいうとまだ 100 年も経っていないんですよ、日本の林業の歴
史っていうのは、ある意味では。
まあ確かに、明治になってからドイツから林学を取り入れて始めるんですけど、実際にそれ
が実践されていく、理論上実践されていくっていうのは戦後、チェーンソーが登場してから
なので、それはそれで悪い、いいじゃないけどね。当然日本の住宅事情やら人口増に対応し
てくるためには早くとにかく作らないといけないという状況にはあったので。
まあ育つ前に鉄骨が入ってきたりいろいろして…

・災害への対策
その辺のいろんなズレや誤解があったりとか思い込みとか、そういったものが現在の山の姿
になってしまっているというのもあるんですけど、それを誰も否定できないし、別に否定す
る必要もないと思うんですけど、ただ現実には木が植ってて、木が育っているっていうのは
間違いないわけですね。で現在は根っこの無い木なので、災害が起こりやすくなっていて、
もうこれから多分全国でどんどん災害は起こると思いますし、緑のダムっていう理論は成立
しないということですね。逆に緑が災害を誘発するのでダムをいくら作ったって、そこに流
れてくる立木の処理とか、それにおける人災ですね、が各地で起こるので、逆にいうと、木
を全部なるべく早く伐ってしまって、まあ間伐でもいいんですけど、伐って、広葉樹なり、
いろんな、直根のある植物をどんどん育てた方が災害は起きないし、災害に対する補填の費
用っていったらば、ものすごい、森林環境税の額なんかじゃないんですよね。堰堤造ったり、
ダム造ったり、河川の整備したりっていうのは。っていう話を考えるとそんな額じゃないの
で、まあウイルスの後は今度は山の災害だと思うんですよ。心配しなきゃいけないのは。本
格的な。そういうところへ、なるべく早く着眼して、対策してやっていくっていう、やっぱ
り 1番強いのは災害、防災っていうのが 1番分かりやすいのかなっていう。
防災を考えて、直根のある木を育てれば、逆にいうと建築文化も守れるということなんです
よ。直根のあるものを育てて木曽ヒノキを育てていくっていう、まあそれは 300 年、400 年
先の話なんですけど、そういう話になってくるというね。
問題は山寺先生も高齢で 80 越してですね、そろそろ危ない状況に来ているので。
山寺先生の方はある意味、その中心的な主軸側からというか、アウトローというか、という
ところもある、干される部分もあったんじゃないかという、理論が。緑化工という理論では
もちろん大成されていますけど、森林という、森林保全という考え方の方では、やっぱり鼻
つままれちゃうっていう、いったら干されちゃうようなところがあったかと思いますね。
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本が 300 万とか 400 万とすれば、大体 3本伐ればかなりの所得の生活が保てるじゃないで
すか。そうすると例えばここにいて、今年は 3本伐ろうっていって出して自分で出したとし
ても、ヘリコプターで出しても十分もと採れるんですけど、そういって生活をすればですね、
遊んで暮らせるわけですよ。晴耕雨読の生活とか可能になる。それが本当の林業なんですよ。
じゃあ、戦後植えたヒノキ の値段はどうなのかというと 1本 1000 円なんですよ。1㎥で換
算すると、今人工林は大体 18000 円です。ヒノキで、スギだと 8000 円くらいの値段で取引
されているわけですね。それが天然のヒノキだと 60 万なんです、最低で。例えば 500 年生
600 年生 700 年生になると、もうほとんど値段がつかないくらいになってしまうというわけ
ですね。だから価格が植林の 30 倍っていうのは本当なんです。
ただその 30 倍なんですけど、もう材料がないんですよ、現実問題。その 700ha の出之小路
山においても年間 150 ㎥しか出さないということにしているんですね。だから全体の蓄積が
上がってくるんですけど、その中で上がった分を伐っちゃダメなのでそれ以内で抑えて、さ
らに森林が蓄積が増えていくように育つためには 150 ㎥しかその山から切り出しちゃいけな
いよっていう考え方なんですね。これもちょっとおかしいんですけどね、実際。じゃあサワ
ラをどんどん増やしちゃって良いのかっていう、ヒノキに似ているサワラっていう木がある
んですけど、それは繁殖力が大きいので、じゃあヒノキを 150 ㎥伐っちゃったらサワラがど
んどん増えちゃうよと、席巻されちゃうということもあるので、昔の人はバランスをよく考
えてサワラを間引きしてヒノキを育てるっていうことをやってたんですけど、そういった技
術は今、森林管理所には無いので、人事異動でどんどん 3年くらいで替わっていっちゃう中
ではとても山を長期に見て考えるっていう方法はとれないっていうことですね。その辺も、
人材の部分でも考えを改めないといけないんですよ。

・文書の中の山守の施業
文書の中で出てくるものを抽出するしかなくなってくるんですけど、300 年前の話っていう
のは記録がないので、難しい部分もあるんですけど、ただ当時山の「66 年手法」っていう
方法が残っているんですけど、それは全山の蓄積を測り終えて、今の出之小路でやってる仕
事と一緒なんですよ。全部の樹種と蓄積を測って、何年サイクルで更新をすれば良いかとい
うのを編み出していくっていう技術なんですけど。それを応用というか、取り入れればでき
るということなんですよね。最初 50 年サイクルで組んだら結局ダメで 66年にサイクル延ば
したんですけど、それなりの根拠がそこにあるんですよ。それと木を伐った後に山引き苗っ
て、山引き苗っていうのはそこら中に生えてる自然の苗を根ごととって、束ねて持ってて、
木を伐った後にその周辺に 2、3本植えていくんですけど、そういった技術、技術までいか
ないかも知れんけど、そういう育て方ですね、そういうのも 1つの重要なものなので。

・山引き苗の成長速度
鐵臣さんもそうなんですよ。自分の山に山引き苗を持って一山植えて見えるんですけど、あ
んな病気になっちゃったので。麓の山を見せてもらってこれぐらい成長違うよっていうこと
は立証されているんですね。早く太らせるっていう考え方がある中では、効率性を考えると
逆行しちゃうのでどうかなと。自分の生きてる中で間伐をしてお金に換えて最終的には孫く
らいで育ちきったっていうか 70 年 80 年になった木を伐るっていうのが根強く考え方の中に
あるもんですから。

・本来の林業の姿
例えば木曽ヒノキと東濃ヒノキの違いとか、人工と天然木の違いということすらもなかなか
理解されないんですね。そういった難しさというのがやっぱりあって、木とか山とかから離
れた、あまりにも離れて解離が起こっているので難しいですよね。どうやって説明するか。
今の子どもの森林教室なんかでも、何やっているかというと、相変わらず、間伐体験とか下
草刈り体験とかやっているわけですね。下草刈り体験とか最初にやらせると、林業なんかや
りたくならなくなっちゃうのは当たり前なんですね。それをあえてやらせている。それを全
国でやってるんですよ。嘘を教えちゃいけないんだけど、指導する側も結局、こちら側がやっ
てしまっているというのがあるので、歴史的な部分からも考えていく、背景も考えながら、昔、
本当の林業はこれなんだと。あくせくと働かせて辛い林業ってないんですよ。林業って楽し
いし、のんびりした仕事なんだというような部分を伝えたいのもあるんですね。古文書の中
で、太田先生も言っているし、もうちょっと言えば、こんな生活できればいいなというのが、
「緩々した生活」ってよく古文書に出てくるんですよ。
デンマーク語でヒュッゲ (hygge) というのがですね、今本屋さんに行くといっぱい並んでい
ますけど、あれにヒュッゲだと日本語に訳す言葉がないと言われていますけど、実はその
「緩々」が多分そうじゃないかなと。彦七の自分が書いている中で緩々と今日は過ごしたと
いう、人が来て豊かな時間を持ちながら生活をしていくという、そういう部分を持ってて描
いたんですけど、そういった文言も１つの切り口だと思うんですね。

・大径材が収入になり得る
本来なら 200 年 300 年 400 年という先祖が植えたというか育てたものを引き継いでいれば、
大体 1本、その年輪が 1本の年輪、節が 1本ですね。その 1本が大体 1万円になるんですよ。
1万円に匹敵するんです。で 300 年なら 300 万円、200 年なら 200 万円という相場が出て弾
かれるというんですけど、まあ 200 年だとちょっと年齢がないので大体 300 年 400 年とい
うことになるんですけど、300 年 400 年というのはなんで起こるかというと、1700 年に枯
渇した木が成長して 300 年 400 年という年数を重ねていくんですね。まあ、100 年合わな
いじゃないかというのは、1600 年に芽吹いて育った木が、これくらいにしか成長しないので、
それがまだ当時は山に残っていたんですね。それは伐る必要がないじゃないですか、伐る価
値がないので、それは残されてて、それもプラスして大体 300 年から 400 年くらいという
山が出来上がっていくということなんですね。で戦後、大量に、明治から戦後にかけて昭和
40 年くらいまでの間にどんどん伐り出された木っていうのは、その頃に再生されたという
か育て始めた、1700 年から育て始めた木なんです。その貯金を使い切ってしまったという
ことなんですね。でもただその木を、その1700年から戦後までに全部伐られたかっていうと、
実は伐られずに済んだ山が現存しているんですよ。それが木曽ヒノキ備林っていう加子母の
中にあるわずか 700ha の山なんです。その山を見ると 1700 年に伐り尽くされた山が再生し
てそこに育った山の姿を見ることができるというところでは、大きなバックヤードになって
くるということですね。
それが出之小路山で、今伊勢神宮の式年遷宮の御神木の故郷になっているということですね。
それがなかったら伊勢神宮の御神木の儀式っていうのは成立しないということですね。木曽
にも赤沢備林っていうのがあるんですけど、赤沢備林よりもいい木があるというか、木曽も
同じ歴史を辿ったと思うんですけど、なかなか木曽はうまくいかなかったっていうのがある
んです。だからそういった 1700 年くらいから森林を再生した歴史も大きな 1つの部分です
し、もしそれがずっと続けられて、個人でその山を所有しているとすればですね、例えば 1
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本が 300 万とか 400 万とすれば、大体 3本伐ればかなりの所得の生活が保てるじゃないで
すか。そうすると例えばここにいて、今年は 3本伐ろうっていって出して自分で出したとし
ても、ヘリコプターで出しても十分もと採れるんですけど、そういって生活をすればですね、
遊んで暮らせるわけですよ。晴耕雨読の生活とか可能になる。それが本当の林業なんですよ。
じゃあ、戦後植えたヒノキ の値段はどうなのかというと 1本 1000 円なんですよ。1㎥で換
算すると、今人工林は大体 18000 円です。ヒノキで、スギだと 8000 円くらいの値段で取引
されているわけですね。それが天然のヒノキだと 60 万なんです、最低で。例えば 500 年生
600 年生 700 年生になると、もうほとんど値段がつかないくらいになってしまうというわけ
ですね。だから価格が植林の 30 倍っていうのは本当なんです。
ただその 30 倍なんですけど、もう材料がないんですよ、現実問題。その 700ha の出之小路
山においても年間 150 ㎥しか出さないということにしているんですね。だから全体の蓄積が
上がってくるんですけど、その中で上がった分を伐っちゃダメなのでそれ以内で抑えて、さ
らに森林が蓄積が増えていくように育つためには 150 ㎥しかその山から切り出しちゃいけな
いよっていう考え方なんですね。これもちょっとおかしいんですけどね、実際。じゃあサワ
ラをどんどん増やしちゃって良いのかっていう、ヒノキに似ているサワラっていう木がある
んですけど、それは繁殖力が大きいので、じゃあヒノキを 150 ㎥伐っちゃったらサワラがど
んどん増えちゃうよと、席巻されちゃうということもあるので、昔の人はバランスをよく考
えてサワラを間引きしてヒノキを育てるっていうことをやってたんですけど、そういった技
術は今、森林管理所には無いので、人事異動でどんどん 3年くらいで替わっていっちゃう中
ではとても山を長期に見て考えるっていう方法はとれないっていうことですね。その辺も、
人材の部分でも考えを改めないといけないんですよ。

・文書の中の山守の施業
文書の中で出てくるものを抽出するしかなくなってくるんですけど、300 年前の話っていう
のは記録がないので、難しい部分もあるんですけど、ただ当時山の「66 年手法」っていう
方法が残っているんですけど、それは全山の蓄積を測り終えて、今の出之小路でやってる仕
事と一緒なんですよ。全部の樹種と蓄積を測って、何年サイクルで更新をすれば良いかとい
うのを編み出していくっていう技術なんですけど。それを応用というか、取り入れればでき
るということなんですよね。最初 50 年サイクルで組んだら結局ダメで 66年にサイクル延ば
したんですけど、それなりの根拠がそこにあるんですよ。それと木を伐った後に山引き苗っ
て、山引き苗っていうのはそこら中に生えてる自然の苗を根ごととって、束ねて持ってて、
木を伐った後にその周辺に 2、3本植えていくんですけど、そういった技術、技術までいか
ないかも知れんけど、そういう育て方ですね、そういうのも 1つの重要なものなので。

・山引き苗の成長速度
鐵臣さんもそうなんですよ。自分の山に山引き苗を持って一山植えて見えるんですけど、あ
んな病気になっちゃったので。麓の山を見せてもらってこれぐらい成長違うよっていうこと
は立証されているんですね。早く太らせるっていう考え方がある中では、効率性を考えると
逆行しちゃうのでどうかなと。自分の生きてる中で間伐をしてお金に換えて最終的には孫く
らいで育ちきったっていうか 70 年 80 年になった木を伐るっていうのが根強く考え方の中に
あるもんですから。
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例えば木曽ヒノキと東濃ヒノキの違いとか、人工と天然木の違いということすらもなかなか
理解されないんですね。そういった難しさというのがやっぱりあって、木とか山とかから離
れた、あまりにも離れて解離が起こっているので難しいですよね。どうやって説明するか。
今の子どもの森林教室なんかでも、何やっているかというと、相変わらず、間伐体験とか下
草刈り体験とかやっているわけですね。下草刈り体験とか最初にやらせると、林業なんかや
りたくならなくなっちゃうのは当たり前なんですね。それをあえてやらせている。それを全
国でやってるんですよ。嘘を教えちゃいけないんだけど、指導する側も結局、こちら側がやっ
てしまっているというのがあるので、歴史的な部分からも考えていく、背景も考えながら、昔、
本当の林業はこれなんだと。あくせくと働かせて辛い林業ってないんですよ。林業って楽し
いし、のんびりした仕事なんだというような部分を伝えたいのもあるんですね。古文書の中
で、太田先生も言っているし、もうちょっと言えば、こんな生活できればいいなというのが、
「緩々した生活」ってよく古文書に出てくるんですよ。
デンマーク語でヒュッゲ (hygge) というのがですね、今本屋さんに行くといっぱい並んでい
ますけど、あれにヒュッゲだと日本語に訳す言葉がないと言われていますけど、実はその
「緩々」が多分そうじゃないかなと。彦七の自分が書いている中で緩々と今日は過ごしたと
いう、人が来て豊かな時間を持ちながら生活をしていくという、そういう部分を持ってて描
いたんですけど、そういった文言も１つの切り口だと思うんですね。

・大径材が収入になり得る
本来なら 200 年 300 年 400 年という先祖が植えたというか育てたものを引き継いでいれば、
大体 1本、その年輪が 1本の年輪、節が 1本ですね。その 1本が大体 1万円になるんですよ。
1万円に匹敵するんです。で 300 年なら 300 万円、200 年なら 200 万円という相場が出て弾
かれるというんですけど、まあ 200 年だとちょっと年齢がないので大体 300 年 400 年とい
うことになるんですけど、300 年 400 年というのはなんで起こるかというと、1700 年に枯
渇した木が成長して 300 年 400 年という年数を重ねていくんですね。まあ、100 年合わな
いじゃないかというのは、1600 年に芽吹いて育った木が、これくらいにしか成長しないので、
それがまだ当時は山に残っていたんですね。それは伐る必要がないじゃないですか、伐る価
値がないので、それは残されてて、それもプラスして大体 300 年から 400 年くらいという
山が出来上がっていくということなんですね。で戦後、大量に、明治から戦後にかけて昭和
40 年くらいまでの間にどんどん伐り出された木っていうのは、その頃に再生されたという
か育て始めた、1700 年から育て始めた木なんです。その貯金を使い切ってしまったという
ことなんですね。でもただその木を、その1700年から戦後までに全部伐られたかっていうと、
実は伐られずに済んだ山が現存しているんですよ。それが木曽ヒノキ備林っていう加子母の
中にあるわずか 700ha の山なんです。その山を見ると 1700 年に伐り尽くされた山が再生し
てそこに育った山の姿を見ることができるというところでは、大きなバックヤードになって
くるということですね。
それが出之小路山で、今伊勢神宮の式年遷宮の御神木の故郷になっているということですね。
それがなかったら伊勢神宮の御神木の儀式っていうのは成立しないということですね。木曽
にも赤沢備林っていうのがあるんですけど、赤沢備林よりもいい木があるというか、木曽も
同じ歴史を辿ったと思うんですけど、なかなか木曽はうまくいかなかったっていうのがある
んです。だからそういった 1700 年くらいから森林を再生した歴史も大きな 1つの部分です
し、もしそれがずっと続けられて、個人でその山を所有しているとすればですね、例えば 1
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ズズって、これからの災害の方式はそれです。それが谷を埋めて一気に土石流になるような。
それが日本全国で起こると思います。だいたい映像見ててもニュース見てて土砂崩れがあり
ましたっていうとだいたい人工林が多いと思います。
取材するメディアもみんなそれを見て人工林で起こったって風に報道されてないっていう
か、そこに気づいてないってことですね。これが何で起こったのかっていうのが、雨で崩れ
ましたって、非常に雨が降ったから起こったんですよって。去年の台風 15 号も電線切って
地方なんかはね、長い間停電になりましたけど。何で木が倒れたのって話にならない、台風
で木が倒れるっていうのはおかしくないかなっていう、報道はされない。その辺の視点がも
う無い、もともと無いっていう意味です。植え方に問題があった。

・昔の人の体型
もう、山を管理できないんですよ。皆さんの体型も、この辺の人たちの若い時の体型と違っ
て進化しているので、進化しているのか退化しているのか。体力的に、昭和 30 年代に苗を
何十本も背負って山へ行って、朝から。
何十 kg、100kg 近いものを背負ってって、そこで木を積んで、また引きずって降ろしてくるっ
ていうような、過酷な労働に耐えれる体があったんですけど、今もうダメじゃないですか。
昔の人は手もでかいし、足もでかいし、骨が違うんでしょうね。
セメント袋が 1袋 60kg だったのね。その 60kg のものを持って砂防工事なんかは登って降
りてしてたんです。だからあれが 60kg 持てなくなって 40kg になったんですけど、さらに
今 20kg くらいになってるかもしれませんね。60kg のセメント袋なんてとても持てない。そ
れを 2つ持ったなんて人もいるし。でもみんなその頃にやってた人は今、腰や体痛めてます
よね。年取ってから。
木の桶みたいなのにごはんを詰めて、蓋の方にも詰めて、合わせてそれをお弁当として持っ
ていくんですね。それぐらい食べないと仕事ができない。

・江戸時代の植林の失敗
彦七が江戸時代もやはり植林を奨励しようっていう尾張藩からの指示があるんですね。ヒノ
キの苗を育てなさいっていう、発芽させて育てなさいっていうのがくるんですけど、彦七は
発芽率が悪いってことでダメだったっていう文章を送るんですよ。実際はどうなのかってい
うと畑に撒いてもヒノキの苗は育てられるんですよ、今。戦後は各家庭でヒノキの苗を育て
ていたもんで、戦前も。だからそういうことができるのに、なぜか成績が悪くてできません
でしたっていう報告の文章を出しているっていうのは何か意味があるのかなっていう風な気
がします。その後に発生する、例えば植林をすることで発生する過酷な労働とか、その他い
ろんな、村人の過酷な状況を分かっていたのかもしれませんね。当然下草を刈らないといけ
ない、間伐もしないといけないっていうことになるんですね、枝打ちをしないといけないっ
ていう仕事がその後、発生してくるんですよね、植林をすることによって。下草刈り、枝打
ち、間伐っていうことは、昔はやっていない仕事なんですよ。それをやりだしたのは昭和に
なってからですから。過去、そんな下草刈りなんてこと昔の人がやった記録がないんですよ
ね。

街路樹をどんどん植えてますけど、あれがこれから倒れだすんでしょうね、きっと。東京み
たいな、表土が深い、関東ロームみたいなところはいいんでしょうけど、浅いところは剥が
れて倒れちゃいますね。街路樹もコンクリートの鉢にスポンと挿しちゃうだけで。北海道な
んか札幌やら、道路沿いにバーっと植ってるじゃないですか、こんなに成長しているじゃな
いですか、開拓 100 何十年経っているので、あれが 1mくらい直径があるポプラなんかが倒
れちゃうんですよ。ものすごいことですよ。
東北の震災の時に津波で倒れなかった奇跡の木とかありますよね。ああいうのには直根があ
ると思うんですよ。たまたま植えた中でも直根があったものなのか、それに匹敵するものが、
あった木が津波にやられなかったということでしょうけど、海岸線も、昔の人は三保の松原
とかも昔の植え方なんで、その辺は考えて植えたと思うんですけど、そう言ったものは何回
か津波にあっても生き残っていると思うんですね。
地上部はどうしても価値があるし、重要なのでそちらに視点がいってしまうんですけど、実
は目に見えないところが 1番大事だっていうのが大きなところで。
あの 700ha の山（「木曽ヒノキ備林」）、たまたま土砂崩れがあったところがあって、直根の
あったヒノキが立っているんですよ、土砂崩れの現場にも。だからそういう証明を、先生な
んかが見ればわかると思うんですよ。これはこういう理屈で難を逃れているんだよというよ
うなことが言えると思うんですよね。

・国有林での実証実験
要は政府として、国として林野政策の欠落した部分というかその方向性っていうのを舵取り
が今なかなか変えれないというのが今あるんですね。それはもちろん住宅メーカーやら、い
ろんな業界との関係があるので今 400 年サイクルの森づくりを始めましょうって言ってもな
かなか難しい話なので、それができるのは実は国有林だと思うんですね。国有林で実証の実
験ができるのは間違い無いと思うので、民間レベルでやろうと思うとなかなか難しいと思う
んですね。ただ、年寄りばっかりになってきて日本全国山村が高齢社会になってくると山へ
行く人がいないし、そうやって山を育てていくしか無いと思うんですよね。

・間伐、皆伐による天然更新の促進
そのためには今育ってる木を伐らないといけないんですね。これが災害の原因になるので
伐っちゃう。伐っていったん広葉樹っていうか、それをエネルギー山、もしくは肥料山、昔
の姿にしてからやるのか、それとも今のままの間伐をしてその間に直根のある植物を植えて
いくのか。自然界の植物は当然直根はあるし、広葉樹は当然再生可能なので永久に、冬に伐
れば絶えず萌芽によって永久に育ては伐って育ては伐ってができる。針葉樹は伐ったらそれ
で終わっちゃうんであれですけど、そういうことが可能なので。ある意味、広葉樹を育てた
方が生産力は高いですよね。木材としての、楽だし。広葉樹なら伐るだけですから、時期さ
え間違えなければ。夏の萌生の時に伐らなければいいんですけど、休眠期に伐れば、また次
の春になれば出てくるので。

・人工林（直根の取り除かれた木）による災害
今の木が邪魔になりますよね、それが倒れたり、表面がその、表面にポットが並んでいるわ
けじゃないですか。自重で表面がずってくるんですよ。ずってきて上の方にクラックが入っ
てそこに水が入って深い円弧滑りというか、深層崩壊になってくるんですね。立ったままズ

・主張することの難しさ
根本的にもヒノキが植える苗が違うというところが大きいですよね。もう植えちゃっている
というのが大きい。それが災害を生むということもあんまり言えないところもあるんと思う
んですね。例えば林野政策の中で戦後植えた、盛んに補助金をやって植林を奨励してた関係
上、その当時の植え方が間違っていたとはなかなか言えないと思うんですね、政府としては。
僕は言ってますけど、でも公にはやっぱり、行政にいましたので、全部否定するっていうの
もなかなか難しかったんですけど、まあ今はもう言えますけど。

・民間での関心の低さ
今モチベーションが下がりすぎちゃってて、山に関心がないんですよ。多分日本中そうだと
思いますね。

・植え方までこだわる人は少ない
これから 400 年かけて育てるということになると、誰が責任を取るんだということもあって
ですね、難しいと思うんですけど。何か、400 年を目指して、例えば立松和平さんが、古事
の森を始めた時に、事業を、立松さんともちょっと話していた時に、やっぱり 400 年後に文
化財になるような木を育てるんだっていう、そういった取り組みを今から始めたいんだって
いってみえたんですね。ただその植え方にはやっぱりこだわれないので、加子母にもあるん
ですけど古事の森が、やっぱり普通の植林になってしまっているんですね。普通に富士山の
裾野から買ってきた苗で育ててる、植えて、直根切った苗を相変わらず植えているという。

・加子母内での主張
辛いですね。これはね、とても僕がこのコミュニティというか、社会に、次の世代になら言
えるんですけど、この町で言うと新参者なのでまあ、今の世代がある程度抜けちゃえば良い
んですけど。ただ僕の言葉じゃなくって彦七の言葉で伝えるって言うのが大事な部分なん
じゃないかって思いますね。じわじわと

・直根の必要性
それ（直根のある苗）によって、成長が大変かかるってこともあるのでそれをどうして良い
か。天然木を育てるっていう、種からとかせめて直根のある山引き苗から育てるということ
を実践していかない限りは、いつまで経っても同じことが起こってくるということですね。
やっぱり日本全体の山に関して、自然から学ばなきゃいけないっていう。決して自然界では
直根切ってっていうのはありえないじゃないですか。ある時断層が起こって切れるってこと
はあると思う。それはもちろん成長不足でも申しませんけど。
直根切るっていうのは実はひょっとするとこれ、樹齢 100 年超えた時に日本中の山が枯れだ
すかもしれないんですよ。寿命を全うできないかもしれないんですね。健全な木じゃないん
で、揺れるでしょうし、地震で揺れて、台風で揺れて、根元が緩むとかだから街路樹なんか
はみんなそうですね、倒れちゃいますよね。木が台風で倒れるなんてことはあってはならな
いことなんでしょうけど、それがいとも簡単に今倒れてるし、戦後、昭和 40 年代ごろから

取扱注意
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ズズって、これからの災害の方式はそれです。それが谷を埋めて一気に土石流になるような。
それが日本全国で起こると思います。だいたい映像見ててもニュース見てて土砂崩れがあり
ましたっていうとだいたい人工林が多いと思います。
取材するメディアもみんなそれを見て人工林で起こったって風に報道されてないっていう
か、そこに気づいてないってことですね。これが何で起こったのかっていうのが、雨で崩れ
ましたって、非常に雨が降ったから起こったんですよって。去年の台風 15 号も電線切って
地方なんかはね、長い間停電になりましたけど。何で木が倒れたのって話にならない、台風
で木が倒れるっていうのはおかしくないかなっていう、報道はされない。その辺の視点がも
う無い、もともと無いっていう意味です。植え方に問題があった。

・昔の人の体型
もう、山を管理できないんですよ。皆さんの体型も、この辺の人たちの若い時の体型と違っ
て進化しているので、進化しているのか退化しているのか。体力的に、昭和 30 年代に苗を
何十本も背負って山へ行って、朝から。
何十 kg、100kg 近いものを背負ってって、そこで木を積んで、また引きずって降ろしてくるっ
ていうような、過酷な労働に耐えれる体があったんですけど、今もうダメじゃないですか。
昔の人は手もでかいし、足もでかいし、骨が違うんでしょうね。
セメント袋が 1袋 60kg だったのね。その 60kg のものを持って砂防工事なんかは登って降
りてしてたんです。だからあれが 60kg 持てなくなって 40kg になったんですけど、さらに
今 20kg くらいになってるかもしれませんね。60kg のセメント袋なんてとても持てない。そ
れを 2つ持ったなんて人もいるし。でもみんなその頃にやってた人は今、腰や体痛めてます
よね。年取ってから。
木の桶みたいなのにごはんを詰めて、蓋の方にも詰めて、合わせてそれをお弁当として持っ
ていくんですね。それぐらい食べないと仕事ができない。

・江戸時代の植林の失敗
彦七が江戸時代もやはり植林を奨励しようっていう尾張藩からの指示があるんですね。ヒノ
キの苗を育てなさいっていう、発芽させて育てなさいっていうのがくるんですけど、彦七は
発芽率が悪いってことでダメだったっていう文章を送るんですよ。実際はどうなのかってい
うと畑に撒いてもヒノキの苗は育てられるんですよ、今。戦後は各家庭でヒノキの苗を育て
ていたもんで、戦前も。だからそういうことができるのに、なぜか成績が悪くてできません
でしたっていう報告の文章を出しているっていうのは何か意味があるのかなっていう風な気
がします。その後に発生する、例えば植林をすることで発生する過酷な労働とか、その他い
ろんな、村人の過酷な状況を分かっていたのかもしれませんね。当然下草を刈らないといけ
ない、間伐もしないといけないっていうことになるんですね、枝打ちをしないといけないっ
ていう仕事がその後、発生してくるんですよね、植林をすることによって。下草刈り、枝打
ち、間伐っていうことは、昔はやっていない仕事なんですよ。それをやりだしたのは昭和に
なってからですから。過去、そんな下草刈りなんてこと昔の人がやった記録がないんですよ
ね。

街路樹をどんどん植えてますけど、あれがこれから倒れだすんでしょうね、きっと。東京み
たいな、表土が深い、関東ロームみたいなところはいいんでしょうけど、浅いところは剥が
れて倒れちゃいますね。街路樹もコンクリートの鉢にスポンと挿しちゃうだけで。北海道な
んか札幌やら、道路沿いにバーっと植ってるじゃないですか、こんなに成長しているじゃな
いですか、開拓 100 何十年経っているので、あれが 1mくらい直径があるポプラなんかが倒
れちゃうんですよ。ものすごいことですよ。
東北の震災の時に津波で倒れなかった奇跡の木とかありますよね。ああいうのには直根があ
ると思うんですよ。たまたま植えた中でも直根があったものなのか、それに匹敵するものが、
あった木が津波にやられなかったということでしょうけど、海岸線も、昔の人は三保の松原
とかも昔の植え方なんで、その辺は考えて植えたと思うんですけど、そう言ったものは何回
か津波にあっても生き残っていると思うんですね。
地上部はどうしても価値があるし、重要なのでそちらに視点がいってしまうんですけど、実
は目に見えないところが 1番大事だっていうのが大きなところで。
あの 700ha の山（「木曽ヒノキ備林」）、たまたま土砂崩れがあったところがあって、直根の
あったヒノキが立っているんですよ、土砂崩れの現場にも。だからそういう証明を、先生な
んかが見ればわかると思うんですよ。これはこういう理屈で難を逃れているんだよというよ
うなことが言えると思うんですよね。

・国有林での実証実験
要は政府として、国として林野政策の欠落した部分というかその方向性っていうのを舵取り
が今なかなか変えれないというのが今あるんですね。それはもちろん住宅メーカーやら、い
ろんな業界との関係があるので今 400 年サイクルの森づくりを始めましょうって言ってもな
かなか難しい話なので、それができるのは実は国有林だと思うんですね。国有林で実証の実
験ができるのは間違い無いと思うので、民間レベルでやろうと思うとなかなか難しいと思う
んですね。ただ、年寄りばっかりになってきて日本全国山村が高齢社会になってくると山へ
行く人がいないし、そうやって山を育てていくしか無いと思うんですよね。

・間伐、皆伐による天然更新の促進
そのためには今育ってる木を伐らないといけないんですね。これが災害の原因になるので
伐っちゃう。伐っていったん広葉樹っていうか、それをエネルギー山、もしくは肥料山、昔
の姿にしてからやるのか、それとも今のままの間伐をしてその間に直根のある植物を植えて
いくのか。自然界の植物は当然直根はあるし、広葉樹は当然再生可能なので永久に、冬に伐
れば絶えず萌芽によって永久に育ては伐って育ては伐ってができる。針葉樹は伐ったらそれ
で終わっちゃうんであれですけど、そういうことが可能なので。ある意味、広葉樹を育てた
方が生産力は高いですよね。木材としての、楽だし。広葉樹なら伐るだけですから、時期さ
え間違えなければ。夏の萌生の時に伐らなければいいんですけど、休眠期に伐れば、また次
の春になれば出てくるので。

・人工林（直根の取り除かれた木）による災害
今の木が邪魔になりますよね、それが倒れたり、表面がその、表面にポットが並んでいるわ
けじゃないですか。自重で表面がずってくるんですよ。ずってきて上の方にクラックが入っ
てそこに水が入って深い円弧滑りというか、深層崩壊になってくるんですね。立ったままズ
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・主張することの難しさ
根本的にもヒノキが植える苗が違うというところが大きいですよね。もう植えちゃっている
というのが大きい。それが災害を生むということもあんまり言えないところもあるんと思う
んですね。例えば林野政策の中で戦後植えた、盛んに補助金をやって植林を奨励してた関係
上、その当時の植え方が間違っていたとはなかなか言えないと思うんですね、政府としては。
僕は言ってますけど、でも公にはやっぱり、行政にいましたので、全部否定するっていうの
もなかなか難しかったんですけど、まあ今はもう言えますけど。

・民間での関心の低さ
今モチベーションが下がりすぎちゃってて、山に関心がないんですよ。多分日本中そうだと
思いますね。

・植え方までこだわる人は少ない
これから 400 年かけて育てるということになると、誰が責任を取るんだということもあって
ですね、難しいと思うんですけど。何か、400 年を目指して、例えば立松和平さんが、古事
の森を始めた時に、事業を、立松さんともちょっと話していた時に、やっぱり 400 年後に文
化財になるような木を育てるんだっていう、そういった取り組みを今から始めたいんだって
いってみえたんですね。ただその植え方にはやっぱりこだわれないので、加子母にもあるん
ですけど古事の森が、やっぱり普通の植林になってしまっているんですね。普通に富士山の
裾野から買ってきた苗で育ててる、植えて、直根切った苗を相変わらず植えているという。

・加子母内での主張
辛いですね。これはね、とても僕がこのコミュニティというか、社会に、次の世代になら言
えるんですけど、この町で言うと新参者なのでまあ、今の世代がある程度抜けちゃえば良い
んですけど。ただ僕の言葉じゃなくって彦七の言葉で伝えるって言うのが大事な部分なん
じゃないかって思いますね。じわじわと

・直根の必要性
それ（直根のある苗）によって、成長が大変かかるってこともあるのでそれをどうして良い
か。天然木を育てるっていう、種からとかせめて直根のある山引き苗から育てるということ
を実践していかない限りは、いつまで経っても同じことが起こってくるということですね。
やっぱり日本全体の山に関して、自然から学ばなきゃいけないっていう。決して自然界では
直根切ってっていうのはありえないじゃないですか。ある時断層が起こって切れるってこと
はあると思う。それはもちろん成長不足でも申しませんけど。
直根切るっていうのは実はひょっとするとこれ、樹齢 100 年超えた時に日本中の山が枯れだ
すかもしれないんですよ。寿命を全うできないかもしれないんですね。健全な木じゃないん
で、揺れるでしょうし、地震で揺れて、台風で揺れて、根元が緩むとかだから街路樹なんか
はみんなそうですね、倒れちゃいますよね。木が台風で倒れるなんてことはあってはならな
いことなんでしょうけど、それがいとも簡単に今倒れてるし、戦後、昭和 40 年代ごろから
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ズズって、これからの災害の方式はそれです。それが谷を埋めて一気に土石流になるような。
それが日本全国で起こると思います。だいたい映像見ててもニュース見てて土砂崩れがあり
ましたっていうとだいたい人工林が多いと思います。
取材するメディアもみんなそれを見て人工林で起こったって風に報道されてないっていう
か、そこに気づいてないってことですね。これが何で起こったのかっていうのが、雨で崩れ
ましたって、非常に雨が降ったから起こったんですよって。去年の台風 15 号も電線切って
地方なんかはね、長い間停電になりましたけど。何で木が倒れたのって話にならない、台風
で木が倒れるっていうのはおかしくないかなっていう、報道はされない。その辺の視点がも
う無い、もともと無いっていう意味です。植え方に問題があった。

・昔の人の体型
もう、山を管理できないんですよ。皆さんの体型も、この辺の人たちの若い時の体型と違っ
て進化しているので、進化しているのか退化しているのか。体力的に、昭和 30 年代に苗を
何十本も背負って山へ行って、朝から。
何十 kg、100kg 近いものを背負ってって、そこで木を積んで、また引きずって降ろしてくるっ
ていうような、過酷な労働に耐えれる体があったんですけど、今もうダメじゃないですか。
昔の人は手もでかいし、足もでかいし、骨が違うんでしょうね。
セメント袋が 1袋 60kg だったのね。その 60kg のものを持って砂防工事なんかは登って降
りてしてたんです。だからあれが 60kg 持てなくなって 40kg になったんですけど、さらに
今 20kg くらいになってるかもしれませんね。60kg のセメント袋なんてとても持てない。そ
れを 2つ持ったなんて人もいるし。でもみんなその頃にやってた人は今、腰や体痛めてます
よね。年取ってから。
木の桶みたいなのにごはんを詰めて、蓋の方にも詰めて、合わせてそれをお弁当として持っ
ていくんですね。それぐらい食べないと仕事ができない。

・江戸時代の植林の失敗
彦七が江戸時代もやはり植林を奨励しようっていう尾張藩からの指示があるんですね。ヒノ
キの苗を育てなさいっていう、発芽させて育てなさいっていうのがくるんですけど、彦七は
発芽率が悪いってことでダメだったっていう文章を送るんですよ。実際はどうなのかってい
うと畑に撒いてもヒノキの苗は育てられるんですよ、今。戦後は各家庭でヒノキの苗を育て
ていたもんで、戦前も。だからそういうことができるのに、なぜか成績が悪くてできません
でしたっていう報告の文章を出しているっていうのは何か意味があるのかなっていう風な気
がします。その後に発生する、例えば植林をすることで発生する過酷な労働とか、その他い
ろんな、村人の過酷な状況を分かっていたのかもしれませんね。当然下草を刈らないといけ
ない、間伐もしないといけないっていうことになるんですね、枝打ちをしないといけないっ
ていう仕事がその後、発生してくるんですよね、植林をすることによって。下草刈り、枝打
ち、間伐っていうことは、昔はやっていない仕事なんですよ。それをやりだしたのは昭和に
なってからですから。過去、そんな下草刈りなんてこと昔の人がやった記録がないんですよ
ね。
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街路樹をどんどん植えてますけど、あれがこれから倒れだすんでしょうね、きっと。東京み
たいな、表土が深い、関東ロームみたいなところはいいんでしょうけど、浅いところは剥が
れて倒れちゃいますね。街路樹もコンクリートの鉢にスポンと挿しちゃうだけで。北海道な
んか札幌やら、道路沿いにバーっと植ってるじゃないですか、こんなに成長しているじゃな
いですか、開拓 100 何十年経っているので、あれが 1mくらい直径があるポプラなんかが倒
れちゃうんですよ。ものすごいことですよ。
東北の震災の時に津波で倒れなかった奇跡の木とかありますよね。ああいうのには直根があ
ると思うんですよ。たまたま植えた中でも直根があったものなのか、それに匹敵するものが、
あった木が津波にやられなかったということでしょうけど、海岸線も、昔の人は三保の松原
とかも昔の植え方なんで、その辺は考えて植えたと思うんですけど、そう言ったものは何回
か津波にあっても生き残っていると思うんですね。
地上部はどうしても価値があるし、重要なのでそちらに視点がいってしまうんですけど、実
は目に見えないところが 1番大事だっていうのが大きなところで。
あの 700ha の山（「木曽ヒノキ備林」）、たまたま土砂崩れがあったところがあって、直根の
あったヒノキが立っているんですよ、土砂崩れの現場にも。だからそういう証明を、先生な
んかが見ればわかると思うんですよ。これはこういう理屈で難を逃れているんだよというよ
うなことが言えると思うんですよね。

・国有林での実証実験
要は政府として、国として林野政策の欠落した部分というかその方向性っていうのを舵取り
が今なかなか変えれないというのが今あるんですね。それはもちろん住宅メーカーやら、い
ろんな業界との関係があるので今 400 年サイクルの森づくりを始めましょうって言ってもな
かなか難しい話なので、それができるのは実は国有林だと思うんですね。国有林で実証の実
験ができるのは間違い無いと思うので、民間レベルでやろうと思うとなかなか難しいと思う
んですね。ただ、年寄りばっかりになってきて日本全国山村が高齢社会になってくると山へ
行く人がいないし、そうやって山を育てていくしか無いと思うんですよね。

・間伐、皆伐による天然更新の促進
そのためには今育ってる木を伐らないといけないんですね。これが災害の原因になるので
伐っちゃう。伐っていったん広葉樹っていうか、それをエネルギー山、もしくは肥料山、昔
の姿にしてからやるのか、それとも今のままの間伐をしてその間に直根のある植物を植えて
いくのか。自然界の植物は当然直根はあるし、広葉樹は当然再生可能なので永久に、冬に伐
れば絶えず萌芽によって永久に育ては伐って育ては伐ってができる。針葉樹は伐ったらそれ
で終わっちゃうんであれですけど、そういうことが可能なので。ある意味、広葉樹を育てた
方が生産力は高いですよね。木材としての、楽だし。広葉樹なら伐るだけですから、時期さ
え間違えなければ。夏の萌生の時に伐らなければいいんですけど、休眠期に伐れば、また次
の春になれば出てくるので。

・人工林（直根の取り除かれた木）による災害
今の木が邪魔になりますよね、それが倒れたり、表面がその、表面にポットが並んでいるわ
けじゃないですか。自重で表面がずってくるんですよ。ずってきて上の方にクラックが入っ
てそこに水が入って深い円弧滑りというか、深層崩壊になってくるんですね。立ったままズ

・主張することの難しさ
根本的にもヒノキが植える苗が違うというところが大きいですよね。もう植えちゃっている
というのが大きい。それが災害を生むということもあんまり言えないところもあるんと思う
んですね。例えば林野政策の中で戦後植えた、盛んに補助金をやって植林を奨励してた関係
上、その当時の植え方が間違っていたとはなかなか言えないと思うんですね、政府としては。
僕は言ってますけど、でも公にはやっぱり、行政にいましたので、全部否定するっていうの
もなかなか難しかったんですけど、まあ今はもう言えますけど。

・民間での関心の低さ
今モチベーションが下がりすぎちゃってて、山に関心がないんですよ。多分日本中そうだと
思いますね。

・植え方までこだわる人は少ない
これから 400 年かけて育てるということになると、誰が責任を取るんだということもあって
ですね、難しいと思うんですけど。何か、400 年を目指して、例えば立松和平さんが、古事
の森を始めた時に、事業を、立松さんともちょっと話していた時に、やっぱり 400 年後に文
化財になるような木を育てるんだっていう、そういった取り組みを今から始めたいんだって
いってみえたんですね。ただその植え方にはやっぱりこだわれないので、加子母にもあるん
ですけど古事の森が、やっぱり普通の植林になってしまっているんですね。普通に富士山の
裾野から買ってきた苗で育ててる、植えて、直根切った苗を相変わらず植えているという。

・加子母内での主張
辛いですね。これはね、とても僕がこのコミュニティというか、社会に、次の世代になら言
えるんですけど、この町で言うと新参者なのでまあ、今の世代がある程度抜けちゃえば良い
んですけど。ただ僕の言葉じゃなくって彦七の言葉で伝えるって言うのが大事な部分なん
じゃないかって思いますね。じわじわと

・直根の必要性
それ（直根のある苗）によって、成長が大変かかるってこともあるのでそれをどうして良い
か。天然木を育てるっていう、種からとかせめて直根のある山引き苗から育てるということ
を実践していかない限りは、いつまで経っても同じことが起こってくるということですね。
やっぱり日本全体の山に関して、自然から学ばなきゃいけないっていう。決して自然界では
直根切ってっていうのはありえないじゃないですか。ある時断層が起こって切れるってこと
はあると思う。それはもちろん成長不足でも申しませんけど。
直根切るっていうのは実はひょっとするとこれ、樹齢 100 年超えた時に日本中の山が枯れだ
すかもしれないんですよ。寿命を全うできないかもしれないんですね。健全な木じゃないん
で、揺れるでしょうし、地震で揺れて、台風で揺れて、根元が緩むとかだから街路樹なんか
はみんなそうですね、倒れちゃいますよね。木が台風で倒れるなんてことはあってはならな
いことなんでしょうけど、それがいとも簡単に今倒れてるし、戦後、昭和 40 年代ごろから
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界が起こるんでね、全員じゃないんでね。全員がお金が入るって事になればやっぱり木その
ものの値段が上がって売れるっていう事になってこないとダメなので。昭和 30 年代にヒノ
キやスギを植えて建築材オンリーできちゃったので、もうシフトできないんですよ。シフト
できないけど、今ある条件の中で、木が育っている中で、別のことができないかなって、建
築材だけじゃなくて、何か方向性を見つけていく、山から何か利益を取れるようなものがな
いか探していかないといけないっていう時期に来てるんですよね。それがすぐにキャッシュ
になるっていうくらいの即効性がないとダメなので。もうみんな年金生活になってしまって
いくんですよ。高齢化率が 45%くらいまでいってるんですかね、今ね。例えばその家の高
校生とかお年寄りでもう施設に入っているとかそういう人たちもここに籍は持っているけ
ど、もうここにいない人を抜くとゆうに 50%超えちゃってるんですよね。もう限界集落っ
ていう、言われてますけど、そのラインに入っちゃったということなんですけど。限界集落っ
ていうのは言葉の遊びで、実際は限界集落っていうのはあり得ないんですけど。それからこ
の山をどう使っていくかによって後継者が生まれるかどうかっていうのが決まってくるで
しょうね。ここで一旗揚げるための何かっていうとなかなか難しい。まあ、作って売るって
いうことになれば、それこそデザインとかソフトの方であれば、生活はできるでしょうけど、
外と連絡取りながら。ここでものづくりをやっていこうとなるとなかなか大変な時期に来て
いますね。それは加子母だけの問題じゃなくてね、日本中がそれで困っているので。ただ、
条件は林道が非常に密に通っているとかね、水源がここが 1番上の最上部だとかね、ヒノキっ
ていうブランドとか、歴史的なものとかね、いろんな、条件としては非常に良い条件を持っ
ている。とにかくヒノキなんですよ、歴史的には。だからそのヒノキを、まあもちろんかた
や育てながら、木曽ヒノキを育てながら、かたやこちらでそれまでのうち何かしらで食って
いかなきゃいけないという仕組みを作っていかないといけないでしょうね。でも、今この
60 年 70 年はある意味ね、リセットして、またかかるんですけど。まあでもそれでもね、やっ
ていかなきゃいけないんでしょうね。昔の山に戻していくっていうか、そういう行動を起こ
さないことには。でも別にそんなに大きなことじゃないんですね、昔の山に戻していくって
いうのは。自然の力を利用してね、自然の仕組みを理解していればできないことではないし、
1番良いのは、300 年前、1700 年ぐらいにその行動を始めたくらいに、実際にできたじゃな
いですか、実証できてるんですよね。その実証の経験さえはっきり分かってくれば、できな
いことでないことではあるんですよ。できるかどうかわからないような無謀じゃないかって
いうことはないってことなんですね。実際に先人はやったんだからっていうこと。実証され
てる。まあ、この資料館はそういったものの蓄積とか情報をある程度持ち続けるっていうた
めにはいるってことなんですね。何もなければ風化しちゃうんですけど。これも 400 年後ど
うなんだってことは、何もないかもしれないですけど。でもそれこそ 400 年くらい、行動を
起こして順調に持っていくにはここにあり続けなきゃいけないのかなって思いますけど。こ
れね、全国の山が、山村が抱えている問題なので、ひょっとすると加子母に続けっていうよ
うなことになるかもしれないですよね。まあ、そういったシンボリックなものがやっぱりな
いといけないっていうこともあるので、ちょうど、藤岡先生含めていろんな先生が来てくれ
たり協力してくれたりていうことが最近多いので、まあそういった、悪い言い方ですけど利
用して、そうしながら、これだけいろんな人が集まってくれるなら日本の山もなんとかなる
んじゃないかっていうような気もするんですよね。みんな多分同じ方向を向いていると思う
ので。コロナウイルスも逆手にとって、山づくりの舵取りできないかなって。

るような環境になかったので。ちょうどこっちで明治座の改修をやってた時期ですね。余裕
がない状況だったので。

・現在の状況
直根のある木を最初からじっくり育てていくっていう運動を展開していかないと、いつまで
経ったって貧弱な木だけで作られた物がどんどんできてくる形になるんで、量はあるけど質
がないという現実が、当たり前というかどうしようもない状況になっているというね。

・チェーンソーの登場
樹齢が 100 年超えてるのは当たり前なんで、100 年くらい前の木って基本的には天然木が多
いんですよ、その時期は。その頃積極的な植林っていうのはまだ行われてなくて、もちろん
国有林では行われてたんですけど、民有林ではまだまだ坪植えみたいな、坪植えっていうの
もおかしいけど、育てた木を植えるようなそういった時期なので天然林に近いんですよね。
まだ斧で伐っていた時代ですから、昭和 30 年代に初めてチェーンソーが登場して、それか
ら皆伐が始まったんですよ。人間の力でね、チェーンソーみたいなことはできないんですよ
ね。チェーンソーの出現によって森の姿が変わったっていうのは事実ですね。

・後継について
うちもね、後継がいないので、っていうか東京で今働いているので、はっきりと言えない、
偉そうなことは言えないんやけど、後継は困ってますね。加子母っていったら本当に林業先
進地として言われてた場所なんですけどね。現実には後継がいないっていうかね。これから
山どうするんだっていう、そういう状況ではあるんですよ。まあ、全国的にそうだと思うん
ですけど、山へも行かない、行くっていっても山菜取りに行くくらいは行くけど、山の手入
れに行くなんてことはまああり得ないですね。昔は山へ行くってのは、木を育てるっていう
か育林のために行くってのが山へ行くっていう言い方だったんですけど、最近は山へ行かな
いんで、林道も草がボーボーになってしまって。林道っていうのは絶えず車が通ると道を踏
むので草が生えないんですけど、今は轍すらなくなってしまって酷い事になってますね。そ
れくらい山へ行かなくなってしまったって事ですね。だから、山が放置されてしまっている
んですよ、実際はね。山からお金が取れないって事で、長い歴史の中ではね、この加子母っ
ていうところになんで人が住んでいるんだって話になるんですよ。本当はそこに産業があっ
たり、米が獲れるとかね、なんか理由があってそこに人が住むじゃないですか。こんな山の
中にポツンと2000人、関ヶ原終えたあたりにはすでに2000人くらいいたらしいんですけど、
なんでなんだってなるんですけど、それは木があったから、木曽ヒノキがあったからなんで
すよ。山が生業のものにならなくなってしまうってことは、ここで生きる価値がなくなるっ
て事になるので、なんでそこにいるんだって話になっちゃうんですけど。それほど、本当に
今、山の価値っていうのが無いんですね。いろんなことを、山の価値がなくなってくるまで
に、まだ山の価値がそれほど下がらないうちにいろいろ手を打って、産直住宅とかね、加子
母っていう島から出ていく時に少しでも付加価値の高いものを出して外貨を稼ぐっていう考
え方の中で、もちろん建築材を作ってるわけですから、建築そのものになって出ていくよう
にすればそんだけの利益がここにいる大工さんや、左官屋さんや、みんな懐にお金が入るっ
て形になるので。それである程度は潤うこともあったんですね。でもそれもやっぱりね、限

ういったものを使えるってことになってくれば、原点回帰というか元に戻ってくるというか。
石場建になってくると日本建築っていうのはいわゆる石場建っていうことになって大江さん
なんかがやっているああいう活動ができてくるってことですね。そうすると住み良い、クー
ラーとかそういうもので循環させるんじゃなくて、自然の循環の中で生活するような豊かな
緩々とした生活が実践できてくるというか。本当の豊かさっていうのは今度のコロナウイル
スで、こういうところで過ごせるのであれば、パソコンがあれば離れた仕事もできるという。
ちょっと広い土地に東屋を建てて、そこで豊かな生活ができればね。自然のもの食べて、お
いしい空気吸ってゆったりと生活するのが、本来は自然の営みっていうか。

・「『文化財』創造プロジェクト」について
あんまり、分からなくて。退職の直前、僕 58 で退職したので、早く退職したので辞める時
に色々、あんまり綺麗に片付けられないうちに、パーッと辞めたので、その辞める時に、こ
この改修とか色々重なっててあんまりしっかりと対応していなかったこともあったんですけ
ど、確か登録をしたんですよ。うちの山の奥の方に一山あった、7町歩、700ha くらいの山
なんですけど、それ天然林なんですよ。その山を登録した覚えがあるんですけど、登録され
たかは分からなくて、この間、速水さんが来た時に、その話をしたらまたちょっと話してお
くわって言って、それっきりなってるんだけど。なんで知り合ったかっていうと、東大の本
郷キャンパスの講堂で、名古屋城の本丸御殿の改修と、江戸城の天守閣を作ろうっていうプ
ロジェクトがあるんですよね、実は。そっちは全然進まないんですけど。その話をネタにし
てそういう文化財を語ろうみたいなシンポジウムがあったんですね。そこで名古屋城本丸御
殿の担当の今江さんって人が、ちょうど基調講演で行ったんで僕も聞きに行きますって言っ
て、聞きに行ったんですね。その後懇親会があったもんでそこで、速水さんや関係者の方と
話をしている中で、文化材の人たちが見えたのでじゃあ、資料くださいって話になって、こ
んな活動してるんだっていうような。
多分ね、個人で持ってる樹齢が何百年の木とか、そういうものを登録制度にして、もしどっ
かで修復の必要が出てきた建物に備えて、その材料を登録してる中から選んで使っていこ
うっていうか、助けてもらおうっていうそういう活動だと思うんですね。そんなに無いんで
すよ。簡単に使えるような木ではないんで、活動もそんな派手にはできないというのもある
と思うんですよね。やっぱり、計画的に結構大きな、例えば東大寺を直そうとかっていう話
になった時に、材料どうするんだって話になると、どうしてもね、民間の材木商に頼らざる
を得ないっていうことがあるので。もちろん民間材木商は、それぞれのネットワークで材料
を集めるんですけど、今回例えば名古屋城の天守閣を直すってなった時も、加子母で 120、
130 本くらいですかね、選木をしてそのうちから 10 何本か持って行きましたけど、そうやっ
てやらないとなかなか木が集まらないっていうのが現実なんですよ。だから文化財を作るっ
てなるとこれは今大変な状況になっているということで、森林は豊かに育って蓄積は十分に
あるんやけど、1本 1本を見ると非常に貧弱な、産毛みたいな、歴史的に見れば、そんなよ
うな木ばっかなので、とても、1000 年前に当時の森林の状況から見れば、とてもじゃない
けど文化財を修復できるような材料って手に入らないわけ、現実なんですね。これは永久に
続いちゃいけないんですよ、この状況が。どっかで歯止めというか考え方を変えて、やって
いかなければいけない状況になるんですね。登録しようとしていたのは個人の山ね。そこに
はいろんな、ツガとかモミとか。モミを登録したんやったかな。そういう何本かありますよっ
ていい加減に書いて出したんですけど。認定式があって、感謝状みたいなのがあったんです
けど、僕どうしてもその日行けなかったんですよ。大阪か東京の方であって、そこまで行け

・木材の使い方
その過酷な労働を戦後やったんですよ。やってこの山にしたんですけど、それをダメだった、
間違いだったっていうのは、今大きい声では言えないですし、それによって成果は出てこれ
だけの木が育っているのは事実なんですね。だけどそんだけのことやって、1本 1000 円に
しかならないっていうのはあまりにも悲しい話なんですね。それで 1000 円で取引しようと
いう魂胆も許せないっていうのもある。なるべく安く手に入れて合板にしたり、チップにし
たり、ましてや燃やすなんて、燃やしてエネルギーにしようなんて考え方もあるんですけど、
あまりにも悲しい話ではあるんですね。まあ時代なんで仕方がないんですけどね。もっと有
効な使い方が多分あるでしょうし、もっと小さく付加価値の高いものを軽くして、多分製材
所っていうのはこの高齢社会では成立しないんです。建築材を生産するっていうことは。多
分結構大きな大規模資本がきて、そこで木を伐採して持っていくしかないので、これを零細
の事業体が行っていくのは難しいので、むしろ年に、もちろん広葉樹にして豊かな多様性の
ある山にしたあとの話なんですけど、1年に何本か自分で行って伐ってきて、それを小さな
おもちゃみたいな付加価値の高いものを作って、教育玩具とか、そういったものを世間に出
していくっていうような、そういう方が現実的っていうのもあるんですね。教育玩具なんか
は本当に今 8、9割近い、日本で生産している教育玩具ってないんですよ、木の。ほとんど
ドイツやフィンランドの北欧、デンマークとかあっちの方から輸入しているものが多くて、
オリジナルの日本人のための木工のおもちゃっていうのが全然無いのが現実なので。ちゃん
とそういった教育方面の人たちとかいろんな人、特に域学連携なんかいいと思うんですけど、
いろんな頭脳を集積して知育玩具を作ってっていうのも面白いと思うんですよね。

・一つの解決方法
1つ解決策があるのはさっきの森林環境税を使って、今立っている立木を買い取ってもらう。
全部現金化しちゃうとですね、そこへ、奥山や勾配の緩いところは生産地、もちろん林道の
近いところとか、そういったところは積極的に植林をして植えて育てていけばいいと思うん
ですけど、里山、里山から 200m、300mの部分は国が全部買い取ってそこを全部里山に変
えていくとかね。木の実のなる植物とかそういった多様性を持った植生にすることで獣害の
措置にもなるんですよ。イノシシやシカや、食害、そういったものが里に降りてくるという
のもそこで抑える、っていうかそこに食べ物があるので出てこないだろうっていう考え方で
すけど。そういった面ともう 1つ、今、スギやヒノキだけで建築材を考えているんですけど、
そういった多様性のある森を育てれば、この家もそうですけど、クリとかマツとか、ツガと
かケヤキとか、そういったもので家を建てるというスタイルにシフトしていくと、逆に今度
使う側が変わることによって、生産側が、山が変わってくるっていう形ですよね。ニーズに
応えて、山に多様性が生まれてくるってことなので、ある山の持ち主はマツとクリとあれを
植えるぞ、育てるぞとか、そういう風に考え方が変わってくるじゃないですか。今はヒノキ
じゃなきゃ、スギじゃなきゃいけないって、頭の中で固定化しているんですね。カラマツじゃ
なきゃいけないとかね。それがそう色々引き続いてくると最終的に何になってくるかという
とこういう家になってくるわけですよね。いろんな材料使っていろんな木を使って構造体を
使って、作っていくってことになると、結局、最終的に石場建になってくるんですかね。昔
の、古来の建築方法になってくるとすると、今度は耐震っていう問題点もクリアしてくるっ
ていうことなんです。なにもコンクリートで基礎を打って、その上に針葉樹材を載せて、ヒ
ノキやスギの建物を載せる必要がなくなってくるので、石の上に柱を載せるだけで十分、成
立してくるっていうか。それぞれの腐らないクリ、粘りの強い梁にはマツとかツガとか、そ

取扱注意

聞き取り調査表 10/13



界が起こるんでね、全員じゃないんでね。全員がお金が入るって事になればやっぱり木その
ものの値段が上がって売れるっていう事になってこないとダメなので。昭和 30 年代にヒノ
キやスギを植えて建築材オンリーできちゃったので、もうシフトできないんですよ。シフト
できないけど、今ある条件の中で、木が育っている中で、別のことができないかなって、建
築材だけじゃなくて、何か方向性を見つけていく、山から何か利益を取れるようなものがな
いか探していかないといけないっていう時期に来てるんですよね。それがすぐにキャッシュ
になるっていうくらいの即効性がないとダメなので。もうみんな年金生活になってしまって
いくんですよ。高齢化率が 45%くらいまでいってるんですかね、今ね。例えばその家の高
校生とかお年寄りでもう施設に入っているとかそういう人たちもここに籍は持っているけ
ど、もうここにいない人を抜くとゆうに 50%超えちゃってるんですよね。もう限界集落っ
ていう、言われてますけど、そのラインに入っちゃったということなんですけど。限界集落っ
ていうのは言葉の遊びで、実際は限界集落っていうのはあり得ないんですけど。それからこ
の山をどう使っていくかによって後継者が生まれるかどうかっていうのが決まってくるで
しょうね。ここで一旗揚げるための何かっていうとなかなか難しい。まあ、作って売るって
いうことになれば、それこそデザインとかソフトの方であれば、生活はできるでしょうけど、
外と連絡取りながら。ここでものづくりをやっていこうとなるとなかなか大変な時期に来て
いますね。それは加子母だけの問題じゃなくてね、日本中がそれで困っているので。ただ、
条件は林道が非常に密に通っているとかね、水源がここが 1番上の最上部だとかね、ヒノキっ
ていうブランドとか、歴史的なものとかね、いろんな、条件としては非常に良い条件を持っ
ている。とにかくヒノキなんですよ、歴史的には。だからそのヒノキを、まあもちろんかた
や育てながら、木曽ヒノキを育てながら、かたやこちらでそれまでのうち何かしらで食って
いかなきゃいけないという仕組みを作っていかないといけないでしょうね。でも、今この
60 年 70 年はある意味ね、リセットして、またかかるんですけど。まあでもそれでもね、やっ
ていかなきゃいけないんでしょうね。昔の山に戻していくっていうか、そういう行動を起こ
さないことには。でも別にそんなに大きなことじゃないんですね、昔の山に戻していくって
いうのは。自然の力を利用してね、自然の仕組みを理解していればできないことではないし、
1番良いのは、300 年前、1700 年ぐらいにその行動を始めたくらいに、実際にできたじゃな
いですか、実証できてるんですよね。その実証の経験さえはっきり分かってくれば、できな
いことでないことではあるんですよ。できるかどうかわからないような無謀じゃないかって
いうことはないってことなんですね。実際に先人はやったんだからっていうこと。実証され
てる。まあ、この資料館はそういったものの蓄積とか情報をある程度持ち続けるっていうた
めにはいるってことなんですね。何もなければ風化しちゃうんですけど。これも 400 年後ど
うなんだってことは、何もないかもしれないですけど。でもそれこそ 400 年くらい、行動を
起こして順調に持っていくにはここにあり続けなきゃいけないのかなって思いますけど。こ
れね、全国の山が、山村が抱えている問題なので、ひょっとすると加子母に続けっていうよ
うなことになるかもしれないですよね。まあ、そういったシンボリックなものがやっぱりな
いといけないっていうこともあるので、ちょうど、藤岡先生含めていろんな先生が来てくれ
たり協力してくれたりていうことが最近多いので、まあそういった、悪い言い方ですけど利
用して、そうしながら、これだけいろんな人が集まってくれるなら日本の山もなんとかなる
んじゃないかっていうような気もするんですよね。みんな多分同じ方向を向いていると思う
ので。コロナウイルスも逆手にとって、山づくりの舵取りできないかなって。

るような環境になかったので。ちょうどこっちで明治座の改修をやってた時期ですね。余裕
がない状況だったので。

・現在の状況
直根のある木を最初からじっくり育てていくっていう運動を展開していかないと、いつまで
経ったって貧弱な木だけで作られた物がどんどんできてくる形になるんで、量はあるけど質
がないという現実が、当たり前というかどうしようもない状況になっているというね。

・チェーンソーの登場
樹齢が 100 年超えてるのは当たり前なんで、100 年くらい前の木って基本的には天然木が多
いんですよ、その時期は。その頃積極的な植林っていうのはまだ行われてなくて、もちろん
国有林では行われてたんですけど、民有林ではまだまだ坪植えみたいな、坪植えっていうの
もおかしいけど、育てた木を植えるようなそういった時期なので天然林に近いんですよね。
まだ斧で伐っていた時代ですから、昭和 30 年代に初めてチェーンソーが登場して、それか
ら皆伐が始まったんですよ。人間の力でね、チェーンソーみたいなことはできないんですよ
ね。チェーンソーの出現によって森の姿が変わったっていうのは事実ですね。

・後継について
うちもね、後継がいないので、っていうか東京で今働いているので、はっきりと言えない、
偉そうなことは言えないんやけど、後継は困ってますね。加子母っていったら本当に林業先
進地として言われてた場所なんですけどね。現実には後継がいないっていうかね。これから
山どうするんだっていう、そういう状況ではあるんですよ。まあ、全国的にそうだと思うん
ですけど、山へも行かない、行くっていっても山菜取りに行くくらいは行くけど、山の手入
れに行くなんてことはまああり得ないですね。昔は山へ行くってのは、木を育てるっていう
か育林のために行くってのが山へ行くっていう言い方だったんですけど、最近は山へ行かな
いんで、林道も草がボーボーになってしまって。林道っていうのは絶えず車が通ると道を踏
むので草が生えないんですけど、今は轍すらなくなってしまって酷い事になってますね。そ
れくらい山へ行かなくなってしまったって事ですね。だから、山が放置されてしまっている
んですよ、実際はね。山からお金が取れないって事で、長い歴史の中ではね、この加子母っ
ていうところになんで人が住んでいるんだって話になるんですよ。本当はそこに産業があっ
たり、米が獲れるとかね、なんか理由があってそこに人が住むじゃないですか。こんな山の
中にポツンと2000人、関ヶ原終えたあたりにはすでに2000人くらいいたらしいんですけど、
なんでなんだってなるんですけど、それは木があったから、木曽ヒノキがあったからなんで
すよ。山が生業のものにならなくなってしまうってことは、ここで生きる価値がなくなるっ
て事になるので、なんでそこにいるんだって話になっちゃうんですけど。それほど、本当に
今、山の価値っていうのが無いんですね。いろんなことを、山の価値がなくなってくるまで
に、まだ山の価値がそれほど下がらないうちにいろいろ手を打って、産直住宅とかね、加子
母っていう島から出ていく時に少しでも付加価値の高いものを出して外貨を稼ぐっていう考
え方の中で、もちろん建築材を作ってるわけですから、建築そのものになって出ていくよう
にすればそんだけの利益がここにいる大工さんや、左官屋さんや、みんな懐にお金が入るっ
て形になるので。それである程度は潤うこともあったんですね。でもそれもやっぱりね、限

ういったものを使えるってことになってくれば、原点回帰というか元に戻ってくるというか。
石場建になってくると日本建築っていうのはいわゆる石場建っていうことになって大江さん
なんかがやっているああいう活動ができてくるってことですね。そうすると住み良い、クー
ラーとかそういうもので循環させるんじゃなくて、自然の循環の中で生活するような豊かな
緩々とした生活が実践できてくるというか。本当の豊かさっていうのは今度のコロナウイル
スで、こういうところで過ごせるのであれば、パソコンがあれば離れた仕事もできるという。
ちょっと広い土地に東屋を建てて、そこで豊かな生活ができればね。自然のもの食べて、お
いしい空気吸ってゆったりと生活するのが、本来は自然の営みっていうか。

・「『文化財』創造プロジェクト」について
あんまり、分からなくて。退職の直前、僕 58 で退職したので、早く退職したので辞める時
に色々、あんまり綺麗に片付けられないうちに、パーッと辞めたので、その辞める時に、こ
この改修とか色々重なっててあんまりしっかりと対応していなかったこともあったんですけ
ど、確か登録をしたんですよ。うちの山の奥の方に一山あった、7町歩、700ha くらいの山
なんですけど、それ天然林なんですよ。その山を登録した覚えがあるんですけど、登録され
たかは分からなくて、この間、速水さんが来た時に、その話をしたらまたちょっと話してお
くわって言って、それっきりなってるんだけど。なんで知り合ったかっていうと、東大の本
郷キャンパスの講堂で、名古屋城の本丸御殿の改修と、江戸城の天守閣を作ろうっていうプ
ロジェクトがあるんですよね、実は。そっちは全然進まないんですけど。その話をネタにし
てそういう文化財を語ろうみたいなシンポジウムがあったんですね。そこで名古屋城本丸御
殿の担当の今江さんって人が、ちょうど基調講演で行ったんで僕も聞きに行きますって言っ
て、聞きに行ったんですね。その後懇親会があったもんでそこで、速水さんや関係者の方と
話をしている中で、文化材の人たちが見えたのでじゃあ、資料くださいって話になって、こ
んな活動してるんだっていうような。
多分ね、個人で持ってる樹齢が何百年の木とか、そういうものを登録制度にして、もしどっ
かで修復の必要が出てきた建物に備えて、その材料を登録してる中から選んで使っていこ
うっていうか、助けてもらおうっていうそういう活動だと思うんですね。そんなに無いんで
すよ。簡単に使えるような木ではないんで、活動もそんな派手にはできないというのもある
と思うんですよね。やっぱり、計画的に結構大きな、例えば東大寺を直そうとかっていう話
になった時に、材料どうするんだって話になると、どうしてもね、民間の材木商に頼らざる
を得ないっていうことがあるので。もちろん民間材木商は、それぞれのネットワークで材料
を集めるんですけど、今回例えば名古屋城の天守閣を直すってなった時も、加子母で 120、
130 本くらいですかね、選木をしてそのうちから 10 何本か持って行きましたけど、そうやっ
てやらないとなかなか木が集まらないっていうのが現実なんですよ。だから文化財を作るっ
てなるとこれは今大変な状況になっているということで、森林は豊かに育って蓄積は十分に
あるんやけど、1本 1本を見ると非常に貧弱な、産毛みたいな、歴史的に見れば、そんなよ
うな木ばっかなので、とても、1000 年前に当時の森林の状況から見れば、とてもじゃない
けど文化財を修復できるような材料って手に入らないわけ、現実なんですね。これは永久に
続いちゃいけないんですよ、この状況が。どっかで歯止めというか考え方を変えて、やって
いかなければいけない状況になるんですね。登録しようとしていたのは個人の山ね。そこに
はいろんな、ツガとかモミとか。モミを登録したんやったかな。そういう何本かありますよっ
ていい加減に書いて出したんですけど。認定式があって、感謝状みたいなのがあったんです
けど、僕どうしてもその日行けなかったんですよ。大阪か東京の方であって、そこまで行け
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・木材の使い方
その過酷な労働を戦後やったんですよ。やってこの山にしたんですけど、それをダメだった、
間違いだったっていうのは、今大きい声では言えないですし、それによって成果は出てこれ
だけの木が育っているのは事実なんですね。だけどそんだけのことやって、1本 1000 円に
しかならないっていうのはあまりにも悲しい話なんですね。それで 1000 円で取引しようと
いう魂胆も許せないっていうのもある。なるべく安く手に入れて合板にしたり、チップにし
たり、ましてや燃やすなんて、燃やしてエネルギーにしようなんて考え方もあるんですけど、
あまりにも悲しい話ではあるんですね。まあ時代なんで仕方がないんですけどね。もっと有
効な使い方が多分あるでしょうし、もっと小さく付加価値の高いものを軽くして、多分製材
所っていうのはこの高齢社会では成立しないんです。建築材を生産するっていうことは。多
分結構大きな大規模資本がきて、そこで木を伐採して持っていくしかないので、これを零細
の事業体が行っていくのは難しいので、むしろ年に、もちろん広葉樹にして豊かな多様性の
ある山にしたあとの話なんですけど、1年に何本か自分で行って伐ってきて、それを小さな
おもちゃみたいな付加価値の高いものを作って、教育玩具とか、そういったものを世間に出
していくっていうような、そういう方が現実的っていうのもあるんですね。教育玩具なんか
は本当に今 8、9割近い、日本で生産している教育玩具ってないんですよ、木の。ほとんど
ドイツやフィンランドの北欧、デンマークとかあっちの方から輸入しているものが多くて、
オリジナルの日本人のための木工のおもちゃっていうのが全然無いのが現実なので。ちゃん
とそういった教育方面の人たちとかいろんな人、特に域学連携なんかいいと思うんですけど、
いろんな頭脳を集積して知育玩具を作ってっていうのも面白いと思うんですよね。

・一つの解決方法
1つ解決策があるのはさっきの森林環境税を使って、今立っている立木を買い取ってもらう。
全部現金化しちゃうとですね、そこへ、奥山や勾配の緩いところは生産地、もちろん林道の
近いところとか、そういったところは積極的に植林をして植えて育てていけばいいと思うん
ですけど、里山、里山から 200m、300mの部分は国が全部買い取ってそこを全部里山に変
えていくとかね。木の実のなる植物とかそういった多様性を持った植生にすることで獣害の
措置にもなるんですよ。イノシシやシカや、食害、そういったものが里に降りてくるという
のもそこで抑える、っていうかそこに食べ物があるので出てこないだろうっていう考え方で
すけど。そういった面ともう 1つ、今、スギやヒノキだけで建築材を考えているんですけど、
そういった多様性のある森を育てれば、この家もそうですけど、クリとかマツとか、ツガと
かケヤキとか、そういったもので家を建てるというスタイルにシフトしていくと、逆に今度
使う側が変わることによって、生産側が、山が変わってくるっていう形ですよね。ニーズに
応えて、山に多様性が生まれてくるってことなので、ある山の持ち主はマツとクリとあれを
植えるぞ、育てるぞとか、そういう風に考え方が変わってくるじゃないですか。今はヒノキ
じゃなきゃ、スギじゃなきゃいけないって、頭の中で固定化しているんですね。カラマツじゃ
なきゃいけないとかね。それがそう色々引き続いてくると最終的に何になってくるかという
とこういう家になってくるわけですよね。いろんな材料使っていろんな木を使って構造体を
使って、作っていくってことになると、結局、最終的に石場建になってくるんですかね。昔
の、古来の建築方法になってくるとすると、今度は耐震っていう問題点もクリアしてくるっ
ていうことなんです。なにもコンクリートで基礎を打って、その上に針葉樹材を載せて、ヒ
ノキやスギの建物を載せる必要がなくなってくるので、石の上に柱を載せるだけで十分、成
立してくるっていうか。それぞれの腐らないクリ、粘りの強い梁にはマツとかツガとか、そ
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界が起こるんでね、全員じゃないんでね。全員がお金が入るって事になればやっぱり木その
ものの値段が上がって売れるっていう事になってこないとダメなので。昭和 30 年代にヒノ
キやスギを植えて建築材オンリーできちゃったので、もうシフトできないんですよ。シフト
できないけど、今ある条件の中で、木が育っている中で、別のことができないかなって、建
築材だけじゃなくて、何か方向性を見つけていく、山から何か利益を取れるようなものがな
いか探していかないといけないっていう時期に来てるんですよね。それがすぐにキャッシュ
になるっていうくらいの即効性がないとダメなので。もうみんな年金生活になってしまって
いくんですよ。高齢化率が 45%くらいまでいってるんですかね、今ね。例えばその家の高
校生とかお年寄りでもう施設に入っているとかそういう人たちもここに籍は持っているけ
ど、もうここにいない人を抜くとゆうに 50%超えちゃってるんですよね。もう限界集落っ
ていう、言われてますけど、そのラインに入っちゃったということなんですけど。限界集落っ
ていうのは言葉の遊びで、実際は限界集落っていうのはあり得ないんですけど。それからこ
の山をどう使っていくかによって後継者が生まれるかどうかっていうのが決まってくるで
しょうね。ここで一旗揚げるための何かっていうとなかなか難しい。まあ、作って売るって
いうことになれば、それこそデザインとかソフトの方であれば、生活はできるでしょうけど、
外と連絡取りながら。ここでものづくりをやっていこうとなるとなかなか大変な時期に来て
いますね。それは加子母だけの問題じゃなくてね、日本中がそれで困っているので。ただ、
条件は林道が非常に密に通っているとかね、水源がここが 1番上の最上部だとかね、ヒノキっ
ていうブランドとか、歴史的なものとかね、いろんな、条件としては非常に良い条件を持っ
ている。とにかくヒノキなんですよ、歴史的には。だからそのヒノキを、まあもちろんかた
や育てながら、木曽ヒノキを育てながら、かたやこちらでそれまでのうち何かしらで食って
いかなきゃいけないという仕組みを作っていかないといけないでしょうね。でも、今この
60 年 70 年はある意味ね、リセットして、またかかるんですけど。まあでもそれでもね、やっ
ていかなきゃいけないんでしょうね。昔の山に戻していくっていうか、そういう行動を起こ
さないことには。でも別にそんなに大きなことじゃないんですね、昔の山に戻していくって
いうのは。自然の力を利用してね、自然の仕組みを理解していればできないことではないし、
1番良いのは、300 年前、1700 年ぐらいにその行動を始めたくらいに、実際にできたじゃな
いですか、実証できてるんですよね。その実証の経験さえはっきり分かってくれば、できな
いことでないことではあるんですよ。できるかどうかわからないような無謀じゃないかって
いうことはないってことなんですね。実際に先人はやったんだからっていうこと。実証され
てる。まあ、この資料館はそういったものの蓄積とか情報をある程度持ち続けるっていうた
めにはいるってことなんですね。何もなければ風化しちゃうんですけど。これも 400 年後ど
うなんだってことは、何もないかもしれないですけど。でもそれこそ 400 年くらい、行動を
起こして順調に持っていくにはここにあり続けなきゃいけないのかなって思いますけど。こ
れね、全国の山が、山村が抱えている問題なので、ひょっとすると加子母に続けっていうよ
うなことになるかもしれないですよね。まあ、そういったシンボリックなものがやっぱりな
いといけないっていうこともあるので、ちょうど、藤岡先生含めていろんな先生が来てくれ
たり協力してくれたりていうことが最近多いので、まあそういった、悪い言い方ですけど利
用して、そうしながら、これだけいろんな人が集まってくれるなら日本の山もなんとかなる
んじゃないかっていうような気もするんですよね。みんな多分同じ方向を向いていると思う
ので。コロナウイルスも逆手にとって、山づくりの舵取りできないかなって。

るような環境になかったので。ちょうどこっちで明治座の改修をやってた時期ですね。余裕
がない状況だったので。

・現在の状況
直根のある木を最初からじっくり育てていくっていう運動を展開していかないと、いつまで
経ったって貧弱な木だけで作られた物がどんどんできてくる形になるんで、量はあるけど質
がないという現実が、当たり前というかどうしようもない状況になっているというね。

・チェーンソーの登場
樹齢が 100 年超えてるのは当たり前なんで、100 年くらい前の木って基本的には天然木が多
いんですよ、その時期は。その頃積極的な植林っていうのはまだ行われてなくて、もちろん
国有林では行われてたんですけど、民有林ではまだまだ坪植えみたいな、坪植えっていうの
もおかしいけど、育てた木を植えるようなそういった時期なので天然林に近いんですよね。
まだ斧で伐っていた時代ですから、昭和 30 年代に初めてチェーンソーが登場して、それか
ら皆伐が始まったんですよ。人間の力でね、チェーンソーみたいなことはできないんですよ
ね。チェーンソーの出現によって森の姿が変わったっていうのは事実ですね。

・後継について
うちもね、後継がいないので、っていうか東京で今働いているので、はっきりと言えない、
偉そうなことは言えないんやけど、後継は困ってますね。加子母っていったら本当に林業先
進地として言われてた場所なんですけどね。現実には後継がいないっていうかね。これから
山どうするんだっていう、そういう状況ではあるんですよ。まあ、全国的にそうだと思うん
ですけど、山へも行かない、行くっていっても山菜取りに行くくらいは行くけど、山の手入
れに行くなんてことはまああり得ないですね。昔は山へ行くってのは、木を育てるっていう
か育林のために行くってのが山へ行くっていう言い方だったんですけど、最近は山へ行かな
いんで、林道も草がボーボーになってしまって。林道っていうのは絶えず車が通ると道を踏
むので草が生えないんですけど、今は轍すらなくなってしまって酷い事になってますね。そ
れくらい山へ行かなくなってしまったって事ですね。だから、山が放置されてしまっている
んですよ、実際はね。山からお金が取れないって事で、長い歴史の中ではね、この加子母っ
ていうところになんで人が住んでいるんだって話になるんですよ。本当はそこに産業があっ
たり、米が獲れるとかね、なんか理由があってそこに人が住むじゃないですか。こんな山の
中にポツンと2000人、関ヶ原終えたあたりにはすでに2000人くらいいたらしいんですけど、
なんでなんだってなるんですけど、それは木があったから、木曽ヒノキがあったからなんで
すよ。山が生業のものにならなくなってしまうってことは、ここで生きる価値がなくなるっ
て事になるので、なんでそこにいるんだって話になっちゃうんですけど。それほど、本当に
今、山の価値っていうのが無いんですね。いろんなことを、山の価値がなくなってくるまで
に、まだ山の価値がそれほど下がらないうちにいろいろ手を打って、産直住宅とかね、加子
母っていう島から出ていく時に少しでも付加価値の高いものを出して外貨を稼ぐっていう考
え方の中で、もちろん建築材を作ってるわけですから、建築そのものになって出ていくよう
にすればそんだけの利益がここにいる大工さんや、左官屋さんや、みんな懐にお金が入るっ
て形になるので。それである程度は潤うこともあったんですね。でもそれもやっぱりね、限
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ういったものを使えるってことになってくれば、原点回帰というか元に戻ってくるというか。
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・木材の使い方
その過酷な労働を戦後やったんですよ。やってこの山にしたんですけど、それをダメだった、
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効な使い方が多分あるでしょうし、もっと小さく付加価値の高いものを軽くして、多分製材
所っていうのはこの高齢社会では成立しないんです。建築材を生産するっていうことは。多
分結構大きな大規模資本がきて、そこで木を伐採して持っていくしかないので、これを零細
の事業体が行っていくのは難しいので、むしろ年に、もちろん広葉樹にして豊かな多様性の
ある山にしたあとの話なんですけど、1年に何本か自分で行って伐ってきて、それを小さな
おもちゃみたいな付加価値の高いものを作って、教育玩具とか、そういったものを世間に出
していくっていうような、そういう方が現実的っていうのもあるんですね。教育玩具なんか
は本当に今 8、9割近い、日本で生産している教育玩具ってないんですよ、木の。ほとんど
ドイツやフィンランドの北欧、デンマークとかあっちの方から輸入しているものが多くて、
オリジナルの日本人のための木工のおもちゃっていうのが全然無いのが現実なので。ちゃん
とそういった教育方面の人たちとかいろんな人、特に域学連携なんかいいと思うんですけど、
いろんな頭脳を集積して知育玩具を作ってっていうのも面白いと思うんですよね。

・一つの解決方法
1つ解決策があるのはさっきの森林環境税を使って、今立っている立木を買い取ってもらう。
全部現金化しちゃうとですね、そこへ、奥山や勾配の緩いところは生産地、もちろん林道の
近いところとか、そういったところは積極的に植林をして植えて育てていけばいいと思うん
ですけど、里山、里山から 200m、300mの部分は国が全部買い取ってそこを全部里山に変
えていくとかね。木の実のなる植物とかそういった多様性を持った植生にすることで獣害の
措置にもなるんですよ。イノシシやシカや、食害、そういったものが里に降りてくるという
のもそこで抑える、っていうかそこに食べ物があるので出てこないだろうっていう考え方で
すけど。そういった面ともう 1つ、今、スギやヒノキだけで建築材を考えているんですけど、
そういった多様性のある森を育てれば、この家もそうですけど、クリとかマツとか、ツガと
かケヤキとか、そういったもので家を建てるというスタイルにシフトしていくと、逆に今度
使う側が変わることによって、生産側が、山が変わってくるっていう形ですよね。ニーズに
応えて、山に多様性が生まれてくるってことなので、ある山の持ち主はマツとクリとあれを
植えるぞ、育てるぞとか、そういう風に考え方が変わってくるじゃないですか。今はヒノキ
じゃなきゃ、スギじゃなきゃいけないって、頭の中で固定化しているんですね。カラマツじゃ
なきゃいけないとかね。それがそう色々引き続いてくると最終的に何になってくるかという
とこういう家になってくるわけですよね。いろんな材料使っていろんな木を使って構造体を
使って、作っていくってことになると、結局、最終的に石場建になってくるんですかね。昔
の、古来の建築方法になってくるとすると、今度は耐震っていう問題点もクリアしてくるっ
ていうことなんです。なにもコンクリートで基礎を打って、その上に針葉樹材を載せて、ヒ
ノキやスギの建物を載せる必要がなくなってくるので、石の上に柱を載せるだけで十分、成
立してくるっていうか。それぞれの腐らないクリ、粘りの強い梁にはマツとかツガとか、そ
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界が起こるんでね、全員じゃないんでね。全員がお金が入るって事になればやっぱり木その
ものの値段が上がって売れるっていう事になってこないとダメなので。昭和 30 年代にヒノ
キやスギを植えて建築材オンリーできちゃったので、もうシフトできないんですよ。シフト
できないけど、今ある条件の中で、木が育っている中で、別のことができないかなって、建
築材だけじゃなくて、何か方向性を見つけていく、山から何か利益を取れるようなものがな
いか探していかないといけないっていう時期に来てるんですよね。それがすぐにキャッシュ
になるっていうくらいの即効性がないとダメなので。もうみんな年金生活になってしまって
いくんですよ。高齢化率が 45%くらいまでいってるんですかね、今ね。例えばその家の高
校生とかお年寄りでもう施設に入っているとかそういう人たちもここに籍は持っているけ
ど、もうここにいない人を抜くとゆうに 50%超えちゃってるんですよね。もう限界集落っ
ていう、言われてますけど、そのラインに入っちゃったということなんですけど。限界集落っ
ていうのは言葉の遊びで、実際は限界集落っていうのはあり得ないんですけど。それからこ
の山をどう使っていくかによって後継者が生まれるかどうかっていうのが決まってくるで
しょうね。ここで一旗揚げるための何かっていうとなかなか難しい。まあ、作って売るって
いうことになれば、それこそデザインとかソフトの方であれば、生活はできるでしょうけど、
外と連絡取りながら。ここでものづくりをやっていこうとなるとなかなか大変な時期に来て
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いかなきゃいけないという仕組みを作っていかないといけないでしょうね。でも、今この
60 年 70 年はある意味ね、リセットして、またかかるんですけど。まあでもそれでもね、やっ
ていかなきゃいけないんでしょうね。昔の山に戻していくっていうか、そういう行動を起こ
さないことには。でも別にそんなに大きなことじゃないんですね、昔の山に戻していくって
いうのは。自然の力を利用してね、自然の仕組みを理解していればできないことではないし、
1番良いのは、300 年前、1700 年ぐらいにその行動を始めたくらいに、実際にできたじゃな
いですか、実証できてるんですよね。その実証の経験さえはっきり分かってくれば、できな
いことでないことではあるんですよ。できるかどうかわからないような無謀じゃないかって
いうことはないってことなんですね。実際に先人はやったんだからっていうこと。実証され
てる。まあ、この資料館はそういったものの蓄積とか情報をある程度持ち続けるっていうた
めにはいるってことなんですね。何もなければ風化しちゃうんですけど。これも 400 年後ど
うなんだってことは、何もないかもしれないですけど。でもそれこそ 400 年くらい、行動を
起こして順調に持っていくにはここにあり続けなきゃいけないのかなって思いますけど。こ
れね、全国の山が、山村が抱えている問題なので、ひょっとすると加子母に続けっていうよ
うなことになるかもしれないですよね。まあ、そういったシンボリックなものがやっぱりな
いといけないっていうこともあるので、ちょうど、藤岡先生含めていろんな先生が来てくれ
たり協力してくれたりていうことが最近多いので、まあそういった、悪い言い方ですけど利
用して、そうしながら、これだけいろんな人が集まってくれるなら日本の山もなんとかなる
んじゃないかっていうような気もするんですよね。みんな多分同じ方向を向いていると思う
ので。コロナウイルスも逆手にとって、山づくりの舵取りできないかなって。
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て事になるので、なんでそこにいるんだって話になっちゃうんですけど。それほど、本当に
今、山の価値っていうのが無いんですね。いろんなことを、山の価値がなくなってくるまで
に、まだ山の価値がそれほど下がらないうちにいろいろ手を打って、産直住宅とかね、加子
母っていう島から出ていく時に少しでも付加価値の高いものを出して外貨を稼ぐっていう考
え方の中で、もちろん建築材を作ってるわけですから、建築そのものになって出ていくよう
にすればそんだけの利益がここにいる大工さんや、左官屋さんや、みんな懐にお金が入るっ
て形になるので。それである程度は潤うこともあったんですね。でもそれもやっぱりね、限

ういったものを使えるってことになってくれば、原点回帰というか元に戻ってくるというか。
石場建になってくると日本建築っていうのはいわゆる石場建っていうことになって大江さん
なんかがやっているああいう活動ができてくるってことですね。そうすると住み良い、クー
ラーとかそういうもので循環させるんじゃなくて、自然の循環の中で生活するような豊かな
緩々とした生活が実践できてくるというか。本当の豊かさっていうのは今度のコロナウイル
スで、こういうところで過ごせるのであれば、パソコンがあれば離れた仕事もできるという。
ちょっと広い土地に東屋を建てて、そこで豊かな生活ができればね。自然のもの食べて、お
いしい空気吸ってゆったりと生活するのが、本来は自然の営みっていうか。

・「『文化財』創造プロジェクト」について
あんまり、分からなくて。退職の直前、僕 58 で退職したので、早く退職したので辞める時
に色々、あんまり綺麗に片付けられないうちに、パーッと辞めたので、その辞める時に、こ
この改修とか色々重なっててあんまりしっかりと対応していなかったこともあったんですけ
ど、確か登録をしたんですよ。うちの山の奥の方に一山あった、7町歩、700ha くらいの山
なんですけど、それ天然林なんですよ。その山を登録した覚えがあるんですけど、登録され
たかは分からなくて、この間、速水さんが来た時に、その話をしたらまたちょっと話してお
くわって言って、それっきりなってるんだけど。なんで知り合ったかっていうと、東大の本
郷キャンパスの講堂で、名古屋城の本丸御殿の改修と、江戸城の天守閣を作ろうっていうプ
ロジェクトがあるんですよね、実は。そっちは全然進まないんですけど。その話をネタにし
てそういう文化財を語ろうみたいなシンポジウムがあったんですね。そこで名古屋城本丸御
殿の担当の今江さんって人が、ちょうど基調講演で行ったんで僕も聞きに行きますって言っ
て、聞きに行ったんですね。その後懇親会があったもんでそこで、速水さんや関係者の方と
話をしている中で、文化材の人たちが見えたのでじゃあ、資料くださいって話になって、こ
んな活動してるんだっていうような。
多分ね、個人で持ってる樹齢が何百年の木とか、そういうものを登録制度にして、もしどっ
かで修復の必要が出てきた建物に備えて、その材料を登録してる中から選んで使っていこ
うっていうか、助けてもらおうっていうそういう活動だと思うんですね。そんなに無いんで
すよ。簡単に使えるような木ではないんで、活動もそんな派手にはできないというのもある
と思うんですよね。やっぱり、計画的に結構大きな、例えば東大寺を直そうとかっていう話
になった時に、材料どうするんだって話になると、どうしてもね、民間の材木商に頼らざる
を得ないっていうことがあるので。もちろん民間材木商は、それぞれのネットワークで材料
を集めるんですけど、今回例えば名古屋城の天守閣を直すってなった時も、加子母で 120、
130 本くらいですかね、選木をしてそのうちから 10 何本か持って行きましたけど、そうやっ
てやらないとなかなか木が集まらないっていうのが現実なんですよ。だから文化財を作るっ
てなるとこれは今大変な状況になっているということで、森林は豊かに育って蓄積は十分に
あるんやけど、1本 1本を見ると非常に貧弱な、産毛みたいな、歴史的に見れば、そんなよ
うな木ばっかなので、とても、1000 年前に当時の森林の状況から見れば、とてもじゃない
けど文化財を修復できるような材料って手に入らないわけ、現実なんですね。これは永久に
続いちゃいけないんですよ、この状況が。どっかで歯止めというか考え方を変えて、やって
いかなければいけない状況になるんですね。登録しようとしていたのは個人の山ね。そこに
はいろんな、ツガとかモミとか。モミを登録したんやったかな。そういう何本かありますよっ
ていい加減に書いて出したんですけど。認定式があって、感謝状みたいなのがあったんです
けど、僕どうしてもその日行けなかったんですよ。大阪か東京の方であって、そこまで行け

・木材の使い方
その過酷な労働を戦後やったんですよ。やってこの山にしたんですけど、それをダメだった、
間違いだったっていうのは、今大きい声では言えないですし、それによって成果は出てこれ
だけの木が育っているのは事実なんですね。だけどそんだけのことやって、1本 1000 円に
しかならないっていうのはあまりにも悲しい話なんですね。それで 1000 円で取引しようと
いう魂胆も許せないっていうのもある。なるべく安く手に入れて合板にしたり、チップにし
たり、ましてや燃やすなんて、燃やしてエネルギーにしようなんて考え方もあるんですけど、
あまりにも悲しい話ではあるんですね。まあ時代なんで仕方がないんですけどね。もっと有
効な使い方が多分あるでしょうし、もっと小さく付加価値の高いものを軽くして、多分製材
所っていうのはこの高齢社会では成立しないんです。建築材を生産するっていうことは。多
分結構大きな大規模資本がきて、そこで木を伐採して持っていくしかないので、これを零細
の事業体が行っていくのは難しいので、むしろ年に、もちろん広葉樹にして豊かな多様性の
ある山にしたあとの話なんですけど、1年に何本か自分で行って伐ってきて、それを小さな
おもちゃみたいな付加価値の高いものを作って、教育玩具とか、そういったものを世間に出
していくっていうような、そういう方が現実的っていうのもあるんですね。教育玩具なんか
は本当に今 8、9割近い、日本で生産している教育玩具ってないんですよ、木の。ほとんど
ドイツやフィンランドの北欧、デンマークとかあっちの方から輸入しているものが多くて、
オリジナルの日本人のための木工のおもちゃっていうのが全然無いのが現実なので。ちゃん
とそういった教育方面の人たちとかいろんな人、特に域学連携なんかいいと思うんですけど、
いろんな頭脳を集積して知育玩具を作ってっていうのも面白いと思うんですよね。

・一つの解決方法
1つ解決策があるのはさっきの森林環境税を使って、今立っている立木を買い取ってもらう。
全部現金化しちゃうとですね、そこへ、奥山や勾配の緩いところは生産地、もちろん林道の
近いところとか、そういったところは積極的に植林をして植えて育てていけばいいと思うん
ですけど、里山、里山から 200m、300mの部分は国が全部買い取ってそこを全部里山に変
えていくとかね。木の実のなる植物とかそういった多様性を持った植生にすることで獣害の
措置にもなるんですよ。イノシシやシカや、食害、そういったものが里に降りてくるという
のもそこで抑える、っていうかそこに食べ物があるので出てこないだろうっていう考え方で
すけど。そういった面ともう 1つ、今、スギやヒノキだけで建築材を考えているんですけど、
そういった多様性のある森を育てれば、この家もそうですけど、クリとかマツとか、ツガと
かケヤキとか、そういったもので家を建てるというスタイルにシフトしていくと、逆に今度
使う側が変わることによって、生産側が、山が変わってくるっていう形ですよね。ニーズに
応えて、山に多様性が生まれてくるってことなので、ある山の持ち主はマツとクリとあれを
植えるぞ、育てるぞとか、そういう風に考え方が変わってくるじゃないですか。今はヒノキ
じゃなきゃ、スギじゃなきゃいけないって、頭の中で固定化しているんですね。カラマツじゃ
なきゃいけないとかね。それがそう色々引き続いてくると最終的に何になってくるかという
とこういう家になってくるわけですよね。いろんな材料使っていろんな木を使って構造体を
使って、作っていくってことになると、結局、最終的に石場建になってくるんですかね。昔
の、古来の建築方法になってくるとすると、今度は耐震っていう問題点もクリアしてくるっ
ていうことなんです。なにもコンクリートで基礎を打って、その上に針葉樹材を載せて、ヒ
ノキやスギの建物を載せる必要がなくなってくるので、石の上に柱を載せるだけで十分、成
立してくるっていうか。それぞれの腐らないクリ、粘りの強い梁にはマツとかツガとか、そ

13/13



ちょうど天保 9年の日の丸御殿が燃えて大量に木が出て行く時の山守だった人ですね。その
時に初めて藩士録に載る、登場するんですね。それまでは百姓でもない、武士でもない中途
半端な立場だったんですよ。士分ではあったんですけど、藩士録に載るっていうのはまた別
なんですよね。初代からやってきた功績が認められて5代目で初めて藩士として認められた。

・樹形について
上の方のもこもことしているのが天然林で、上がツンツンしているのが人工林です。樹齢が
100、200、300年となっていくと上の方が丸みを帯びてきます。樹形が変わってくるというか、
丸みを帯びてくる。あの山は樹齢が 300~400 年くらいのヒノキが中心ですね。

・国有林の現状
戦後、広葉樹を根絶やしにしてヒノキやスギだけを残していったんですね。だからヒノキだ
けの山になったんですけど、ある程度こういう風にあまり手の届きにくいところは広葉樹が
生えてきますね。結果的に混交林になっているという。頭が出たら大丈夫なんですけど、頭
が出るまでは下草刈りをするということを今までやってきたわけですね。それが大変なんで
すね。昔の人（江戸時代の人）はその下草刈りっていうのをほとんどやっていない、という
よりやっていないはず。下草に勝ったものが山守が管理していた山っていうのは樹齢の幅も
今とは違う。この辺はせいぜい数十年の差ですけど、何百年という差だったんですよ。何百
年という山であることで、1本伐ることでその下から実生が生えてくるというような、そう
いうローテーションが起こるんですよ。こういう山ではそれが難しい。
元々、全山が尽山になったんです、太い木が伐り尽くされて、300 年前に。ただ、細い木は
残ってたと思うんです。人工林だったら 30 年くらいですけど、天然林だったら 100 年くら
いかかるような太さのものが。その残ったものや山引き苗を植えながら、下から生えてくる
のを促しながら、そして全山が明治の初め頃にはああいう山（樹齢 200 年以上の木があるよ
うな）になったんですよ。そして明治の初め頃から伐っていくんですけど、その頃は斧なの
でそれほどでもないんですけど、昭和 30 年代からチェーンソーが登場してくるんですよ。
そうすると、何万㎥っていうのをどんどん出していくわけですよ。それでほとんどこの山っ
ていうのは伐られたわけです、太い木は。皆伐ですね。その後に人工的に植えたのがこうい
う木ですね。大体今で 70 年生くらいですね。ただ徐々に、向こうの入り口の所、森林鉄道
が入っていたところは明治の時代に植林が始まっているので。今回の遷宮の斧入れ式は明治
39 年に植えたものが使われましたね。事務所が記録しているので、昔もほとんどの山の履

・自分の持ち山について
山づくりと言ってはいけない、山を放置している。そんな大したことじゃなくて、本当に放
置していて、自然にしておけばいいだろうというのが強くて。今は巨樹を育てようと。

・加子母の奥山について
一般に山を荒らしているという、昔の林業の言い方からすると。手が入らなくなって森の植
生が豊かになってきている。林業って100点満点がないですから。今の林業も100年も経っ
てないですから、果たして正解かどうかはわからないですからね。

・江戸時代の森づくりについて
尾張藩の結果は出たってことですよね。それだけの材料を出せたという。300 年間で育て上
げて、戦後かなりの量が伐られて出ていったってことですね。またやっていけば同じような
結果を得られる。やればできる。ある意味、今は 1700 年代に戻ったってことですね。人口
林は植えていますけど、今から始めても遅くない。人口林はなるべく消化して、つなぎとし
て商用して、一方で木曽ヒノキを育てて行く努力をしていきましょうっていう、育てて行く
必要はあるっていうことだと思います。

・木曽ヒノキの育て方について
やっぱり植林方法だと思います。直根のある、山引き苗などを丁寧に植えて行く必要がある。
実生では時間がかかりすぎるので無理じゃないかと。

・どういう人たちが実際に山引き苗を植えていたのか
杣や杣と一緒に作業していた人がやっていたと思います。山守が率いているわけじゃなくて、
杣組があったのでそういう人たちが上松の木材奉行所の指示で動いていたと思いますね。山
手代と一緒に動いていたと思いますね。

・山守について
山守は管理をするという形で、植えるとかの指示もしています。今年何を伐るのかとかの決
定をして立木に刻印を打つ。あとはその刻印に従って杣の人たちがやるという。元々、山手
代の仕事、権限だったものを山守が取り上げたということもありますね。初代はなかったん
ですけど、2代目から段々と。そういうふうにして自分がいないといけないような状況に持っ
ていくんですね。そして山守の役割、仕事の範囲を広めていく。藩もどういう仕事をやれっ
て定義付けが無かったんですね。自分で定義付けしていくっていう。武久のお父さんが山守
に就いて、自分が 2代目が継いでいくっていうのが面白く展開していくっていうのがでてき
ますから。最盛期は 14 代目（内木家当主として）の頃になってきますね。1830 年頃ですね。

記号 名前
内木哲朗

聞き取り日時
聞き取り場所 出之小路山

2020 年 10 月 21 日

　所属・役職 山守内木家 20 代目現当主　A

取扱注意

聞き取り調査表

歴書っていうのは残っているんですよ。江戸時代も残っているんですよ、実は。風化してい
るだけで。戦後ももちろん施業図っていう図面があるんで、そこに記録されているんで、施
業計画に則って森林がつくられているっていうことで。世界的に珍しいですよね、これだけ
森林管理っていうのが、今ずさんになっている、荒れていると言いながらも、過去にもずっ
とやり続けてきたっていうことはそれはそれで評価されることだと思いますね。

・サワラについて
サワラが強いんです。だからサワラを早く伐って、ヒノキが負けないようにしておくという
のも技術だったと思います。サワラは一等下がる、材質も下がって、値段も安いんで。だか
らヒノキをどんどん伐っていっちゃうのでサワラが増えてきちゃうんですね。
木曽五木はヒノキと見分けにくいから分けたけど、材にすると余計に、遥かに分からない。
今みたいにネットもないし、調べられない。これがヒノキですよって言えば、サワラですよっ
て言えば、なっちゃうってことだと思いますよ。だから騙されないぞってことで五木を全部
禁伐にしちゃったんですね。もちろん五木がそれなりにいい材料なので他と比べて、加工し
やすいので。サワラは五平餅でも使いますね。スギも使うんですけど、匂いがサワラの方が
落ち着いているので。人工林のサワラもあるんですけど、へげない。榑板なんかでも戦後植
えられた国有林から出てきた材だったんですけど、だめですね。樹齢 200 年、300 年の木か
らじゃないとうまくへげないですね。榑板募金で使っているのは天然林も入っているサワラ
ですね。クリはもう全然無くて、今ヒノキより高いですね。

・合体木について
木肌が変わるところがありますよね、上がのっぺりした感じ
で下がざらざらな感じ。上がヒノキで下がサワラです。サワ
ラの上にヒノキが乗っているんですけど、裏側はヒノキが地
上まで達しています。サワラの養分を吸ってヒノキが育った。
横にくっつくっていうのはあるんですけど、こういう風に縦
にくっつくっていうのはなかなか無いですね。ウロはなんで
できるのかっていうと、木が一本倒れますよね。倒れたとこ
ろに種がついて根っこが出て下まで伸びます。そして倒れた
木が腐ってなくなってウロができますね。そういうことがあ
るので列状に植林したように見えるんですけど、大木が倒れ
た列状に育っていくってことなんで真っ直ぐ線を引いたみた
いに育ってるところがありますね。もしくは地表が以上に薄
くて強度が無いので、根上りしやすくなるっていうのも一つ
あると思います。これも多分、最初倒れた木の上にヒノキと
サワラの種がついてお互いにくっついて凌ぎあいながら育っ
てきたけど、ある時にサワラの上部部分が切れちゃったか、なんかでヒノキが乗り込んで癒
着したんだと思いますね。（プレートの表記について）もう 30 年以上、樹齢 560 年なんで
もう 600 年くらいになるかな。でも実際に何年になるかは分からないです。ただ、今ドリル
できゅうっと揉んでいくと年輪のサンプルが取れるんでそうすると分かっちゃう。年によっ
て成長度が違うくて、この地方のデータは揃っているので、大きい木からのサンプルを取っ
ていれば、年輪を合わせることができます。もう一つは、原子レベルで調べられる。
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はいらないので伐らないといけなくて、真っ直ぐになるところから材料としてカウントして
いたんですね。そこから下の部分は、地元の人や杣の人の燃料とかもしくは小さな木工品を
作るための材料として払い下げられるように残していたんですね。まあ、ここら辺のことは
数字が出てこないのであまり分からないんですけど。でその伐るところの位置が大体目通し
かそれ以上になるんですね。タコの足みたいな部分はいらないですからね。だから古い材料
なんかは三ツ尾伐りで伐ったような跡があるんですね。

・三ツ尾伐りの練習
三ツ尾伐りをやる人たちもいなくなってて、大径木が無いから練習ができなくて、モミでやっ
たり、大変な苦労をしているんですね。保存会もあって。20年に 1回なので、20 年前のチー
フが亡くなってしまうとダメなんですよ。だからそういうこともなんとか継承して、伝統技
術として残していくっていう大変な努力がある。

・根について
尾張藩が目指したあの極相林とか、天然林というから自然にああなったって思うけど、実際
は人為的な作用で、人の手が入っているので必ずしも天然林ではなくて、半人工林のような
位置付けをしてもいいと思う。大事なのはこれだけ太くなっても根っこがしっかりしている
ということ。根っこも同じような太さで地下に眠っているということで。上の材積と地下の
材積が多分同じくらいだと思うんですね。掘ってみないと分からないですけど。根っこをも
し掘れるならそれがすごくいい材料になると思う、いいビジネスになると思う。その根っこ
も 100 年 200 年腐らずに残っているので、アンカーを打ったような状態で、それが山にいい、
災害に強い。そういう風に山をつくっていけば、小さなコンクリートダムを減らしていける
ということですね。崩れるとすぐにコンクリートダムをつくって、すごいお金をかけていま
すけど、それを極力減らして、コロナ対策とか子供の対策とかに使ったらいい。

・3年前の遷宮の斧入れ式
遷宮の斧入れ式で今回は史上初めて人工林を伐ったんで
すよ。明治 39 年に植えた。人工林ですけど、太いので。
まあ、太いって言っても木曽ヒノキ備林と比べると細い
ですけど。3年前の 11 月くらいに伐ったんですね。少
し寂しい感じですね、樹齢が 100 年ちょっとで。

・登った場所の植生
登ってきた方向から見て左側にヒノキがたくさん生えてます、で右側を見るとサワラがかな
り。ここはサワラとヒノキがせめぎ合いをしている場所なんですね。ここでヒノキの大木を
2本伐ったんです。で、本来は倒れてその下にヒノキが出てくるといいんですけどサワラが
出てくるんです。面白いことにバンっと倒れた多ところに沿ってサワラがザッと生え出すと
いうか、そのショックでスイッチが入るのかもしれないですけど、そういう傾向があるんで
すね。別のコースでも、一回倒した場所に、線状に苗が生え出すという傾向があるんです、
一概に全部とは言えないですけど。で、この全体で生えているもののほとんどはサワラです。
でここから一歩上がっていくと、今度はヒノキの極相林になるんです。そして尾張藩が目指
したのはああいうヒノキの山なんです。あれも細く見えるけど、近くに行くとすごい木なん
ですよ。樹齢が大体300年から400年くらいの木。みんなこういう（御神木として伐採された）
ような木ですね。

・昔の人の植生のバランスの取り方
昔の人はバランスを取るためにサワラを上手に撃退しながら、ヒノキを優先的に育てていく
という技術を持っていたんですね。今は、抜き伐りすると、後は勝手に生えてくるだろうと
いう考えでやっているのでどっちかっていうとサワラが増えていくという傾向がある。難し
いんですよね、なかなか。サワラは昔は 80cm（根元径・胸高径で）を越えると伐っていた
んですね、今は伐っていないんですよ。80cm超えて 1mになっても全然伐らないので、多
分中はウロになっちゃってます。腐りが中にあって空洞ができちゃって、材料としての価値
が無くなるので、昔は 80cm超える前に伐って材料にしていた。それがバランスを、次の世
代を繁殖させない手立てだったのかもしれないですけど。極力そういう形でヒノキ山をつ
くっていこうっていうのが、最たる目的だったので。サワラは欲しくないけど、ヒノキは欲
しいっていうのが本音だったと思います。

・目通し（径）について
目通しっていうのはある意味理屈に合っていて、昔は製材技術があまり進んでいないので、
どちらかといえば「割る」なんですよ。ノコギリっていうのが縦切りっていうのが難しかっ
たので。根っこのずっと伸びていくカーブが終わったところで伐るんです。だから昔の伐り
口っていうのは高いんですよ。ここから 1m、2mっていうのもあります。特にここはこう
いう風なんで、櫓を組んで斧で伐るという。今はそうじゃなくていいけど、結局根元の部分

・加子母の山のヒノキの群落
そういう傾向があるんですね。そういうのを阻止しているのが群落だと思うんですけど、こ
こはヒノキの群落があるんですね。それが自然にできたものなのか、人為的にできたものな
のかは分からないですけど。この辺はスギも生えるけど、気温や標高があって生えるけど育
たない。オーラというかフィトンチッドみたいなもので同種でも育たせないというか、自分
が生きていく中では。全山としてヒノキ以外は生かさない、殺しちゃうみたいな。

・御神木の伐採
神様が入る 1番大事な葛籠を作るんですね。向こう側に、足場が組まれてみんな座って、正
装して、こちらを見てるんですね。そして三ツ尾伐りをして、2本のセンター部分を延長し
た方向に倒れることが分かります。細くなってて 3点で立ってて、1点ずつ折っていってこ
ちら側に倒すという方法です。下をこれだけ残しているので、中で裂けることもない、素直
に倒れるということですね。倒す時に内宮材と外宮材の木が「人」の字になるように倒しま
す。ここで伐られたものはここですぐに 6mぐらいの寸法に合わせられてトラックに積み込
まれます。架線で向こう側と繋いでいるので吊り上げて下ろすんですけど、その段階で伐り
口を斧で菊の紋にします。16 紋の菊の目みたいにして。トラックはおろしたての新品の物
を使います。ナンバープレートも 2015 とか 0001 とかそういう番号をわざわざ取って、まっ
さらのトラックに積みます。それも全部企業努力ですね、請け負った会社が責任を持ってや
るという。そういうようにして御神木は伐られているんですね。遷宮が平成 25年だったの
でその 8年前、平成 17 年に伐ったんですね。御神木は 8年前、1番最初に 1本伐るやつが
16 年前に。だから遷宮が終わってその 4年後には次の遷宮が始まっていくってことですね。



ちょうど天保 9年の日の丸御殿が燃えて大量に木が出て行く時の山守だった人ですね。その
時に初めて藩士録に載る、登場するんですね。それまでは百姓でもない、武士でもない中途
半端な立場だったんですよ。士分ではあったんですけど、藩士録に載るっていうのはまた別
なんですよね。初代からやってきた功績が認められて5代目で初めて藩士として認められた。

・樹形について
上の方のもこもことしているのが天然林で、上がツンツンしているのが人工林です。樹齢が
100、200、300年となっていくと上の方が丸みを帯びてきます。樹形が変わってくるというか、
丸みを帯びてくる。あの山は樹齢が 300~400 年くらいのヒノキが中心ですね。

・国有林の現状
戦後、広葉樹を根絶やしにしてヒノキやスギだけを残していったんですね。だからヒノキだ
けの山になったんですけど、ある程度こういう風にあまり手の届きにくいところは広葉樹が
生えてきますね。結果的に混交林になっているという。頭が出たら大丈夫なんですけど、頭
が出るまでは下草刈りをするということを今までやってきたわけですね。それが大変なんで
すね。昔の人（江戸時代の人）はその下草刈りっていうのをほとんどやっていない、という
よりやっていないはず。下草に勝ったものが山守が管理していた山っていうのは樹齢の幅も
今とは違う。この辺はせいぜい数十年の差ですけど、何百年という差だったんですよ。何百
年という山であることで、1本伐ることでその下から実生が生えてくるというような、そう
いうローテーションが起こるんですよ。こういう山ではそれが難しい。
元々、全山が尽山になったんです、太い木が伐り尽くされて、300 年前に。ただ、細い木は
残ってたと思うんです。人工林だったら 30 年くらいですけど、天然林だったら 100 年くら
いかかるような太さのものが。その残ったものや山引き苗を植えながら、下から生えてくる
のを促しながら、そして全山が明治の初め頃にはああいう山（樹齢 200 年以上の木があるよ
うな）になったんですよ。そして明治の初め頃から伐っていくんですけど、その頃は斧なの
でそれほどでもないんですけど、昭和 30 年代からチェーンソーが登場してくるんですよ。
そうすると、何万㎥っていうのをどんどん出していくわけですよ。それでほとんどこの山っ
ていうのは伐られたわけです、太い木は。皆伐ですね。その後に人工的に植えたのがこうい
う木ですね。大体今で 70 年生くらいですね。ただ徐々に、向こうの入り口の所、森林鉄道
が入っていたところは明治の時代に植林が始まっているので。今回の遷宮の斧入れ式は明治
39 年に植えたものが使われましたね。事務所が記録しているので、昔もほとんどの山の履

・自分の持ち山について
山づくりと言ってはいけない、山を放置している。そんな大したことじゃなくて、本当に放
置していて、自然にしておけばいいだろうというのが強くて。今は巨樹を育てようと。

・加子母の奥山について
一般に山を荒らしているという、昔の林業の言い方からすると。手が入らなくなって森の植
生が豊かになってきている。林業って100点満点がないですから。今の林業も100年も経っ
てないですから、果たして正解かどうかはわからないですからね。

・江戸時代の森づくりについて
尾張藩の結果は出たってことですよね。それだけの材料を出せたという。300 年間で育て上
げて、戦後かなりの量が伐られて出ていったってことですね。またやっていけば同じような
結果を得られる。やればできる。ある意味、今は 1700 年代に戻ったってことですね。人口
林は植えていますけど、今から始めても遅くない。人口林はなるべく消化して、つなぎとし
て商用して、一方で木曽ヒノキを育てて行く努力をしていきましょうっていう、育てて行く
必要はあるっていうことだと思います。

・木曽ヒノキの育て方について
やっぱり植林方法だと思います。直根のある、山引き苗などを丁寧に植えて行く必要がある。
実生では時間がかかりすぎるので無理じゃないかと。

・どういう人たちが実際に山引き苗を植えていたのか
杣や杣と一緒に作業していた人がやっていたと思います。山守が率いているわけじゃなくて、
杣組があったのでそういう人たちが上松の木材奉行所の指示で動いていたと思いますね。山
手代と一緒に動いていたと思いますね。

・山守について
山守は管理をするという形で、植えるとかの指示もしています。今年何を伐るのかとかの決
定をして立木に刻印を打つ。あとはその刻印に従って杣の人たちがやるという。元々、山手
代の仕事、権限だったものを山守が取り上げたということもありますね。初代はなかったん
ですけど、2代目から段々と。そういうふうにして自分がいないといけないような状況に持っ
ていくんですね。そして山守の役割、仕事の範囲を広めていく。藩もどういう仕事をやれっ
て定義付けが無かったんですね。自分で定義付けしていくっていう。武久のお父さんが山守
に就いて、自分が 2代目が継いでいくっていうのが面白く展開していくっていうのがでてき
ますから。最盛期は 14 代目（内木家当主として）の頃になってきますね。1830 年頃ですね。
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歴書っていうのは残っているんですよ。江戸時代も残っているんですよ、実は。風化してい
るだけで。戦後ももちろん施業図っていう図面があるんで、そこに記録されているんで、施
業計画に則って森林がつくられているっていうことで。世界的に珍しいですよね、これだけ
森林管理っていうのが、今ずさんになっている、荒れていると言いながらも、過去にもずっ
とやり続けてきたっていうことはそれはそれで評価されることだと思いますね。

・サワラについて
サワラが強いんです。だからサワラを早く伐って、ヒノキが負けないようにしておくという
のも技術だったと思います。サワラは一等下がる、材質も下がって、値段も安いんで。だか
らヒノキをどんどん伐っていっちゃうのでサワラが増えてきちゃうんですね。
木曽五木はヒノキと見分けにくいから分けたけど、材にすると余計に、遥かに分からない。
今みたいにネットもないし、調べられない。これがヒノキですよって言えば、サワラですよっ
て言えば、なっちゃうってことだと思いますよ。だから騙されないぞってことで五木を全部
禁伐にしちゃったんですね。もちろん五木がそれなりにいい材料なので他と比べて、加工し
やすいので。サワラは五平餅でも使いますね。スギも使うんですけど、匂いがサワラの方が
落ち着いているので。人工林のサワラもあるんですけど、へげない。榑板なんかでも戦後植
えられた国有林から出てきた材だったんですけど、だめですね。樹齢 200 年、300 年の木か
らじゃないとうまくへげないですね。榑板募金で使っているのは天然林も入っているサワラ
ですね。クリはもう全然無くて、今ヒノキより高いですね。

・合体木について
木肌が変わるところがありますよね、上がのっぺりした感じ
で下がざらざらな感じ。上がヒノキで下がサワラです。サワ
ラの上にヒノキが乗っているんですけど、裏側はヒノキが地
上まで達しています。サワラの養分を吸ってヒノキが育った。
横にくっつくっていうのはあるんですけど、こういう風に縦
にくっつくっていうのはなかなか無いですね。ウロはなんで
できるのかっていうと、木が一本倒れますよね。倒れたとこ
ろに種がついて根っこが出て下まで伸びます。そして倒れた
木が腐ってなくなってウロができますね。そういうことがあ
るので列状に植林したように見えるんですけど、大木が倒れ
た列状に育っていくってことなんで真っ直ぐ線を引いたみた
いに育ってるところがありますね。もしくは地表が以上に薄
くて強度が無いので、根上りしやすくなるっていうのも一つ
あると思います。これも多分、最初倒れた木の上にヒノキと
サワラの種がついてお互いにくっついて凌ぎあいながら育っ
てきたけど、ある時にサワラの上部部分が切れちゃったか、なんかでヒノキが乗り込んで癒
着したんだと思いますね。（プレートの表記について）もう 30 年以上、樹齢 560 年なんで
もう 600 年くらいになるかな。でも実際に何年になるかは分からないです。ただ、今ドリル
できゅうっと揉んでいくと年輪のサンプルが取れるんでそうすると分かっちゃう。年によっ
て成長度が違うくて、この地方のデータは揃っているので、大きい木からのサンプルを取っ
ていれば、年輪を合わせることができます。もう一つは、原子レベルで調べられる。
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はいらないので伐らないといけなくて、真っ直ぐになるところから材料としてカウントして
いたんですね。そこから下の部分は、地元の人や杣の人の燃料とかもしくは小さな木工品を
作るための材料として払い下げられるように残していたんですね。まあ、ここら辺のことは
数字が出てこないのであまり分からないんですけど。でその伐るところの位置が大体目通し
かそれ以上になるんですね。タコの足みたいな部分はいらないですからね。だから古い材料
なんかは三ツ尾伐りで伐ったような跡があるんですね。

・三ツ尾伐りの練習
三ツ尾伐りをやる人たちもいなくなってて、大径木が無いから練習ができなくて、モミでやっ
たり、大変な苦労をしているんですね。保存会もあって。20年に 1回なので、20 年前のチー
フが亡くなってしまうとダメなんですよ。だからそういうこともなんとか継承して、伝統技
術として残していくっていう大変な努力がある。

・根について
尾張藩が目指したあの極相林とか、天然林というから自然にああなったって思うけど、実際
は人為的な作用で、人の手が入っているので必ずしも天然林ではなくて、半人工林のような
位置付けをしてもいいと思う。大事なのはこれだけ太くなっても根っこがしっかりしている
ということ。根っこも同じような太さで地下に眠っているということで。上の材積と地下の
材積が多分同じくらいだと思うんですね。掘ってみないと分からないですけど。根っこをも
し掘れるならそれがすごくいい材料になると思う、いいビジネスになると思う。その根っこ
も 100 年 200 年腐らずに残っているので、アンカーを打ったような状態で、それが山にいい、
災害に強い。そういう風に山をつくっていけば、小さなコンクリートダムを減らしていける
ということですね。崩れるとすぐにコンクリートダムをつくって、すごいお金をかけていま
すけど、それを極力減らして、コロナ対策とか子供の対策とかに使ったらいい。

・3年前の遷宮の斧入れ式
遷宮の斧入れ式で今回は史上初めて人工林を伐ったんで
すよ。明治 39 年に植えた。人工林ですけど、太いので。
まあ、太いって言っても木曽ヒノキ備林と比べると細い
ですけど。3年前の 11 月くらいに伐ったんですね。少
し寂しい感じですね、樹齢が 100 年ちょっとで。

・登った場所の植生
登ってきた方向から見て左側にヒノキがたくさん生えてます、で右側を見るとサワラがかな
り。ここはサワラとヒノキがせめぎ合いをしている場所なんですね。ここでヒノキの大木を
2本伐ったんです。で、本来は倒れてその下にヒノキが出てくるといいんですけどサワラが
出てくるんです。面白いことにバンっと倒れた多ところに沿ってサワラがザッと生え出すと
いうか、そのショックでスイッチが入るのかもしれないですけど、そういう傾向があるんで
すね。別のコースでも、一回倒した場所に、線状に苗が生え出すという傾向があるんです、
一概に全部とは言えないですけど。で、この全体で生えているもののほとんどはサワラです。
でここから一歩上がっていくと、今度はヒノキの極相林になるんです。そして尾張藩が目指
したのはああいうヒノキの山なんです。あれも細く見えるけど、近くに行くとすごい木なん
ですよ。樹齢が大体300年から400年くらいの木。みんなこういう（御神木として伐採された）
ような木ですね。

・昔の人の植生のバランスの取り方
昔の人はバランスを取るためにサワラを上手に撃退しながら、ヒノキを優先的に育てていく
という技術を持っていたんですね。今は、抜き伐りすると、後は勝手に生えてくるだろうと
いう考えでやっているのでどっちかっていうとサワラが増えていくという傾向がある。難し
いんですよね、なかなか。サワラは昔は 80cm（根元径・胸高径で）を越えると伐っていた
んですね、今は伐っていないんですよ。80cm超えて 1mになっても全然伐らないので、多
分中はウロになっちゃってます。腐りが中にあって空洞ができちゃって、材料としての価値
が無くなるので、昔は 80cm超える前に伐って材料にしていた。それがバランスを、次の世
代を繁殖させない手立てだったのかもしれないですけど。極力そういう形でヒノキ山をつ
くっていこうっていうのが、最たる目的だったので。サワラは欲しくないけど、ヒノキは欲
しいっていうのが本音だったと思います。

・目通し（径）について
目通しっていうのはある意味理屈に合っていて、昔は製材技術があまり進んでいないので、
どちらかといえば「割る」なんですよ。ノコギリっていうのが縦切りっていうのが難しかっ
たので。根っこのずっと伸びていくカーブが終わったところで伐るんです。だから昔の伐り
口っていうのは高いんですよ。ここから 1m、2mっていうのもあります。特にここはこう
いう風なんで、櫓を組んで斧で伐るという。今はそうじゃなくていいけど、結局根元の部分

・加子母の山のヒノキの群落
そういう傾向があるんですね。そういうのを阻止しているのが群落だと思うんですけど、こ
こはヒノキの群落があるんですね。それが自然にできたものなのか、人為的にできたものな
のかは分からないですけど。この辺はスギも生えるけど、気温や標高があって生えるけど育
たない。オーラというかフィトンチッドみたいなもので同種でも育たせないというか、自分
が生きていく中では。全山としてヒノキ以外は生かさない、殺しちゃうみたいな。

・御神木の伐採
神様が入る 1番大事な葛籠を作るんですね。向こう側に、足場が組まれてみんな座って、正
装して、こちらを見てるんですね。そして三ツ尾伐りをして、2本のセンター部分を延長し
た方向に倒れることが分かります。細くなってて 3点で立ってて、1点ずつ折っていってこ
ちら側に倒すという方法です。下をこれだけ残しているので、中で裂けることもない、素直
に倒れるということですね。倒す時に内宮材と外宮材の木が「人」の字になるように倒しま
す。ここで伐られたものはここですぐに 6mぐらいの寸法に合わせられてトラックに積み込
まれます。架線で向こう側と繋いでいるので吊り上げて下ろすんですけど、その段階で伐り
口を斧で菊の紋にします。16 紋の菊の目みたいにして。トラックはおろしたての新品の物
を使います。ナンバープレートも 2015 とか 0001 とかそういう番号をわざわざ取って、まっ
さらのトラックに積みます。それも全部企業努力ですね、請け負った会社が責任を持ってや
るという。そういうようにして御神木は伐られているんですね。遷宮が平成 25 年だったの
でその 8年前、平成 17 年に伐ったんですね。御神木は 8年前、1番最初に 1本伐るやつが
16 年前に。だから遷宮が終わってその 4年後には次の遷宮が始まっていくってことですね。天然林の樹形 人工林の樹形



ちょうど天保 9年の日の丸御殿が燃えて大量に木が出て行く時の山守だった人ですね。その
時に初めて藩士録に載る、登場するんですね。それまでは百姓でもない、武士でもない中途
半端な立場だったんですよ。士分ではあったんですけど、藩士録に載るっていうのはまた別
なんですよね。初代からやってきた功績が認められて5代目で初めて藩士として認められた。

・樹形について
上の方のもこもことしているのが天然林で、上がツンツンしているのが人工林です。樹齢が
100、200、300年となっていくと上の方が丸みを帯びてきます。樹形が変わってくるというか、
丸みを帯びてくる。あの山は樹齢が 300~400 年くらいのヒノキが中心ですね。

・国有林の現状
戦後、広葉樹を根絶やしにしてヒノキやスギだけを残していったんですね。だからヒノキだ
けの山になったんですけど、ある程度こういう風にあまり手の届きにくいところは広葉樹が
生えてきますね。結果的に混交林になっているという。頭が出たら大丈夫なんですけど、頭
が出るまでは下草刈りをするということを今までやってきたわけですね。それが大変なんで
すね。昔の人（江戸時代の人）はその下草刈りっていうのをほとんどやっていない、という
よりやっていないはず。下草に勝ったものが山守が管理していた山っていうのは樹齢の幅も
今とは違う。この辺はせいぜい数十年の差ですけど、何百年という差だったんですよ。何百
年という山であることで、1本伐ることでその下から実生が生えてくるというような、そう
いうローテーションが起こるんですよ。こういう山ではそれが難しい。
元々、全山が尽山になったんです、太い木が伐り尽くされて、300 年前に。ただ、細い木は
残ってたと思うんです。人工林だったら 30 年くらいですけど、天然林だったら 100 年くら
いかかるような太さのものが。その残ったものや山引き苗を植えながら、下から生えてくる
のを促しながら、そして全山が明治の初め頃にはああいう山（樹齢 200 年以上の木があるよ
うな）になったんですよ。そして明治の初め頃から伐っていくんですけど、その頃は斧なの
でそれほどでもないんですけど、昭和 30 年代からチェーンソーが登場してくるんですよ。
そうすると、何万㎥っていうのをどんどん出していくわけですよ。それでほとんどこの山っ
ていうのは伐られたわけです、太い木は。皆伐ですね。その後に人工的に植えたのがこうい
う木ですね。大体今で 70 年生くらいですね。ただ徐々に、向こうの入り口の所、森林鉄道
が入っていたところは明治の時代に植林が始まっているので。今回の遷宮の斧入れ式は明治
39 年に植えたものが使われましたね。事務所が記録しているので、昔もほとんどの山の履

・自分の持ち山について
山づくりと言ってはいけない、山を放置している。そんな大したことじゃなくて、本当に放
置していて、自然にしておけばいいだろうというのが強くて。今は巨樹を育てようと。

・加子母の奥山について
一般に山を荒らしているという、昔の林業の言い方からすると。手が入らなくなって森の植
生が豊かになってきている。林業って100点満点がないですから。今の林業も100年も経っ
てないですから、果たして正解かどうかはわからないですからね。

・江戸時代の森づくりについて
尾張藩の結果は出たってことですよね。それだけの材料を出せたという。300 年間で育て上
げて、戦後かなりの量が伐られて出ていったってことですね。またやっていけば同じような
結果を得られる。やればできる。ある意味、今は 1700 年代に戻ったってことですね。人口
林は植えていますけど、今から始めても遅くない。人口林はなるべく消化して、つなぎとし
て商用して、一方で木曽ヒノキを育てて行く努力をしていきましょうっていう、育てて行く
必要はあるっていうことだと思います。

・木曽ヒノキの育て方について
やっぱり植林方法だと思います。直根のある、山引き苗などを丁寧に植えて行く必要がある。
実生では時間がかかりすぎるので無理じゃないかと。

・どういう人たちが実際に山引き苗を植えていたのか
杣や杣と一緒に作業していた人がやっていたと思います。山守が率いているわけじゃなくて、
杣組があったのでそういう人たちが上松の木材奉行所の指示で動いていたと思いますね。山
手代と一緒に動いていたと思いますね。

・山守について
山守は管理をするという形で、植えるとかの指示もしています。今年何を伐るのかとかの決
定をして立木に刻印を打つ。あとはその刻印に従って杣の人たちがやるという。元々、山手
代の仕事、権限だったものを山守が取り上げたということもありますね。初代はなかったん
ですけど、2代目から段々と。そういうふうにして自分がいないといけないような状況に持っ
ていくんですね。そして山守の役割、仕事の範囲を広めていく。藩もどういう仕事をやれっ
て定義付けが無かったんですね。自分で定義付けしていくっていう。武久のお父さんが山守
に就いて、自分が 2代目が継いでいくっていうのが面白く展開していくっていうのがでてき
ますから。最盛期は 14 代目（内木家当主として）の頃になってきますね。1830 年頃ですね。

歴書っていうのは残っているんですよ。江戸時代も残っているんですよ、実は。風化してい
るだけで。戦後ももちろん施業図っていう図面があるんで、そこに記録されているんで、施
業計画に則って森林がつくられているっていうことで。世界的に珍しいですよね、これだけ
森林管理っていうのが、今ずさんになっている、荒れていると言いながらも、過去にもずっ
とやり続けてきたっていうことはそれはそれで評価されることだと思いますね。

・サワラについて
サワラが強いんです。だからサワラを早く伐って、ヒノキが負けないようにしておくという
のも技術だったと思います。サワラは一等下がる、材質も下がって、値段も安いんで。だか
らヒノキをどんどん伐っていっちゃうのでサワラが増えてきちゃうんですね。
木曽五木はヒノキと見分けにくいから分けたけど、材にすると余計に、遥かに分からない。
今みたいにネットもないし、調べられない。これがヒノキですよって言えば、サワラですよっ
て言えば、なっちゃうってことだと思いますよ。だから騙されないぞってことで五木を全部
禁伐にしちゃったんですね。もちろん五木がそれなりにいい材料なので他と比べて、加工し
やすいので。サワラは五平餅でも使いますね。スギも使うんですけど、匂いがサワラの方が
落ち着いているので。人工林のサワラもあるんですけど、へげない。榑板なんかでも戦後植
えられた国有林から出てきた材だったんですけど、だめですね。樹齢 200 年、300 年の木か
らじゃないとうまくへげないですね。榑板募金で使っているのは天然林も入っているサワラ
ですね。クリはもう全然無くて、今ヒノキより高いですね。

・合体木について
木肌が変わるところがありますよね、上がのっぺりした感じ
で下がざらざらな感じ。上がヒノキで下がサワラです。サワ
ラの上にヒノキが乗っているんですけど、裏側はヒノキが地
上まで達しています。サワラの養分を吸ってヒノキが育った。
横にくっつくっていうのはあるんですけど、こういう風に縦
にくっつくっていうのはなかなか無いですね。ウロはなんで
できるのかっていうと、木が一本倒れますよね。倒れたとこ
ろに種がついて根っこが出て下まで伸びます。そして倒れた
木が腐ってなくなってウロができますね。そういうことがあ
るので列状に植林したように見えるんですけど、大木が倒れ
た列状に育っていくってことなんで真っ直ぐ線を引いたみた
いに育ってるところがありますね。もしくは地表が以上に薄
くて強度が無いので、根上りしやすくなるっていうのも一つ
あると思います。これも多分、最初倒れた木の上にヒノキと
サワラの種がついてお互いにくっついて凌ぎあいながら育っ
てきたけど、ある時にサワラの上部部分が切れちゃったか、なんかでヒノキが乗り込んで癒
着したんだと思いますね。（プレートの表記について）もう 30 年以上、樹齢 560 年なんで
もう 600 年くらいになるかな。でも実際に何年になるかは分からないです。ただ、今ドリル
できゅうっと揉んでいくと年輪のサンプルが取れるんでそうすると分かっちゃう。年によっ
て成長度が違うくて、この地方のデータは揃っているので、大きい木からのサンプルを取っ
ていれば、年輪を合わせることができます。もう一つは、原子レベルで調べられる。

取扱注意

聞き取り調査表 3/8

はいらないので伐らないといけなくて、真っ直ぐになるところから材料としてカウントして
いたんですね。そこから下の部分は、地元の人や杣の人の燃料とかもしくは小さな木工品を
作るための材料として払い下げられるように残していたんですね。まあ、ここら辺のことは
数字が出てこないのであまり分からないんですけど。でその伐るところの位置が大体目通し
かそれ以上になるんですね。タコの足みたいな部分はいらないですからね。だから古い材料
なんかは三ツ尾伐りで伐ったような跡があるんですね。

・三ツ尾伐りの練習
三ツ尾伐りをやる人たちもいなくなってて、大径木が無いから練習ができなくて、モミでやっ
たり、大変な苦労をしているんですね。保存会もあって。20年に 1回なので、20 年前のチー
フが亡くなってしまうとダメなんですよ。だからそういうこともなんとか継承して、伝統技
術として残していくっていう大変な努力がある。

・根について
尾張藩が目指したあの極相林とか、天然林というから自然にああなったって思うけど、実際
は人為的な作用で、人の手が入っているので必ずしも天然林ではなくて、半人工林のような
位置付けをしてもいいと思う。大事なのはこれだけ太くなっても根っこがしっかりしている
ということ。根っこも同じような太さで地下に眠っているということで。上の材積と地下の
材積が多分同じくらいだと思うんですね。掘ってみないと分からないですけど。根っこをも
し掘れるならそれがすごくいい材料になると思う、いいビジネスになると思う。その根っこ
も 100 年 200 年腐らずに残っているので、アンカーを打ったような状態で、それが山にいい、
災害に強い。そういう風に山をつくっていけば、小さなコンクリートダムを減らしていける
ということですね。崩れるとすぐにコンクリートダムをつくって、すごいお金をかけていま
すけど、それを極力減らして、コロナ対策とか子供の対策とかに使ったらいい。

・3年前の遷宮の斧入れ式
遷宮の斧入れ式で今回は史上初めて人工林を伐ったんで
すよ。明治 39 年に植えた。人工林ですけど、太いので。
まあ、太いって言っても木曽ヒノキ備林と比べると細い
ですけど。3年前の 11 月くらいに伐ったんですね。少
し寂しい感じですね、樹齢が 100 年ちょっとで。

・登った場所の植生
登ってきた方向から見て左側にヒノキがたくさん生えてます、で右側を見るとサワラがかな
り。ここはサワラとヒノキがせめぎ合いをしている場所なんですね。ここでヒノキの大木を
2本伐ったんです。で、本来は倒れてその下にヒノキが出てくるといいんですけどサワラが
出てくるんです。面白いことにバンっと倒れた多ところに沿ってサワラがザッと生え出すと
いうか、そのショックでスイッチが入るのかもしれないですけど、そういう傾向があるんで
すね。別のコースでも、一回倒した場所に、線状に苗が生え出すという傾向があるんです、
一概に全部とは言えないですけど。で、この全体で生えているもののほとんどはサワラです。
でここから一歩上がっていくと、今度はヒノキの極相林になるんです。そして尾張藩が目指
したのはああいうヒノキの山なんです。あれも細く見えるけど、近くに行くとすごい木なん
ですよ。樹齢が大体300年から400年くらいの木。みんなこういう（御神木として伐採された）
ような木ですね。

・昔の人の植生のバランスの取り方
昔の人はバランスを取るためにサワラを上手に撃退しながら、ヒノキを優先的に育てていく
という技術を持っていたんですね。今は、抜き伐りすると、後は勝手に生えてくるだろうと
いう考えでやっているのでどっちかっていうとサワラが増えていくという傾向がある。難し
いんですよね、なかなか。サワラは昔は 80cm（根元径・胸高径で）を越えると伐っていた
んですね、今は伐っていないんですよ。80cm超えて 1mになっても全然伐らないので、多
分中はウロになっちゃってます。腐りが中にあって空洞ができちゃって、材料としての価値
が無くなるので、昔は 80cm超える前に伐って材料にしていた。それがバランスを、次の世
代を繁殖させない手立てだったのかもしれないですけど。極力そういう形でヒノキ山をつ
くっていこうっていうのが、最たる目的だったので。サワラは欲しくないけど、ヒノキは欲
しいっていうのが本音だったと思います。

・目通し（径）について
目通しっていうのはある意味理屈に合っていて、昔は製材技術があまり進んでいないので、
どちらかといえば「割る」なんですよ。ノコギリっていうのが縦切りっていうのが難しかっ
たので。根っこのずっと伸びていくカーブが終わったところで伐るんです。だから昔の伐り
口っていうのは高いんですよ。ここから 1m、2mっていうのもあります。特にここはこう
いう風なんで、櫓を組んで斧で伐るという。今はそうじゃなくていいけど、結局根元の部分

・加子母の山のヒノキの群落
そういう傾向があるんですね。そういうのを阻止しているのが群落だと思うんですけど、こ
こはヒノキの群落があるんですね。それが自然にできたものなのか、人為的にできたものな
のかは分からないですけど。この辺はスギも生えるけど、気温や標高があって生えるけど育
たない。オーラというかフィトンチッドみたいなもので同種でも育たせないというか、自分
が生きていく中では。全山としてヒノキ以外は生かさない、殺しちゃうみたいな。

・御神木の伐採
神様が入る 1番大事な葛籠を作るんですね。向こう側に、足場が組まれてみんな座って、正
装して、こちらを見てるんですね。そして三ツ尾伐りをして、2本のセンター部分を延長し
た方向に倒れることが分かります。細くなってて 3点で立ってて、1点ずつ折っていってこ
ちら側に倒すという方法です。下をこれだけ残しているので、中で裂けることもない、素直
に倒れるということですね。倒す時に内宮材と外宮材の木が「人」の字になるように倒しま
す。ここで伐られたものはここですぐに 6mぐらいの寸法に合わせられてトラックに積み込
まれます。架線で向こう側と繋いでいるので吊り上げて下ろすんですけど、その段階で伐り
口を斧で菊の紋にします。16 紋の菊の目みたいにして。トラックはおろしたての新品の物
を使います。ナンバープレートも 2015 とか 0001 とかそういう番号をわざわざ取って、まっ
さらのトラックに積みます。それも全部企業努力ですね、請け負った会社が責任を持ってや
るという。そういうようにして御神木は伐られているんですね。遷宮が平成 25年だったの
でその 8年前、平成 17 年に伐ったんですね。御神木は 8年前、1番最初に 1本伐るやつが
16 年前に。だから遷宮が終わってその 4年後には次の遷宮が始まっていくってことですね。

ヒノキとサワラの合体木



ちょうど天保 9年の日の丸御殿が燃えて大量に木が出て行く時の山守だった人ですね。その
時に初めて藩士録に載る、登場するんですね。それまでは百姓でもない、武士でもない中途
半端な立場だったんですよ。士分ではあったんですけど、藩士録に載るっていうのはまた別
なんですよね。初代からやってきた功績が認められて5代目で初めて藩士として認められた。

・樹形について
上の方のもこもことしているのが天然林で、上がツンツンしているのが人工林です。樹齢が
100、200、300年となっていくと上の方が丸みを帯びてきます。樹形が変わってくるというか、
丸みを帯びてくる。あの山は樹齢が 300~400 年くらいのヒノキが中心ですね。

・国有林の現状
戦後、広葉樹を根絶やしにしてヒノキやスギだけを残していったんですね。だからヒノキだ
けの山になったんですけど、ある程度こういう風にあまり手の届きにくいところは広葉樹が
生えてきますね。結果的に混交林になっているという。頭が出たら大丈夫なんですけど、頭
が出るまでは下草刈りをするということを今までやってきたわけですね。それが大変なんで
すね。昔の人（江戸時代の人）はその下草刈りっていうのをほとんどやっていない、という
よりやっていないはず。下草に勝ったものが山守が管理していた山っていうのは樹齢の幅も
今とは違う。この辺はせいぜい数十年の差ですけど、何百年という差だったんですよ。何百
年という山であることで、1本伐ることでその下から実生が生えてくるというような、そう
いうローテーションが起こるんですよ。こういう山ではそれが難しい。
元々、全山が尽山になったんです、太い木が伐り尽くされて、300 年前に。ただ、細い木は
残ってたと思うんです。人工林だったら 30 年くらいですけど、天然林だったら 100 年くら
いかかるような太さのものが。その残ったものや山引き苗を植えながら、下から生えてくる
のを促しながら、そして全山が明治の初め頃にはああいう山（樹齢 200 年以上の木があるよ
うな）になったんですよ。そして明治の初め頃から伐っていくんですけど、その頃は斧なの
でそれほどでもないんですけど、昭和 30 年代からチェーンソーが登場してくるんですよ。
そうすると、何万㎥っていうのをどんどん出していくわけですよ。それでほとんどこの山っ
ていうのは伐られたわけです、太い木は。皆伐ですね。その後に人工的に植えたのがこうい
う木ですね。大体今で 70 年生くらいですね。ただ徐々に、向こうの入り口の所、森林鉄道
が入っていたところは明治の時代に植林が始まっているので。今回の遷宮の斧入れ式は明治
39 年に植えたものが使われましたね。事務所が記録しているので、昔もほとんどの山の履

・自分の持ち山について
山づくりと言ってはいけない、山を放置している。そんな大したことじゃなくて、本当に放
置していて、自然にしておけばいいだろうというのが強くて。今は巨樹を育てようと。

・加子母の奥山について
一般に山を荒らしているという、昔の林業の言い方からすると。手が入らなくなって森の植
生が豊かになってきている。林業って100点満点がないですから。今の林業も100年も経っ
てないですから、果たして正解かどうかはわからないですからね。

・江戸時代の森づくりについて
尾張藩の結果は出たってことですよね。それだけの材料を出せたという。300 年間で育て上
げて、戦後かなりの量が伐られて出ていったってことですね。またやっていけば同じような
結果を得られる。やればできる。ある意味、今は 1700 年代に戻ったってことですね。人口
林は植えていますけど、今から始めても遅くない。人口林はなるべく消化して、つなぎとし
て商用して、一方で木曽ヒノキを育てて行く努力をしていきましょうっていう、育てて行く
必要はあるっていうことだと思います。

・木曽ヒノキの育て方について
やっぱり植林方法だと思います。直根のある、山引き苗などを丁寧に植えて行く必要がある。
実生では時間がかかりすぎるので無理じゃないかと。

・どういう人たちが実際に山引き苗を植えていたのか
杣や杣と一緒に作業していた人がやっていたと思います。山守が率いているわけじゃなくて、
杣組があったのでそういう人たちが上松の木材奉行所の指示で動いていたと思いますね。山
手代と一緒に動いていたと思いますね。

・山守について
山守は管理をするという形で、植えるとかの指示もしています。今年何を伐るのかとかの決
定をして立木に刻印を打つ。あとはその刻印に従って杣の人たちがやるという。元々、山手
代の仕事、権限だったものを山守が取り上げたということもありますね。初代はなかったん
ですけど、2代目から段々と。そういうふうにして自分がいないといけないような状況に持っ
ていくんですね。そして山守の役割、仕事の範囲を広めていく。藩もどういう仕事をやれっ
て定義付けが無かったんですね。自分で定義付けしていくっていう。武久のお父さんが山守
に就いて、自分が 2代目が継いでいくっていうのが面白く展開していくっていうのがでてき
ますから。最盛期は 14 代目（内木家当主として）の頃になってきますね。1830 年頃ですね。

歴書っていうのは残っているんですよ。江戸時代も残っているんですよ、実は。風化してい
るだけで。戦後ももちろん施業図っていう図面があるんで、そこに記録されているんで、施
業計画に則って森林がつくられているっていうことで。世界的に珍しいですよね、これだけ
森林管理っていうのが、今ずさんになっている、荒れていると言いながらも、過去にもずっ
とやり続けてきたっていうことはそれはそれで評価されることだと思いますね。

・サワラについて
サワラが強いんです。だからサワラを早く伐って、ヒノキが負けないようにしておくという
のも技術だったと思います。サワラは一等下がる、材質も下がって、値段も安いんで。だか
らヒノキをどんどん伐っていっちゃうのでサワラが増えてきちゃうんですね。
木曽五木はヒノキと見分けにくいから分けたけど、材にすると余計に、遥かに分からない。
今みたいにネットもないし、調べられない。これがヒノキですよって言えば、サワラですよっ
て言えば、なっちゃうってことだと思いますよ。だから騙されないぞってことで五木を全部
禁伐にしちゃったんですね。もちろん五木がそれなりにいい材料なので他と比べて、加工し
やすいので。サワラは五平餅でも使いますね。スギも使うんですけど、匂いがサワラの方が
落ち着いているので。人工林のサワラもあるんですけど、へげない。榑板なんかでも戦後植
えられた国有林から出てきた材だったんですけど、だめですね。樹齢 200 年、300 年の木か
らじゃないとうまくへげないですね。榑板募金で使っているのは天然林も入っているサワラ
ですね。クリはもう全然無くて、今ヒノキより高いですね。

・合体木について
木肌が変わるところがありますよね、上がのっぺりした感じ
で下がざらざらな感じ。上がヒノキで下がサワラです。サワ
ラの上にヒノキが乗っているんですけど、裏側はヒノキが地
上まで達しています。サワラの養分を吸ってヒノキが育った。
横にくっつくっていうのはあるんですけど、こういう風に縦
にくっつくっていうのはなかなか無いですね。ウロはなんで
できるのかっていうと、木が一本倒れますよね。倒れたとこ
ろに種がついて根っこが出て下まで伸びます。そして倒れた
木が腐ってなくなってウロができますね。そういうことがあ
るので列状に植林したように見えるんですけど、大木が倒れ
た列状に育っていくってことなんで真っ直ぐ線を引いたみた
いに育ってるところがありますね。もしくは地表が以上に薄
くて強度が無いので、根上りしやすくなるっていうのも一つ
あると思います。これも多分、最初倒れた木の上にヒノキと
サワラの種がついてお互いにくっついて凌ぎあいながら育っ
てきたけど、ある時にサワラの上部部分が切れちゃったか、なんかでヒノキが乗り込んで癒
着したんだと思いますね。（プレートの表記について）もう 30 年以上、樹齢 560 年なんで
もう 600 年くらいになるかな。でも実際に何年になるかは分からないです。ただ、今ドリル
できゅうっと揉んでいくと年輪のサンプルが取れるんでそうすると分かっちゃう。年によっ
て成長度が違うくて、この地方のデータは揃っているので、大きい木からのサンプルを取っ
ていれば、年輪を合わせることができます。もう一つは、原子レベルで調べられる。

はいらないので伐らないといけなくて、真っ直ぐになるところから材料としてカウントして
いたんですね。そこから下の部分は、地元の人や杣の人の燃料とかもしくは小さな木工品を
作るための材料として払い下げられるように残していたんですね。まあ、ここら辺のことは
数字が出てこないのであまり分からないんですけど。でその伐るところの位置が大体目通し
かそれ以上になるんですね。タコの足みたいな部分はいらないですからね。だから古い材料
なんかは三ツ尾伐りで伐ったような跡があるんですね。

・三ツ尾伐りの練習
三ツ尾伐りをやる人たちもいなくなってて、大径木が無いから練習ができなくて、モミでやっ
たり、大変な苦労をしているんですね。保存会もあって。20年に 1回なので、20 年前のチー
フが亡くなってしまうとダメなんですよ。だからそういうこともなんとか継承して、伝統技
術として残していくっていう大変な努力がある。

・根について
尾張藩が目指したあの極相林とか、天然林というから自然にああなったって思うけど、実際
は人為的な作用で、人の手が入っているので必ずしも天然林ではなくて、半人工林のような
位置付けをしてもいいと思う。大事なのはこれだけ太くなっても根っこがしっかりしている
ということ。根っこも同じような太さで地下に眠っているということで。上の材積と地下の
材積が多分同じくらいだと思うんですね。掘ってみないと分からないですけど。根っこをも
し掘れるならそれがすごくいい材料になると思う、いいビジネスになると思う。その根っこ
も 100 年 200 年腐らずに残っているので、アンカーを打ったような状態で、それが山にいい、
災害に強い。そういう風に山をつくっていけば、小さなコンクリートダムを減らしていける
ということですね。崩れるとすぐにコンクリートダムをつくって、すごいお金をかけていま
すけど、それを極力減らして、コロナ対策とか子供の対策とかに使ったらいい。

・3年前の遷宮の斧入れ式
遷宮の斧入れ式で今回は史上初めて人工林を伐ったんで
すよ。明治 39 年に植えた。人工林ですけど、太いので。
まあ、太いって言っても木曽ヒノキ備林と比べると細い
ですけど。3年前の 11 月くらいに伐ったんですね。少
し寂しい感じですね、樹齢が 100 年ちょっとで。

・登った場所の植生
登ってきた方向から見て左側にヒノキがたくさん生えてます、で右側を見るとサワラがかな
り。ここはサワラとヒノキがせめぎ合いをしている場所なんですね。ここでヒノキの大木を
2本伐ったんです。で、本来は倒れてその下にヒノキが出てくるといいんですけどサワラが
出てくるんです。面白いことにバンっと倒れた多ところに沿ってサワラがザッと生え出すと
いうか、そのショックでスイッチが入るのかもしれないですけど、そういう傾向があるんで
すね。別のコースでも、一回倒した場所に、線状に苗が生え出すという傾向があるんです、
一概に全部とは言えないですけど。で、この全体で生えているもののほとんどはサワラです。
でここから一歩上がっていくと、今度はヒノキの極相林になるんです。そして尾張藩が目指
したのはああいうヒノキの山なんです。あれも細く見えるけど、近くに行くとすごい木なん
ですよ。樹齢が大体300年から400年くらいの木。みんなこういう（御神木として伐採された）
ような木ですね。

・昔の人の植生のバランスの取り方
昔の人はバランスを取るためにサワラを上手に撃退しながら、ヒノキを優先的に育てていく
という技術を持っていたんですね。今は、抜き伐りすると、後は勝手に生えてくるだろうと
いう考えでやっているのでどっちかっていうとサワラが増えていくという傾向がある。難し
いんですよね、なかなか。サワラは昔は 80cm（根元径・胸高径で）を越えると伐っていた
んですね、今は伐っていないんですよ。80cm超えて 1mになっても全然伐らないので、多
分中はウロになっちゃってます。腐りが中にあって空洞ができちゃって、材料としての価値
が無くなるので、昔は 80cm超える前に伐って材料にしていた。それがバランスを、次の世
代を繁殖させない手立てだったのかもしれないですけど。極力そういう形でヒノキ山をつ
くっていこうっていうのが、最たる目的だったので。サワラは欲しくないけど、ヒノキは欲
しいっていうのが本音だったと思います。

・目通し（径）について
目通しっていうのはある意味理屈に合っていて、昔は製材技術があまり進んでいないので、
どちらかといえば「割る」なんですよ。ノコギリっていうのが縦切りっていうのが難しかっ
たので。根っこのずっと伸びていくカーブが終わったところで伐るんです。だから昔の伐り
口っていうのは高いんですよ。ここから 1m、2mっていうのもあります。特にここはこう
いう風なんで、櫓を組んで斧で伐るという。今はそうじゃなくていいけど、結局根元の部分

・加子母の山のヒノキの群落
そういう傾向があるんですね。そういうのを阻止しているのが群落だと思うんですけど、こ
こはヒノキの群落があるんですね。それが自然にできたものなのか、人為的にできたものな
のかは分からないですけど。この辺はスギも生えるけど、気温や標高があって生えるけど育
たない。オーラというかフィトンチッドみたいなもので同種でも育たせないというか、自分
が生きていく中では。全山としてヒノキ以外は生かさない、殺しちゃうみたいな。

・御神木の伐採
神様が入る 1番大事な葛籠を作るんですね。向こう側に、足場が組まれてみんな座って、正
装して、こちらを見てるんですね。そして三ツ尾伐りをして、2本のセンター部分を延長し
た方向に倒れることが分かります。細くなってて 3点で立ってて、1点ずつ折っていってこ
ちら側に倒すという方法です。下をこれだけ残しているので、中で裂けることもない、素直
に倒れるということですね。倒す時に内宮材と外宮材の木が「人」の字になるように倒しま
す。ここで伐られたものはここですぐに 6mぐらいの寸法に合わせられてトラックに積み込
まれます。架線で向こう側と繋いでいるので吊り上げて下ろすんですけど、その段階で伐り
口を斧で菊の紋にします。16 紋の菊の目みたいにして。トラックはおろしたての新品の物
を使います。ナンバープレートも 2015 とか 0001 とかそういう番号をわざわざ取って、まっ
さらのトラックに積みます。それも全部企業努力ですね、請け負った会社が責任を持ってや
るという。そういうようにして御神木は伐られているんですね。遷宮が平成 25 年だったの
でその 8年前、平成 17 年に伐ったんですね。御神木は 8年前、1番最初に 1本伐るやつが
16 年前に。だから遷宮が終わってその 4年後には次の遷宮が始まっていくってことですね。
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置していて、自然にしておけばいいだろうというのが強くて。今は巨樹を育てようと。
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一般に山を荒らしているという、昔の林業の言い方からすると。手が入らなくなって森の植
生が豊かになってきている。林業って100点満点がないですから。今の林業も100年も経っ
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・木曽ヒノキの育て方について
やっぱり植林方法だと思います。直根のある、山引き苗などを丁寧に植えて行く必要がある。
実生では時間がかかりすぎるので無理じゃないかと。

・どういう人たちが実際に山引き苗を植えていたのか
杣や杣と一緒に作業していた人がやっていたと思います。山守が率いているわけじゃなくて、
杣組があったのでそういう人たちが上松の木材奉行所の指示で動いていたと思いますね。山
手代と一緒に動いていたと思いますね。
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ますから。最盛期は 14 代目（内木家当主として）の頃になってきますね。1830 年頃ですね。

歴書っていうのは残っているんですよ。江戸時代も残っているんですよ、実は。風化してい
るだけで。戦後ももちろん施業図っていう図面があるんで、そこに記録されているんで、施
業計画に則って森林がつくられているっていうことで。世界的に珍しいですよね、これだけ
森林管理っていうのが、今ずさんになっている、荒れていると言いながらも、過去にもずっ
とやり続けてきたっていうことはそれはそれで評価されることだと思いますね。

・サワラについて
サワラが強いんです。だからサワラを早く伐って、ヒノキが負けないようにしておくという
のも技術だったと思います。サワラは一等下がる、材質も下がって、値段も安いんで。だか
らヒノキをどんどん伐っていっちゃうのでサワラが増えてきちゃうんですね。
木曽五木はヒノキと見分けにくいから分けたけど、材にすると余計に、遥かに分からない。
今みたいにネットもないし、調べられない。これがヒノキですよって言えば、サワラですよっ
て言えば、なっちゃうってことだと思いますよ。だから騙されないぞってことで五木を全部
禁伐にしちゃったんですね。もちろん五木がそれなりにいい材料なので他と比べて、加工し
やすいので。サワラは五平餅でも使いますね。スギも使うんですけど、匂いがサワラの方が
落ち着いているので。人工林のサワラもあるんですけど、へげない。榑板なんかでも戦後植
えられた国有林から出てきた材だったんですけど、だめですね。樹齢 200 年、300 年の木か
らじゃないとうまくへげないですね。榑板募金で使っているのは天然林も入っているサワラ
ですね。クリはもう全然無くて、今ヒノキより高いですね。

・合体木について
木肌が変わるところがありますよね、上がのっぺりした感じ
で下がざらざらな感じ。上がヒノキで下がサワラです。サワ
ラの上にヒノキが乗っているんですけど、裏側はヒノキが地
上まで達しています。サワラの養分を吸ってヒノキが育った。
横にくっつくっていうのはあるんですけど、こういう風に縦
にくっつくっていうのはなかなか無いですね。ウロはなんで
できるのかっていうと、木が一本倒れますよね。倒れたとこ
ろに種がついて根っこが出て下まで伸びます。そして倒れた
木が腐ってなくなってウロができますね。そういうことがあ
るので列状に植林したように見えるんですけど、大木が倒れ
た列状に育っていくってことなんで真っ直ぐ線を引いたみた
いに育ってるところがありますね。もしくは地表が以上に薄
くて強度が無いので、根上りしやすくなるっていうのも一つ
あると思います。これも多分、最初倒れた木の上にヒノキと
サワラの種がついてお互いにくっついて凌ぎあいながら育っ
てきたけど、ある時にサワラの上部部分が切れちゃったか、なんかでヒノキが乗り込んで癒
着したんだと思いますね。（プレートの表記について）もう 30 年以上、樹齢 560 年なんで
もう 600 年くらいになるかな。でも実際に何年になるかは分からないです。ただ、今ドリル
できゅうっと揉んでいくと年輪のサンプルが取れるんでそうすると分かっちゃう。年によっ
て成長度が違うくて、この地方のデータは揃っているので、大きい木からのサンプルを取っ
ていれば、年輪を合わせることができます。もう一つは、原子レベルで調べられる。

はいらないので伐らないといけなくて、真っ直ぐになるところから材料としてカウントして
いたんですね。そこから下の部分は、地元の人や杣の人の燃料とかもしくは小さな木工品を
作るための材料として払い下げられるように残していたんですね。まあ、ここら辺のことは
数字が出てこないのであまり分からないんですけど。でその伐るところの位置が大体目通し
かそれ以上になるんですね。タコの足みたいな部分はいらないですからね。だから古い材料
なんかは三ツ尾伐りで伐ったような跡があるんですね。

・三ツ尾伐りの練習
三ツ尾伐りをやる人たちもいなくなってて、大径木が無いから練習ができなくて、モミでやっ
たり、大変な苦労をしているんですね。保存会もあって。20年に 1回なので、20 年前のチー
フが亡くなってしまうとダメなんですよ。だからそういうこともなんとか継承して、伝統技
術として残していくっていう大変な努力がある。

・根について
尾張藩が目指したあの極相林とか、天然林というから自然にああなったって思うけど、実際
は人為的な作用で、人の手が入っているので必ずしも天然林ではなくて、半人工林のような
位置付けをしてもいいと思う。大事なのはこれだけ太くなっても根っこがしっかりしている
ということ。根っこも同じような太さで地下に眠っているということで。上の材積と地下の
材積が多分同じくらいだと思うんですね。掘ってみないと分からないですけど。根っこをも
し掘れるならそれがすごくいい材料になると思う、いいビジネスになると思う。その根っこ
も 100 年 200 年腐らずに残っているので、アンカーを打ったような状態で、それが山にいい、
災害に強い。そういう風に山をつくっていけば、小さなコンクリートダムを減らしていける
ということですね。崩れるとすぐにコンクリートダムをつくって、すごいお金をかけていま
すけど、それを極力減らして、コロナ対策とか子供の対策とかに使ったらいい。

・3年前の遷宮の斧入れ式
遷宮の斧入れ式で今回は史上初めて人工林を伐ったんで
すよ。明治 39 年に植えた。人工林ですけど、太いので。
まあ、太いって言っても木曽ヒノキ備林と比べると細い
ですけど。3年前の 11 月くらいに伐ったんですね。少
し寂しい感じですね、樹齢が 100 年ちょっとで。

・登った場所の植生
登ってきた方向から見て左側にヒノキがたくさん生えてます、で右側を見るとサワラがかな
り。ここはサワラとヒノキがせめぎ合いをしている場所なんですね。ここでヒノキの大木を
2本伐ったんです。で、本来は倒れてその下にヒノキが出てくるといいんですけどサワラが
出てくるんです。面白いことにバンっと倒れた多ところに沿ってサワラがザッと生え出すと
いうか、そのショックでスイッチが入るのかもしれないですけど、そういう傾向があるんで
すね。別のコースでも、一回倒した場所に、線状に苗が生え出すという傾向があるんです、
一概に全部とは言えないですけど。で、この全体で生えているもののほとんどはサワラです。
でここから一歩上がっていくと、今度はヒノキの極相林になるんです。そして尾張藩が目指
したのはああいうヒノキの山なんです。あれも細く見えるけど、近くに行くとすごい木なん
ですよ。樹齢が大体300年から400年くらいの木。みんなこういう（御神木として伐採された）
ような木ですね。

・昔の人の植生のバランスの取り方
昔の人はバランスを取るためにサワラを上手に撃退しながら、ヒノキを優先的に育てていく
という技術を持っていたんですね。今は、抜き伐りすると、後は勝手に生えてくるだろうと
いう考えでやっているのでどっちかっていうとサワラが増えていくという傾向がある。難し
いんですよね、なかなか。サワラは昔は 80cm（根元径・胸高径で）を越えると伐っていた
んですね、今は伐っていないんですよ。80cm超えて 1mになっても全然伐らないので、多
分中はウロになっちゃってます。腐りが中にあって空洞ができちゃって、材料としての価値
が無くなるので、昔は 80cm超える前に伐って材料にしていた。それがバランスを、次の世
代を繁殖させない手立てだったのかもしれないですけど。極力そういう形でヒノキ山をつ
くっていこうっていうのが、最たる目的だったので。サワラは欲しくないけど、ヒノキは欲
しいっていうのが本音だったと思います。

・目通し（径）について
目通しっていうのはある意味理屈に合っていて、昔は製材技術があまり進んでいないので、
どちらかといえば「割る」なんですよ。ノコギリっていうのが縦切りっていうのが難しかっ
たので。根っこのずっと伸びていくカーブが終わったところで伐るんです。だから昔の伐り
口っていうのは高いんですよ。ここから 1m、2mっていうのもあります。特にここはこう
いう風なんで、櫓を組んで斧で伐るという。今はそうじゃなくていいけど、結局根元の部分
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・加子母の山のヒノキの群落
そういう傾向があるんですね。そういうのを阻止しているのが群落だと思うんですけど、こ
こはヒノキの群落があるんですね。それが自然にできたものなのか、人為的にできたものな
のかは分からないですけど。この辺はスギも生えるけど、気温や標高があって生えるけど育
たない。オーラというかフィトンチッドみたいなもので同種でも育たせないというか、自分
が生きていく中では。全山としてヒノキ以外は生かさない、殺しちゃうみたいな。

・御神木の伐採
神様が入る 1番大事な葛籠を作るんですね。向こう側に、足場が組まれてみんな座って、正
装して、こちらを見てるんですね。そして三ツ尾伐りをして、2本のセンター部分を延長し
た方向に倒れることが分かります。細くなってて 3点で立ってて、1点ずつ折っていってこ
ちら側に倒すという方法です。下をこれだけ残しているので、中で裂けることもない、素直
に倒れるということですね。倒す時に内宮材と外宮材の木が「人」の字になるように倒しま
す。ここで伐られたものはここですぐに 6mぐらいの寸法に合わせられてトラックに積み込
まれます。架線で向こう側と繋いでいるので吊り上げて下ろすんですけど、その段階で伐り
口を斧で菊の紋にします。16 紋の菊の目みたいにして。トラックはおろしたての新品の物
を使います。ナンバープレートも 2015 とか 0001 とかそういう番号をわざわざ取って、まっ
さらのトラックに積みます。それも全部企業努力ですね、請け負った会社が責任を持ってや
るという。そういうようにして御神木は伐られているんですね。遷宮が平成 25 年だったの
でその 8年前、平成 17 年に伐ったんですね。御神木は 8年前、1番最初に 1本伐るやつが
16 年前に。だから遷宮が終わってその 4年後には次の遷宮が始まっていくってことですね。

ヒノキの極相林



ちょうど天保 9年の日の丸御殿が燃えて大量に木が出て行く時の山守だった人ですね。その
時に初めて藩士録に載る、登場するんですね。それまでは百姓でもない、武士でもない中途
半端な立場だったんですよ。士分ではあったんですけど、藩士録に載るっていうのはまた別
なんですよね。初代からやってきた功績が認められて5代目で初めて藩士として認められた。

・樹形について
上の方のもこもことしているのが天然林で、上がツンツンしているのが人工林です。樹齢が
100、200、300年となっていくと上の方が丸みを帯びてきます。樹形が変わってくるというか、
丸みを帯びてくる。あの山は樹齢が 300~400 年くらいのヒノキが中心ですね。

・国有林の現状
戦後、広葉樹を根絶やしにしてヒノキやスギだけを残していったんですね。だからヒノキだ
けの山になったんですけど、ある程度こういう風にあまり手の届きにくいところは広葉樹が
生えてきますね。結果的に混交林になっているという。頭が出たら大丈夫なんですけど、頭
が出るまでは下草刈りをするということを今までやってきたわけですね。それが大変なんで
すね。昔の人（江戸時代の人）はその下草刈りっていうのをほとんどやっていない、という
よりやっていないはず。下草に勝ったものが山守が管理していた山っていうのは樹齢の幅も
今とは違う。この辺はせいぜい数十年の差ですけど、何百年という差だったんですよ。何百
年という山であることで、1本伐ることでその下から実生が生えてくるというような、そう
いうローテーションが起こるんですよ。こういう山ではそれが難しい。
元々、全山が尽山になったんです、太い木が伐り尽くされて、300 年前に。ただ、細い木は
残ってたと思うんです。人工林だったら 30 年くらいですけど、天然林だったら 100 年くら
いかかるような太さのものが。その残ったものや山引き苗を植えながら、下から生えてくる
のを促しながら、そして全山が明治の初め頃にはああいう山（樹齢 200 年以上の木があるよ
うな）になったんですよ。そして明治の初め頃から伐っていくんですけど、その頃は斧なの
でそれほどでもないんですけど、昭和 30 年代からチェーンソーが登場してくるんですよ。
そうすると、何万㎥っていうのをどんどん出していくわけですよ。それでほとんどこの山っ
ていうのは伐られたわけです、太い木は。皆伐ですね。その後に人工的に植えたのがこうい
う木ですね。大体今で 70 年生くらいですね。ただ徐々に、向こうの入り口の所、森林鉄道
が入っていたところは明治の時代に植林が始まっているので。今回の遷宮の斧入れ式は明治
39 年に植えたものが使われましたね。事務所が記録しているので、昔もほとんどの山の履

・自分の持ち山について
山づくりと言ってはいけない、山を放置している。そんな大したことじゃなくて、本当に放
置していて、自然にしておけばいいだろうというのが強くて。今は巨樹を育てようと。

・加子母の奥山について
一般に山を荒らしているという、昔の林業の言い方からすると。手が入らなくなって森の植
生が豊かになってきている。林業って100点満点がないですから。今の林業も100年も経っ
てないですから、果たして正解かどうかはわからないですからね。

・江戸時代の森づくりについて
尾張藩の結果は出たってことですよね。それだけの材料を出せたという。300 年間で育て上
げて、戦後かなりの量が伐られて出ていったってことですね。またやっていけば同じような
結果を得られる。やればできる。ある意味、今は 1700 年代に戻ったってことですね。人口
林は植えていますけど、今から始めても遅くない。人口林はなるべく消化して、つなぎとし
て商用して、一方で木曽ヒノキを育てて行く努力をしていきましょうっていう、育てて行く
必要はあるっていうことだと思います。

・木曽ヒノキの育て方について
やっぱり植林方法だと思います。直根のある、山引き苗などを丁寧に植えて行く必要がある。
実生では時間がかかりすぎるので無理じゃないかと。

・どういう人たちが実際に山引き苗を植えていたのか
杣や杣と一緒に作業していた人がやっていたと思います。山守が率いているわけじゃなくて、
杣組があったのでそういう人たちが上松の木材奉行所の指示で動いていたと思いますね。山
手代と一緒に動いていたと思いますね。

・山守について
山守は管理をするという形で、植えるとかの指示もしています。今年何を伐るのかとかの決
定をして立木に刻印を打つ。あとはその刻印に従って杣の人たちがやるという。元々、山手
代の仕事、権限だったものを山守が取り上げたということもありますね。初代はなかったん
ですけど、2代目から段々と。そういうふうにして自分がいないといけないような状況に持っ
ていくんですね。そして山守の役割、仕事の範囲を広めていく。藩もどういう仕事をやれっ
て定義付けが無かったんですね。自分で定義付けしていくっていう。武久のお父さんが山守
に就いて、自分が 2代目が継いでいくっていうのが面白く展開していくっていうのがでてき
ますから。最盛期は 14 代目（内木家当主として）の頃になってきますね。1830 年頃ですね。

歴書っていうのは残っているんですよ。江戸時代も残っているんですよ、実は。風化してい
るだけで。戦後ももちろん施業図っていう図面があるんで、そこに記録されているんで、施
業計画に則って森林がつくられているっていうことで。世界的に珍しいですよね、これだけ
森林管理っていうのが、今ずさんになっている、荒れていると言いながらも、過去にもずっ
とやり続けてきたっていうことはそれはそれで評価されることだと思いますね。

・サワラについて
サワラが強いんです。だからサワラを早く伐って、ヒノキが負けないようにしておくという
のも技術だったと思います。サワラは一等下がる、材質も下がって、値段も安いんで。だか
らヒノキをどんどん伐っていっちゃうのでサワラが増えてきちゃうんですね。
木曽五木はヒノキと見分けにくいから分けたけど、材にすると余計に、遥かに分からない。
今みたいにネットもないし、調べられない。これがヒノキですよって言えば、サワラですよっ
て言えば、なっちゃうってことだと思いますよ。だから騙されないぞってことで五木を全部
禁伐にしちゃったんですね。もちろん五木がそれなりにいい材料なので他と比べて、加工し
やすいので。サワラは五平餅でも使いますね。スギも使うんですけど、匂いがサワラの方が
落ち着いているので。人工林のサワラもあるんですけど、へげない。榑板なんかでも戦後植
えられた国有林から出てきた材だったんですけど、だめですね。樹齢 200 年、300 年の木か
らじゃないとうまくへげないですね。榑板募金で使っているのは天然林も入っているサワラ
ですね。クリはもう全然無くて、今ヒノキより高いですね。

・合体木について
木肌が変わるところがありますよね、上がのっぺりした感じ
で下がざらざらな感じ。上がヒノキで下がサワラです。サワ
ラの上にヒノキが乗っているんですけど、裏側はヒノキが地
上まで達しています。サワラの養分を吸ってヒノキが育った。
横にくっつくっていうのはあるんですけど、こういう風に縦
にくっつくっていうのはなかなか無いですね。ウロはなんで
できるのかっていうと、木が一本倒れますよね。倒れたとこ
ろに種がついて根っこが出て下まで伸びます。そして倒れた
木が腐ってなくなってウロができますね。そういうことがあ
るので列状に植林したように見えるんですけど、大木が倒れ
た列状に育っていくってことなんで真っ直ぐ線を引いたみた
いに育ってるところがありますね。もしくは地表が以上に薄
くて強度が無いので、根上りしやすくなるっていうのも一つ
あると思います。これも多分、最初倒れた木の上にヒノキと
サワラの種がついてお互いにくっついて凌ぎあいながら育っ
てきたけど、ある時にサワラの上部部分が切れちゃったか、なんかでヒノキが乗り込んで癒
着したんだと思いますね。（プレートの表記について）もう 30 年以上、樹齢 560 年なんで
もう 600 年くらいになるかな。でも実際に何年になるかは分からないです。ただ、今ドリル
できゅうっと揉んでいくと年輪のサンプルが取れるんでそうすると分かっちゃう。年によっ
て成長度が違うくて、この地方のデータは揃っているので、大きい木からのサンプルを取っ
ていれば、年輪を合わせることができます。もう一つは、原子レベルで調べられる。

はいらないので伐らないといけなくて、真っ直ぐになるところから材料としてカウントして
いたんですね。そこから下の部分は、地元の人や杣の人の燃料とかもしくは小さな木工品を
作るための材料として払い下げられるように残していたんですね。まあ、ここら辺のことは
数字が出てこないのであまり分からないんですけど。でその伐るところの位置が大体目通し
かそれ以上になるんですね。タコの足みたいな部分はいらないですからね。だから古い材料
なんかは三ツ尾伐りで伐ったような跡があるんですね。

・三ツ尾伐りの練習
三ツ尾伐りをやる人たちもいなくなってて、大径木が無いから練習ができなくて、モミでやっ
たり、大変な苦労をしているんですね。保存会もあって。20年に 1回なので、20 年前のチー
フが亡くなってしまうとダメなんですよ。だからそういうこともなんとか継承して、伝統技
術として残していくっていう大変な努力がある。

・根について
尾張藩が目指したあの極相林とか、天然林というから自然にああなったって思うけど、実際
は人為的な作用で、人の手が入っているので必ずしも天然林ではなくて、半人工林のような
位置付けをしてもいいと思う。大事なのはこれだけ太くなっても根っこがしっかりしている
ということ。根っこも同じような太さで地下に眠っているということで。上の材積と地下の
材積が多分同じくらいだと思うんですね。掘ってみないと分からないですけど。根っこをも
し掘れるならそれがすごくいい材料になると思う、いいビジネスになると思う。その根っこ
も 100 年 200 年腐らずに残っているので、アンカーを打ったような状態で、それが山にいい、
災害に強い。そういう風に山をつくっていけば、小さなコンクリートダムを減らしていける
ということですね。崩れるとすぐにコンクリートダムをつくって、すごいお金をかけていま
すけど、それを極力減らして、コロナ対策とか子供の対策とかに使ったらいい。

・3年前の遷宮の斧入れ式
遷宮の斧入れ式で今回は史上初めて人工林を伐ったんで
すよ。明治 39 年に植えた。人工林ですけど、太いので。
まあ、太いって言っても木曽ヒノキ備林と比べると細い
ですけど。3年前の 11 月くらいに伐ったんですね。少
し寂しい感じですね、樹齢が 100 年ちょっとで。
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・登った場所の植生
登ってきた方向から見て左側にヒノキがたくさん生えてます、で右側を見るとサワラがかな
り。ここはサワラとヒノキがせめぎ合いをしている場所なんですね。ここでヒノキの大木を
2本伐ったんです。で、本来は倒れてその下にヒノキが出てくるといいんですけどサワラが
出てくるんです。面白いことにバンっと倒れた多ところに沿ってサワラがザッと生え出すと
いうか、そのショックでスイッチが入るのかもしれないですけど、そういう傾向があるんで
すね。別のコースでも、一回倒した場所に、線状に苗が生え出すという傾向があるんです、
一概に全部とは言えないですけど。で、この全体で生えているもののほとんどはサワラです。
でここから一歩上がっていくと、今度はヒノキの極相林になるんです。そして尾張藩が目指
したのはああいうヒノキの山なんです。あれも細く見えるけど、近くに行くとすごい木なん
ですよ。樹齢が大体300年から400年くらいの木。みんなこういう（御神木として伐採された）
ような木ですね。

・昔の人の植生のバランスの取り方
昔の人はバランスを取るためにサワラを上手に撃退しながら、ヒノキを優先的に育てていく
という技術を持っていたんですね。今は、抜き伐りすると、後は勝手に生えてくるだろうと
いう考えでやっているのでどっちかっていうとサワラが増えていくという傾向がある。難し
いんですよね、なかなか。サワラは昔は 80cm（根元径・胸高径で）を越えると伐っていた
んですね、今は伐っていないんですよ。80cm超えて 1mになっても全然伐らないので、多
分中はウロになっちゃってます。腐りが中にあって空洞ができちゃって、材料としての価値
が無くなるので、昔は 80cm超える前に伐って材料にしていた。それがバランスを、次の世
代を繁殖させない手立てだったのかもしれないですけど。極力そういう形でヒノキ山をつ
くっていこうっていうのが、最たる目的だったので。サワラは欲しくないけど、ヒノキは欲
しいっていうのが本音だったと思います。

・目通し（径）について
目通しっていうのはある意味理屈に合っていて、昔は製材技術があまり進んでいないので、
どちらかといえば「割る」なんですよ。ノコギリっていうのが縦切りっていうのが難しかっ
たので。根っこのずっと伸びていくカーブが終わったところで伐るんです。だから昔の伐り
口っていうのは高いんですよ。ここから 1m、2mっていうのもあります。特にここはこう
いう風なんで、櫓を組んで斧で伐るという。今はそうじゃなくていいけど、結局根元の部分

・加子母の山のヒノキの群落
そういう傾向があるんですね。そういうのを阻止しているのが群落だと思うんですけど、こ
こはヒノキの群落があるんですね。それが自然にできたものなのか、人為的にできたものな
のかは分からないですけど。この辺はスギも生えるけど、気温や標高があって生えるけど育
たない。オーラというかフィトンチッドみたいなもので同種でも育たせないというか、自分
が生きていく中では。全山としてヒノキ以外は生かさない、殺しちゃうみたいな。

・御神木の伐採
神様が入る 1番大事な葛籠を作るんですね。向こう側に、足場が組まれてみんな座って、正
装して、こちらを見てるんですね。そして三ツ尾伐りをして、2本のセンター部分を延長し
た方向に倒れることが分かります。細くなってて 3点で立ってて、1点ずつ折っていってこ
ちら側に倒すという方法です。下をこれだけ残しているので、中で裂けることもない、素直
に倒れるということですね。倒す時に内宮材と外宮材の木が「人」の字になるように倒しま
す。ここで伐られたものはここですぐに 6mぐらいの寸法に合わせられてトラックに積み込
まれます。架線で向こう側と繋いでいるので吊り上げて下ろすんですけど、その段階で伐り
口を斧で菊の紋にします。16 紋の菊の目みたいにして。トラックはおろしたての新品の物
を使います。ナンバープレートも 2015 とか 0001 とかそういう番号をわざわざ取って、まっ
さらのトラックに積みます。それも全部企業努力ですね、請け負った会社が責任を持ってや
るという。そういうようにして御神木は伐られているんですね。遷宮が平成 25 年だったの
でその 8年前、平成 17 年に伐ったんですね。御神木は 8年前、1番最初に 1本伐るやつが
16 年前に。だから遷宮が終わってその 4年後には次の遷宮が始まっていくってことですね。

遷宮斧入れ式で初の人工林を用いた跡



そういうことが書かれているんですよ。それとの結びつきがだんだんとデータがはまってき
てやっぱりこっちだなっていう風に傾いてきたっていう。藤岡先生のおかげです。これから
どんどん読み解いていく中で、具体的にどうやっていたのかというのをやらないかん。多様
性を持たせるための森づくりが当時（江戸時代）始まっていたっていうね。どんぐりを集め
て植えさせるとか、そういう考え方があったっていうのはすごく先進的ですよね。ヒノキだ
けじゃだめだ、いろんなものが無いとっていう。ドイツに学んだんですけど、その学んだ時
期のドイツの林学っていうのは、今もう否定されてる分野だったんですね。その悪い時期に
学んでしまったのが明治政府だったんですね。今は一切そういうのは、多様性のある森づく
りっていうのが。黒い森で成功して打ち出してっていう時期だったんでしょうね。最近当時
のドイツの、戦前戦後、第二次世界大戦の頃の話を聞くと、ナチスなんかは超先進的な森づ
くりに取り組んでいるんですね。その下心はわからないですけど、反面悪いことをやってい
ますけど、ものすごくいいこともやっているという。

・鹿の食害について
実生苗と植林の苗で実験してみるといいですよね。実生はね臭いんですよ、アクが強いとい
うか強烈な匂いがするので、ひょっとするとシカは嫌うかもしれませんね。人口の苗と並べ
て置いておくと、先に柔らかい植林の苗を食べるかもしれない。

・菌害回避更新説
ある先生が唱えている説で、菌によって害されることを避けて植物は更新するんだという説
で、土壌菌が大きく作用するので発芽ができる場所とできない場所、土壌があって、いわゆ
る陽樹とか陰樹とかっていうのが否定されちゃう、全ては土壌菌が発芽に作用するという。
同じ樹種だと、菌に強いか弱いかが同じなので大丈夫なんですけど、例えば日向に土壌菌が
たくさんいていろんな植物が生えようとして、ヒノキなんかは比較的雑菌に弱いので菌の少
ない、寒い、寒冷地の環境の悪いところで発芽する。実験ではブナでやっていたんですよ、
ブナは非常に菌に弱いので発芽しにくいんですね。色々聞いていると確かに一理あるなと
思って。

・護山神社について
奥社は車で行けない、谷まで降りないといけないんですね。平な部分があるんですけど、そ
こに神社があってもしかしたらそこにベースキャンプがあって江戸城の日の丸御殿の一級材
を出す場所だったかもしれない。けどそれがよくわかっていない。場所も特定できていない。
そこの平なところに立っていた超巨大ヒノキ、御神木とされてた「カナテコ」という名前の
木がその時にいっしょに伐られちゃって、それで非常に不吉なことが起こってですね、その
措置として神社を、ここに奥社をつくってそれから里宮も建てて。山を鎮めるための神社と
いう意味合いが強いんですね。今は伊勢神宮の式年遷宮の最初の出発点となるので、あそこ
に一晩安置して。

・裏木曽古事の森
やっぱりね、立松和平さんがご存命ならまだまだ広がっていってたかもしれないけど、ちょっ
と停滞しているというか。植林は補植という形で木々の間に植えたという。今となっては、
植林方法から考え直さないといけない山であるんですけど。

・自分の考えについて
平成 16 年頃は、実は僕も全然直根との結びつきっていうのは考えてなかった。木曽ヒノキ
と一般のヒノキの違いっていうのをどういう風に区分すればいいのかなと考えていて、文書
の中に山引き苗の話が出てきたりして、それは順調に木曽ヒノキとして姿を変えていくのに、
植林したのはなんでなのかなと考えていた。ひょっとすると気候とか温度、土壌もあるんで
すけど、決定的に大きいのは直根なのじゃないかと思い始めたんですね、直根が無いと木曽
ヒノキにならないんじゃないんかと、仮説を。言い切れないんですけど、そういう傾向があ
るんじゃないかと。それで山寺先生のところに話を聞きに行ったら、「それはあるぞ」と、メー
ルとかやり取りしている間で、直根を切ることによって地上部の成長は良くなる傾向はある
から、尾鷲の速水林業さんに苗を出荷している先輩がいるんですよ、辻井さんって。その辻
井さんところに行って、話聞いたらやっぱり直根は切っていると、苗の直根は切るからそう
いう傾向はあるだろうって。そしてみんなそのすくすく育つのを欲しがるからそれしかだめ
で。早く育てていいものを、通直なものを育てていくっていうのがこれまでの林業なので、
1世代とか 2世代で出せちゃうので今は、5代も 6代も後にしか伐れない木を作って何にな
るっていうので、それはもう林業じゃないのでね、考え方が、今ではね、昔は継続していく
ので。最初から木曽ヒノキと一般のヒノキが違うというのは感じていて、仮説というかそう
いうのはあったけど、こういうところではなかなか言えなくて、60 年前、70 年前の拡大造
林なんだったんだということになるので、真っ向から反旗を翻す形になるし、東濃桧の産地
に木曽ヒノキで殴り込んでもどうしようもないじゃないですか。だから今も公に話すときは、
木曽ヒノキは木曽ヒノキ、東濃桧は東濃桧で使い方も値段も違うし、戦後の高度成長の社会
に貢献したのはそういった東濃桧なんだよと。でも実際は違うんですね、東濃桧はまだ貢献
していないんですよ、育っているんで、最中なので。戦後に貢献してきたのは江戸時代に育っ
た木が伐られて市場に回ってたっていうのですから。その残りを使って、貯金を使って食い
潰してきたっていうことですね。林業振興会にいた頃（平成 20 年頃）から思っていて、ひ
しひしと感じていましたね。それもあるし、森林整備にばっかりに一辺倒になっていたので
なかなか難しいんですね。そもそもそういう話を出しにくい。藤岡先生が明治座の改修をやっ
てた頃から太田先生と出会ったりして、『江戸の森林学』とかの本の中でも、文書の中では
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そういうことが書かれているんですよ。それとの結びつきがだんだんとデータがはまってき
てやっぱりこっちだなっていう風に傾いてきたっていう。藤岡先生のおかげです。これから
どんどん読み解いていく中で、具体的にどうやっていたのかというのをやらないかん。多様
性を持たせるための森づくりが当時（江戸時代）始まっていたっていうね。どんぐりを集め
て植えさせるとか、そういう考え方があったっていうのはすごく先進的ですよね。ヒノキだ
けじゃだめだ、いろんなものが無いとっていう。ドイツに学んだんですけど、その学んだ時
期のドイツの林学っていうのは、今もう否定されてる分野だったんですね。その悪い時期に
学んでしまったのが明治政府だったんですね。今は一切そういうのは、多様性のある森づく
りっていうのが。黒い森で成功して打ち出してっていう時期だったんでしょうね。最近当時
のドイツの、戦前戦後、第二次世界大戦の頃の話を聞くと、ナチスなんかは超先進的な森づ
くりに取り組んでいるんですね。その下心はわからないですけど、反面悪いことをやってい
ますけど、ものすごくいいこともやっているという。

・鹿の食害について
実生苗と植林の苗で実験してみるといいですよね。実生はね臭いんですよ、アクが強いとい
うか強烈な匂いがするので、ひょっとするとシカは嫌うかもしれませんね。人口の苗と並べ
て置いておくと、先に柔らかい植林の苗を食べるかもしれない。

・菌害回避更新説
ある先生が唱えている説で、菌によって害されることを避けて植物は更新するんだという説
で、土壌菌が大きく作用するので発芽ができる場所とできない場所、土壌があって、いわゆ
る陽樹とか陰樹とかっていうのが否定されちゃう、全ては土壌菌が発芽に作用するという。
同じ樹種だと、菌に強いか弱いかが同じなので大丈夫なんですけど、例えば日向に土壌菌が
たくさんいていろんな植物が生えようとして、ヒノキなんかは比較的雑菌に弱いので菌の少
ない、寒い、寒冷地の環境の悪いところで発芽する。実験ではブナでやっていたんですよ、
ブナは非常に菌に弱いので発芽しにくいんですね。色々聞いていると確かに一理あるなと
思って。

・護山神社について
奥社は車で行けない、谷まで降りないといけないんですね。平な部分があるんですけど、そ
こに神社があってもしかしたらそこにベースキャンプがあって江戸城の日の丸御殿の一級材
を出す場所だったかもしれない。けどそれがよくわかっていない。場所も特定できていない。
そこの平なところに立っていた超巨大ヒノキ、御神木とされてた「カナテコ」という名前の
木がその時にいっしょに伐られちゃって、それで非常に不吉なことが起こってですね、その
措置として神社を、ここに奥社をつくってそれから里宮も建てて。山を鎮めるための神社と
いう意味合いが強いんですね。今は伊勢神宮の式年遷宮の最初の出発点となるので、あそこ
に一晩安置して。

・裏木曽古事の森
やっぱりね、立松和平さんがご存命ならまだまだ広がっていってたかもしれないけど、ちょっ
と停滞しているというか。植林は補植という形で木々の間に植えたという。今となっては、
植林方法から考え直さないといけない山であるんですけど。

・自分の考えについて
平成 16 年頃は、実は僕も全然直根との結びつきっていうのは考えてなかった。木曽ヒノキ
と一般のヒノキの違いっていうのをどういう風に区分すればいいのかなと考えていて、文書
の中に山引き苗の話が出てきたりして、それは順調に木曽ヒノキとして姿を変えていくのに、
植林したのはなんでなのかなと考えていた。ひょっとすると気候とか温度、土壌もあるんで
すけど、決定的に大きいのは直根なのじゃないかと思い始めたんですね、直根が無いと木曽
ヒノキにならないんじゃないんかと、仮説を。言い切れないんですけど、そういう傾向があ
るんじゃないかと。それで山寺先生のところに話を聞きに行ったら、「それはあるぞ」と、メー
ルとかやり取りしている間で、直根を切ることによって地上部の成長は良くなる傾向はある
から、尾鷲の速水林業さんに苗を出荷している先輩がいるんですよ、辻井さんって。その辻
井さんところに行って、話聞いたらやっぱり直根は切っていると、苗の直根は切るからそう
いう傾向はあるだろうって。そしてみんなそのすくすく育つのを欲しがるからそれしかだめ
で。早く育てていいものを、通直なものを育てていくっていうのがこれまでの林業なので、
1世代とか 2世代で出せちゃうので今は、5代も 6代も後にしか伐れない木を作って何にな
るっていうので、それはもう林業じゃないのでね、考え方が、今ではね、昔は継続していく
ので。最初から木曽ヒノキと一般のヒノキが違うというのは感じていて、仮説というかそう
いうのはあったけど、こういうところではなかなか言えなくて、60 年前、70 年前の拡大造
林なんだったんだということになるので、真っ向から反旗を翻す形になるし、東濃桧の産地
に木曽ヒノキで殴り込んでもどうしようもないじゃないですか。だから今も公に話すときは、
木曽ヒノキは木曽ヒノキ、東濃桧は東濃桧で使い方も値段も違うし、戦後の高度成長の社会
に貢献したのはそういった東濃桧なんだよと。でも実際は違うんですね、東濃桧はまだ貢献
していないんですよ、育っているんで、最中なので。戦後に貢献してきたのは江戸時代に育っ
た木が伐られて市場に回ってたっていうのですから。その残りを使って、貯金を使って食い
潰してきたっていうことですね。林業振興会にいた頃（平成 20 年頃）から思っていて、ひ
しひしと感じていましたね。それもあるし、森林整備にばっかりに一辺倒になっていたので
なかなか難しいんですね。そもそもそういう話を出しにくい。藤岡先生が明治座の改修をやっ
てた頃から太田先生と出会ったりして、『江戸の森林学』とかの本の中でも、文書の中では
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まで行かんでも 200 年くらいまでに出せるちゃんとした木っていうかそういう木曽ヒノキを
出そうっていう。今実際に立っているのは多分 150 年かなんかくらいだったと思うんですけ
ど。文化財を作るのにすべて 1000 年のヒノキがいるってわけじゃないので、当然そのヒノ
キだけじゃなくてスギとかケヤキとかいろんな木がいると思うのでヒノキも建築材として一
番優良だと言われていますけど、使う場所がいろんなところがあるのですべてがすべてそれ
である必要はないということで、立松さんはそこら辺に目をつけたのかなと僕は思っていま
す。

・木曽ヒノキ備林について
［B］もう完全に木曽ヒノキ備林についてはもう別格な森なので、今もそうですし、で使える
木材も本当、年に、1年に伐り出せる量なんて 100 本にも満たないくらいしかでてないはず
なので。伊勢神宮も聞いてみるとあそこまでの樹齢はいらないって言うことで。神宮の森っ
て伊勢神宮の裏山にあるので、あの面積がもうあと 100 年いかないくらいで使えるようにな
るらしいんですよ。なんで、あそこから伐り出しをできるようになってくるとこっちはもう
使わなくていい。いやそういう感じで場所によってはその木材じゃないとっていう話もある
らしいんですけど、そういう使い方になってくるっていう将来。今でももう 2代目大ヒノキ
くらいのレベルの太さの木っていうのが本当は欲しいらしいんですけど。ある場所によって
はちょうど伊勢神宮の神宮のなんか本当の神殿ですかね。中に入る時の扉は 1枚板じゃない
ととかっていう話を聞いたことがあって、その 1枚板を作るには 1m以上の柾目の板がない
と出来ないそうで、それを作るとなると相当の年数のものがいるという風に聞いたんですけ
ど、今とてもそれは生産できない状態なので、今は張り合わせで 2枚を 1枚板にして、それ
を両側に向けて開けれるようにしてるっていう。もうそれは 2回くらい前の遷宮の時から採
用しているみたいでもう手に入らなくなってというか、まさか台湾ヒノキを使うわけにはい
かないっていう話なのかも知れないですけど。
ただ本当に 1枚板で扉板を作るまでの木がない。古事の森はそこまでのものじゃなくていい
のでちょっとした 30 センチくらいの柾目のやつが採れればいいということでそうすると直
径 60 センチとか胸高でね。そうすると大体ヒノキで 100 年から 200 年くらいはいいかなと
いう。
昔からあそこは立派な木が、伐り出しできなくて残っていただけのことなんでしょうけど当
然伐り出しやすいところからどんどんどんどん切っていたので元に戻さなきゃいけないって
いうことで植林はされていくんで、ただ割とその何 10 年単位である程度方針が変わるとい
うかどういう聞き方をして行くかだとかその国の考え方が変わってくるのでこの山はこうい
う施業、この山はこうするようにしようというようなやり方に変わっていて。昔は木を一斉
に伐って、一斉に植えて前みたいに何回か大きい木を作ってっていうような感じだと思うん
ですけど、今はここはこういう山にしよう、ここはこういう山にしようという風で国は動い
てるはずなんで。それが私たち民間の山も一応そういう施業計画みたいな計画を立てて伐っ
たり植えたりしていくっていうシステムになっているので。古事の森みたいな感じである程
度区画を決めてこの中ではこうやろうっていった場所が古事の森になったというような感じ
で思って貰えばいいのかなと思うんですけど。

［C］自然保護団体が神宮備林とか木曽ヒノキ備林をどうしていくんだって、議論されること
になって「温帯性森林樹林帯」っていうことで神宮備林も含めて木曽から裏木曽まで全体含
めて木曽檜のエリアのどういう風に保存していこうかっていう緩衝というかその周辺地域は

・古事の森について
［B］資料のようなものを探せばあると思う。それこそ満博くんの方からの資料だけなので、
それがどれくらいのものなのか。
いつもは古事の森の主催でヒノキ美林のツアーがあったりするんですけど、コロナで今年は
何もできん。

［C］最初は立松さんの提唱された古事の森っていうことでちょうど神宮備林の入り口のとこ
ろ、三叉路のところ。
この間伊勢神宮の式年遷宮の斧入れ式を初めて人工林、植樹した木を切ったんですけど、そ
れが古事の森のエリア内なんですよ。はじめは本当そういった森を守っていこうっていう活
動でスタートして。その後国有林、神宮備林の方も今までは視察ではないと入れなかったん
ですけど商業利用っていうか有料ガイドとして案内するっていうことを国の方が地元の方で
そういう協議会を作れば協議会に委託する形で活用してもらってもいいですよっていうこと
になっていて受け皿に、元々裏木曽古事の森育成協議会っていうのがあってガイドなんかも
やり始めたとこだったんですけど、このコロナの影響でなかなか市の方も新しい環境資源と
いうことで、何とか活用していければと言うことになったんですけど。

［B］裏木曽古事の森育成協議会っていうのがあるんですけど、そのメンバーっていうのが一
般市民的なのはなくて、林業グループの会長さんだとか、商工会の人だとか、森林組合だっ
たり林産組合あたり、あと渡合温泉の代表さんも入っていたり付知と加子母それぞれのまち
づくり、むらづくり協議会もう一度名前を連ねているんですけど、基本的に動いているのは
森林組合だとか林業グループだとか、その辺の方々が動いておられるということでガイドツ
アーだとかっていうのも今月中に事務局があるので付知町さんの方で受付をしてもらって連
絡をするとガイドさんを派遣するっていう形でツアーをやったりとか。
古事の森そのもののツアーは無いですね。木曽ヒノキ備林と一緒のツアーはある。

［B］場所柄、付知峡の向こう側の中学生の方々が下草刈りをやるとか運営を中心的にやって
おられる方が別の林業グループの方なので付知の子たちなんかを下草狩り体験をそうさせる
場所として使われていますね。加子母としてあそこで活動するっていうのは未だにないです
ね、今のところ。なんとなくここら辺というか、ほとんど知らないですね。僕もここ数年で
ようやく気がついてきたことなんですけど、加子母の人が渡合っていう地区に行ったことが
ない人が結構いるんですよ。私も行ったことないっていう人たちが北桧の立派なところがあ
るっていうのは、なんとなく知っているぐらいなので昔はもっと知らなかったくらいで最近
はテレビなんかでいろいろ取り上げてもらってるのでなんとか、知ってるくらいのことで実
際そこに行ったことがあるかっていうと行ったことがある人は少ないなーっていう感じは
持ってますね。なんで、この古事の森は渡合に行く途中、全く途中の所の道の両側にあるの
で本当に通るときに見えてくるんですけど、それすら見えてないっていう看板は一応立って
るんですけどあんまり立派な看板という感じじゃないんですよ。もともと森林施業はされて
いて、そこをその当時の東濃森林管理署の組合長の人との話し合いの中であそこを将来の木
曽ヒノキ備林じゃないですけど。木曽ヒノキ備林ってすごくもう、樹齢何 100 年なんでそこ
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まだ育林していると

［B］昭和30年代から40年代にかけて金になるからって一生懸命植えてったら今この状態で、
欲に目が眩んだって言い方は良くないかも知れないですけど、一生懸命木を育てるために夏
のクソ暑いのに下草狩りをやったり、マムシやハチと戦いながらみんなやっていたのね、村
民が、自分の山を育てるために。ずっと大体手入れが終わって、さあと思ったらドンと落ち
てしまって。またそれを伐って、炎天下の中で草刈りをするのかっていうのを考えたときに、
もう嫌だって、一周回って村民は疲れてしまっていうところはあって。もうあんなことはや
りたくないなって。ところがもっとずっと遡るとそれこそ内木家がやってた山造りに結局、
戻らないといけないなっていう感じに最近なってきたなと思っていて、自分的には。拡大造
林するためにヒノキの苗を畑で植えて、山に持っていかないといけないんで余分な根っこや
らなんやらを切って軽くして山にポンポンと植えるっていうやり方で拡大造林をやっていた
んですけど、結局その動物の住む住処も侵略して行ったわけですから、動物の餌にもなる、
それから畑で育てたものが山に性が合わないっていうか、うまく活着してくれないんですよ
ね。それでもそれなりに大きくなるんですけど、結局、今のちょっと雨が降るとすぐに崩れ
てしまう根が張らない木になってしまったんですね、日本全国それが同じ状態になっている
んですけど。ところが内木家がやっていたのは木が地中深くまでいくっていう苗木づくりを
ちゃんと尾張藩の時代にやっていたわけよ。それを 300 年後 400 年後 500 年後にっていう
ことでちゃんと時間をかけて育てるっていうことをあの時代にやっていた。それを真似るの
しかないなっていうことで「美林萬世」になっていったんじゃないかなっていうのが僕のあ
れなんですけど。今もうそういう風に育てていかないと、自分たちの生きる生活空間も土砂
崩れがあるかも知れないっていうのに脅かされることにもなるし、動物が降りてきて田畑を
荒らすし。ちゃんと共存する形をとってやれば、やっぱりいい木になるし、いい木になれば
それはそれでお金になるし . 今でも森林組合でいい木はそれなりの値段で売れるけど、簡単
に植えてほったらかしの木だとやっぱり材料としては二束三文になってしまうので、割りに
合わん、でほかっとく、でまた崩れる。悪いサイクルになっちゃっているのでそこは見直さ
ないといけないのかなと思っているんですけど。
大量生産で大量消費しすぎかなと、食糧の余るやつ、フードロスみたいなね、あれと一緒で
ね、やたら木も切って、木だからいいやっていうようなイメージがどうも付いているような
気がして。その本来の木の使い方じゃないんじゃないかと思うような。
必要以上に人類は木を伐り過ぎているところがあるので、まあ、それは日本人が欲するから
外国で木を切っているというのはあるのかも知れないですけど。だから今こんな台風が来る
とかそういうのにも繋がっているのかなと、最近思うように。昔、加子母はこんなに暑いこ
とはなかったんですけど、夏が無茶苦茶暑い感じになってる。僕ら子供の頃は暑いなんて思っ
たことがないくらいのところだったのに。そうなってくると今度は、加子母で育てた、加子
母っていうかこの木曽地方で育てたヒノキってもうちょっと北のほうに植生が変わって行っ
たりせんかなと思ったりね。もうちょっと涼しい方へ。本当に木曽ヒノキ備林のところに立っ
ているヒノキとここら辺に立っている木と比べると、やっぱりここら辺の木は温室育ちです
よ。あっちの荒々しいところに一生懸命根を張って育ってるヒノキと比べたら、こっちは温
室で大切に育てられている感じになっていますから。

ちょっと緩い区域に指定して全体として神宮備林を守っていこうという計画を林野庁の方が
立てて、その中で伊勢神宮の御神木を切ったりだとか当然その切っていかないと文化財の建
物が守っていけないので計画的に伐採していこうということを認めてもらうためにもその計
画を作った時の報告書の。木曽ヒノキ備林のガイドを始めることになった経緯だとか、どう
いう取り組みをやってきたかっていうことをまとめた資料。
［B］さっき場所によっていろんな施業がって言ったのがこの図面で言うゾーニングってやつ
です。ここはこういうゾーンでこういうやり方でやっていくっていうように。

［C］区域は段階的になっているので神宮備林っていうのは 1番核コアの部分、かなり厳密
に管理していくってことで、周りは段階的っていう感じで、周辺のところは比較的、人工的
な施業っていうかそういうのが行われている場所も含まれているので。ちょうど林業振興会
に行く時に自然保護協会やなんかがね、いろいろざわざわとし始めて林野庁の方もきちんと
対策を取らないとっていうことで関係する市町村とか中日新聞社の飯田さんって言う、そう
いう人たちにも入ってもらって計画を作ろうという。

・森づくりについて
［C］ まだ林業というそのものの歴史が 100 年そこそこ今のその近代林業っていうのがそのく
らいの歴史しかないので要はその山が加子母でもほとんどなので本当にまだ神宮備林みたい
に 200 年 300 年というスパンでこれから考えていかないとこれが例えば伐期が来たから 50
年 60 年だから皆伐してなんていう同じようなことを過ちを繰り返すことはないと思うしそ
れに向けてやっぱり背景的にもね拡大造林の時はバーってそこら中にスギヒノキが植えられ
たけどここはもう元々潜在的にヒノキが伐れば普通に生えてくるっていうそういう土地柄な
のでそこ本当にそういう背景と自然環境というかね、そこを活かしていくっていうのは加子
母のスタイルとしては適してるって思う。

［B］千坪割りで村民が急に財産もらって、山に貯金するっていう形で嬉しくて、一生懸命山
仕事を、当時はあんまり、他の地域の情報も入らないですから一生懸命、木の手入れをして
いい木を育てるってことができていい木ができたんですけど、また諍いがあってなくなっ
たってのがあるんですけど、とにかく木はお金になる、特にヒノキはお金になる。戦後、木
材が必要なときに供給できる、できたときに結構お金がみんな手にはいたっていう、40 年代、
50 年代の手前くらいまではね。それで結構お金があったので一生懸命やったんですけど、
それこそ輸入物が来たり、どんなものでも木ならいいやっていう状態になって、安くなってっ
ていう形に追い討ちをかけるようになってどんどん意識がなくなって行っちゃってるという
のがあるんですけど、僕らの時に比べると、今の子たち、若い子たちは加子母にちゃんとそ
ういう木があるよっていうのを知っているはずなんですよね。教えられてきているから。僕
らは一切そういうことを教えてもらってなかったんで。加子母にそういう立派な木があるっ
て知りませんでしたから。知っているのは満博くんの家の近くの大きい杉の木があるとか、
おごの大杉があるとか、僕らが知っている木っていうのはこれぐらいの木ですわ。子供の頃
から木を植えろみたいな、拡大造林で植えろみたいな。どっちかっていうとヒノキって細い、
小さい、ヒョロヒョロと伸びた

［C］うちらの時はちょうど枝打ちとか、今は枝打ちとかするところはほとんどないっていう
と変ですけど、ほとんど植えていないのでもう間伐して伐っていくばっかりなんですけど、
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まで行かんでも 200 年くらいまでに出せるちゃんとした木っていうかそういう木曽ヒノキを
出そうっていう。今実際に立っているのは多分 150 年かなんかくらいだったと思うんですけ
ど。文化財を作るのにすべて 1000 年のヒノキがいるってわけじゃないので、当然そのヒノ
キだけじゃなくてスギとかケヤキとかいろんな木がいると思うのでヒノキも建築材として一
番優良だと言われていますけど、使う場所がいろんなところがあるのですべてがすべてそれ
である必要はないということで、立松さんはそこら辺に目をつけたのかなと僕は思っていま
す。

・木曽ヒノキ備林について
［B］もう完全に木曽ヒノキ備林についてはもう別格な森なので、今もそうですし、で使える
木材も本当、年に、1年に伐り出せる量なんて 100 本にも満たないくらいしかでてないはず
なので。伊勢神宮も聞いてみるとあそこまでの樹齢はいらないって言うことで。神宮の森っ
て伊勢神宮の裏山にあるので、あの面積がもうあと 100 年いかないくらいで使えるようにな
るらしいんですよ。なんで、あそこから伐り出しをできるようになってくるとこっちはもう
使わなくていい。いやそういう感じで場所によってはその木材じゃないとっていう話もある
らしいんですけど、そういう使い方になってくるっていう将来。今でももう 2代目大ヒノキ
くらいのレベルの太さの木っていうのが本当は欲しいらしいんですけど。ある場所によって
はちょうど伊勢神宮の神宮のなんか本当の神殿ですかね。中に入る時の扉は 1枚板じゃない
ととかっていう話を聞いたことがあって、その 1枚板を作るには 1m以上の柾目の板がない
と出来ないそうで、それを作るとなると相当の年数のものがいるという風に聞いたんですけ
ど、今とてもそれは生産できない状態なので、今は張り合わせで 2枚を 1枚板にして、それ
を両側に向けて開けれるようにしてるっていう。もうそれは 2回くらい前の遷宮の時から採
用しているみたいでもう手に入らなくなってというか、まさか台湾ヒノキを使うわけにはい
かないっていう話なのかも知れないですけど。
ただ本当に 1枚板で扉板を作るまでの木がない。古事の森はそこまでのものじゃなくていい
のでちょっとした 30 センチくらいの柾目のやつが採れればいいということでそうすると直
径 60 センチとか胸高でね。そうすると大体ヒノキで 100 年から 200 年くらいはいいかなと
いう。
昔からあそこは立派な木が、伐り出しできなくて残っていただけのことなんでしょうけど当
然伐り出しやすいところからどんどんどんどん切っていたので元に戻さなきゃいけないって
いうことで植林はされていくんで、ただ割とその何 10 年単位である程度方針が変わるとい
うかどういう聞き方をして行くかだとかその国の考え方が変わってくるのでこの山はこうい
う施業、この山はこうするようにしようというようなやり方に変わっていて。昔は木を一斉
に伐って、一斉に植えて前みたいに何回か大きい木を作ってっていうような感じだと思うん
ですけど、今はここはこういう山にしよう、ここはこういう山にしようという風で国は動い
てるはずなんで。それが私たち民間の山も一応そういう施業計画みたいな計画を立てて伐っ
たり植えたりしていくっていうシステムになっているので。古事の森みたいな感じである程
度区画を決めてこの中ではこうやろうっていった場所が古事の森になったというような感じ
で思って貰えばいいのかなと思うんですけど。

［C］自然保護団体が神宮備林とか木曽ヒノキ備林をどうしていくんだって、議論されること
になって「温帯性森林樹林帯」っていうことで神宮備林も含めて木曽から裏木曽まで全体含
めて木曽檜のエリアのどういう風に保存していこうかっていう緩衝というかその周辺地域は

・古事の森について
［B］資料のようなものを探せばあると思う。それこそ満博くんの方からの資料だけなので、
それがどれくらいのものなのか。
いつもは古事の森の主催でヒノキ美林のツアーがあったりするんですけど、コロナで今年は
何もできん。

［C］最初は立松さんの提唱された古事の森っていうことでちょうど神宮備林の入り口のとこ
ろ、三叉路のところ。
この間伊勢神宮の式年遷宮の斧入れ式を初めて人工林、植樹した木を切ったんですけど、そ
れが古事の森のエリア内なんですよ。はじめは本当そういった森を守っていこうっていう活
動でスタートして。その後国有林、神宮備林の方も今までは視察ではないと入れなかったん
ですけど商業利用っていうか有料ガイドとして案内するっていうことを国の方が地元の方で
そういう協議会を作れば協議会に委託する形で活用してもらってもいいですよっていうこと
になっていて受け皿に、元々裏木曽古事の森育成協議会っていうのがあってガイドなんかも
やり始めたとこだったんですけど、このコロナの影響でなかなか市の方も新しい環境資源と
いうことで、何とか活用していければと言うことになったんですけど。

［B］裏木曽古事の森育成協議会っていうのがあるんですけど、そのメンバーっていうのが一
般市民的なのはなくて、林業グループの会長さんだとか、商工会の人だとか、森林組合だっ
たり林産組合あたり、あと渡合温泉の代表さんも入っていたり付知と加子母それぞれのまち
づくり、むらづくり協議会もう一度名前を連ねているんですけど、基本的に動いているのは
森林組合だとか林業グループだとか、その辺の方々が動いておられるということでガイドツ
アーだとかっていうのも今月中に事務局があるので付知町さんの方で受付をしてもらって連
絡をするとガイドさんを派遣するっていう形でツアーをやったりとか。
古事の森そのもののツアーは無いですね。木曽ヒノキ備林と一緒のツアーはある。

［B］場所柄、付知峡の向こう側の中学生の方々が下草刈りをやるとか運営を中心的にやって
おられる方が別の林業グループの方なので付知の子たちなんかを下草狩り体験をそうさせる
場所として使われていますね。加子母としてあそこで活動するっていうのは未だにないです
ね、今のところ。なんとなくここら辺というか、ほとんど知らないですね。僕もここ数年で
ようやく気がついてきたことなんですけど、加子母の人が渡合っていう地区に行ったことが
ない人が結構いるんですよ。私も行ったことないっていう人たちが北桧の立派なところがあ
るっていうのは、なんとなく知っているぐらいなので昔はもっと知らなかったくらいで最近
はテレビなんかでいろいろ取り上げてもらってるのでなんとか、知ってるくらいのことで実
際そこに行ったことがあるかっていうと行ったことがある人は少ないなーっていう感じは
持ってますね。なんで、この古事の森は渡合に行く途中、全く途中の所の道の両側にあるの
で本当に通るときに見えてくるんですけど、それすら見えてないっていう看板は一応立って
るんですけどあんまり立派な看板という感じじゃないんですよ。もともと森林施業はされて
いて、そこをその当時の東濃森林管理署の組合長の人との話し合いの中であそこを将来の木
曽ヒノキ備林じゃないですけど。木曽ヒノキ備林ってすごくもう、樹齢何 100 年なんでそこ
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まだ育林していると

［B］昭和30年代から40年代にかけて金になるからって一生懸命植えてったら今この状態で、
欲に目が眩んだって言い方は良くないかも知れないですけど、一生懸命木を育てるために夏
のクソ暑いのに下草狩りをやったり、マムシやハチと戦いながらみんなやっていたのね、村
民が、自分の山を育てるために。ずっと大体手入れが終わって、さあと思ったらドンと落ち
てしまって。またそれを伐って、炎天下の中で草刈りをするのかっていうのを考えたときに、
もう嫌だって、一周回って村民は疲れてしまっていうところはあって。もうあんなことはや
りたくないなって。ところがもっとずっと遡るとそれこそ内木家がやってた山造りに結局、
戻らないといけないなっていう感じに最近なってきたなと思っていて、自分的には。拡大造
林するためにヒノキの苗を畑で植えて、山に持っていかないといけないんで余分な根っこや
らなんやらを切って軽くして山にポンポンと植えるっていうやり方で拡大造林をやっていた
んですけど、結局その動物の住む住処も侵略して行ったわけですから、動物の餌にもなる、
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画を作った時の報告書の。木曽ヒノキ備林のガイドを始めることになった経緯だとか、どう
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に行く時に自然保護協会やなんかがね、いろいろざわざわとし始めて林野庁の方もきちんと
対策を取らないとっていうことで関係する市町村とか中日新聞社の飯田さんって言う、そう
いう人たちにも入ってもらって計画を作ろうという。

・森づくりについて
［C］ まだ林業というそのものの歴史が 100 年そこそこ今のその近代林業っていうのがそのく
らいの歴史しかないので要はその山が加子母でもほとんどなので本当にまだ神宮備林みたい
に 200 年 300 年というスパンでこれから考えていかないとこれが例えば伐期が来たから 50
年 60 年だから皆伐してなんていう同じようなことを過ちを繰り返すことはないと思うしそ
れに向けてやっぱり背景的にもね拡大造林の時はバーってそこら中にスギヒノキが植えられ
たけどここはもう元々潜在的にヒノキが伐れば普通に生えてくるっていうそういう土地柄な
のでそこ本当にそういう背景と自然環境というかね、そこを活かしていくっていうのは加子
母のスタイルとしては適してるって思う。

［B］千坪割りで村民が急に財産もらって、山に貯金するっていう形で嬉しくて、一生懸命山
仕事を、当時はあんまり、他の地域の情報も入らないですから一生懸命、木の手入れをして
いい木を育てるってことができていい木ができたんですけど、また諍いがあってなくなっ
たってのがあるんですけど、とにかく木はお金になる、特にヒノキはお金になる。戦後、木
材が必要なときに供給できる、できたときに結構お金がみんな手にはいたっていう、40年代、
50 年代の手前くらいまではね。それで結構お金があったので一生懸命やったんですけど、
それこそ輸入物が来たり、どんなものでも木ならいいやっていう状態になって、安くなってっ
ていう形に追い討ちをかけるようになってどんどん意識がなくなって行っちゃってるという
のがあるんですけど、僕らの時に比べると、今の子たち、若い子たちは加子母にちゃんとそ
ういう木があるよっていうのを知っているはずなんですよね。教えられてきているから。僕
らは一切そういうことを教えてもらってなかったんで。加子母にそういう立派な木があるっ
て知りませんでしたから。知っているのは満博くんの家の近くの大きい杉の木があるとか、
おごの大杉があるとか、僕らが知っている木っていうのはこれぐらいの木ですわ。子供の頃
から木を植えろみたいな、拡大造林で植えろみたいな。どっちかっていうとヒノキって細い、
小さい、ヒョロヒョロと伸びた

［C］うちらの時はちょうど枝打ちとか、今は枝打ちとかするところはほとんどないっていう
と変ですけど、ほとんど植えていないのでもう間伐して伐っていくばっかりなんですけど、
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まで行かんでも 200 年くらいまでに出せるちゃんとした木っていうかそういう木曽ヒノキを
出そうっていう。今実際に立っているのは多分 150 年かなんかくらいだったと思うんですけ
ど。文化財を作るのにすべて 1000 年のヒノキがいるってわけじゃないので、当然そのヒノ
キだけじゃなくてスギとかケヤキとかいろんな木がいると思うのでヒノキも建築材として一
番優良だと言われていますけど、使う場所がいろんなところがあるのですべてがすべてそれ
である必要はないということで、立松さんはそこら辺に目をつけたのかなと僕は思っていま
す。
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なので。伊勢神宮も聞いてみるとあそこまでの樹齢はいらないって言うことで。神宮の森っ
て伊勢神宮の裏山にあるので、あの面積がもうあと 100 年いかないくらいで使えるようにな
るらしいんですよ。なんで、あそこから伐り出しをできるようになってくるとこっちはもう
使わなくていい。いやそういう感じで場所によってはその木材じゃないとっていう話もある
らしいんですけど、そういう使い方になってくるっていう将来。今でももう 2代目大ヒノキ
くらいのレベルの太さの木っていうのが本当は欲しいらしいんですけど。ある場所によって
はちょうど伊勢神宮の神宮のなんか本当の神殿ですかね。中に入る時の扉は 1枚板じゃない
ととかっていう話を聞いたことがあって、その 1枚板を作るには 1m以上の柾目の板がない
と出来ないそうで、それを作るとなると相当の年数のものがいるという風に聞いたんですけ
ど、今とてもそれは生産できない状態なので、今は張り合わせで 2枚を 1枚板にして、それ
を両側に向けて開けれるようにしてるっていう。もうそれは 2回くらい前の遷宮の時から採
用しているみたいでもう手に入らなくなってというか、まさか台湾ヒノキを使うわけにはい
かないっていう話なのかも知れないですけど。
ただ本当に 1枚板で扉板を作るまでの木がない。古事の森はそこまでのものじゃなくていい
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昔からあそこは立派な木が、伐り出しできなくて残っていただけのことなんでしょうけど当
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うかどういう聞き方をして行くかだとかその国の考え方が変わってくるのでこの山はこうい
う施業、この山はこうするようにしようというようなやり方に変わっていて。昔は木を一斉
に伐って、一斉に植えて前みたいに何回か大きい木を作ってっていうような感じだと思うん
ですけど、今はここはこういう山にしよう、ここはこういう山にしようという風で国は動い
てるはずなんで。それが私たち民間の山も一応そういう施業計画みたいな計画を立てて伐っ
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りたくないなって。ところがもっとずっと遡るとそれこそ内木家がやってた山造りに結局、
戻らないといけないなっていう感じに最近なってきたなと思っていて、自分的には。拡大造
林するためにヒノキの苗を畑で植えて、山に持っていかないといけないんで余分な根っこや
らなんやらを切って軽くして山にポンポンと植えるっていうやり方で拡大造林をやっていた
んですけど、結局その動物の住む住処も侵略して行ったわけですから、動物の餌にもなる、
それから畑で育てたものが山に性が合わないっていうか、うまく活着してくれないんですよ
ね。それでもそれなりに大きくなるんですけど、結局、今のちょっと雨が降るとすぐに崩れ
てしまう根が張らない木になってしまったんですね、日本全国それが同じ状態になっている
んですけど。ところが内木家がやっていたのは木が地中深くまでいくっていう苗木づくりを
ちゃんと尾張藩の時代にやっていたわけよ。それを 300 年後 400 年後 500 年後にっていう
ことでちゃんと時間をかけて育てるっていうことをあの時代にやっていた。それを真似るの
しかないなっていうことで「美林萬世」になっていったんじゃないかなっていうのが僕のあ
れなんですけど。今もうそういう風に育てていかないと、自分たちの生きる生活空間も土砂
崩れがあるかも知れないっていうのに脅かされることにもなるし、動物が降りてきて田畑を
荒らすし。ちゃんと共存する形をとってやれば、やっぱりいい木になるし、いい木になれば
それはそれでお金になるし . 今でも森林組合でいい木はそれなりの値段で売れるけど、簡単
に植えてほったらかしの木だとやっぱり材料としては二束三文になってしまうので、割りに
合わん、でほかっとく、でまた崩れる。悪いサイクルになっちゃっているのでそこは見直さ
ないといけないのかなと思っているんですけど。
大量生産で大量消費しすぎかなと、食糧の余るやつ、フードロスみたいなね、あれと一緒で
ね、やたら木も切って、木だからいいやっていうようなイメージがどうも付いているような
気がして。その本来の木の使い方じゃないんじゃないかと思うような。
必要以上に人類は木を伐り過ぎているところがあるので、まあ、それは日本人が欲するから
外国で木を切っているというのはあるのかも知れないですけど。だから今こんな台風が来る
とかそういうのにも繋がっているのかなと、最近思うように。昔、加子母はこんなに暑いこ
とはなかったんですけど、夏が無茶苦茶暑い感じになってる。僕ら子供の頃は暑いなんて思っ
たことがないくらいのところだったのに。そうなってくると今度は、加子母で育てた、加子
母っていうかこの木曽地方で育てたヒノキってもうちょっと北のほうに植生が変わって行っ
たりせんかなと思ったりね。もうちょっと涼しい方へ。本当に木曽ヒノキ備林のところに立っ
ているヒノキとここら辺に立っている木と比べると、やっぱりここら辺の木は温室育ちです
よ。あっちの荒々しいところに一生懸命根を張って育ってるヒノキと比べたら、こっちは温
室で大切に育てられている感じになっていますから。

ちょっと緩い区域に指定して全体として神宮備林を守っていこうという計画を林野庁の方が
立てて、その中で伊勢神宮の御神木を切ったりだとか当然その切っていかないと文化財の建
物が守っていけないので計画的に伐採していこうということを認めてもらうためにもその計
画を作った時の報告書の。木曽ヒノキ備林のガイドを始めることになった経緯だとか、どう
いう取り組みをやってきたかっていうことをまとめた資料。
［B］さっき場所によっていろんな施業がって言ったのがこの図面で言うゾーニングってやつ
です。ここはこういうゾーンでこういうやり方でやっていくっていうように。

［C］区域は段階的になっているので神宮備林っていうのは 1番核コアの部分、かなり厳密
に管理していくってことで、周りは段階的っていう感じで、周辺のところは比較的、人工的
な施業っていうかそういうのが行われている場所も含まれているので。ちょうど林業振興会
に行く時に自然保護協会やなんかがね、いろいろざわざわとし始めて林野庁の方もきちんと
対策を取らないとっていうことで関係する市町村とか中日新聞社の飯田さんって言う、そう
いう人たちにも入ってもらって計画を作ろうという。

・森づくりについて
［C］ まだ林業というそのものの歴史が 100 年そこそこ今のその近代林業っていうのがそのく
らいの歴史しかないので要はその山が加子母でもほとんどなので本当にまだ神宮備林みたい
に 200 年 300 年というスパンでこれから考えていかないとこれが例えば伐期が来たから 50
年 60 年だから皆伐してなんていう同じようなことを過ちを繰り返すことはないと思うしそ
れに向けてやっぱり背景的にもね拡大造林の時はバーってそこら中にスギヒノキが植えられ
たけどここはもう元々潜在的にヒノキが伐れば普通に生えてくるっていうそういう土地柄な
のでそこ本当にそういう背景と自然環境というかね、そこを活かしていくっていうのは加子
母のスタイルとしては適してるって思う。

［B］千坪割りで村民が急に財産もらって、山に貯金するっていう形で嬉しくて、一生懸命山
仕事を、当時はあんまり、他の地域の情報も入らないですから一生懸命、木の手入れをして
いい木を育てるってことができていい木ができたんですけど、また諍いがあってなくなっ
たってのがあるんですけど、とにかく木はお金になる、特にヒノキはお金になる。戦後、木
材が必要なときに供給できる、できたときに結構お金がみんな手にはいたっていう、40 年代、
50 年代の手前くらいまではね。それで結構お金があったので一生懸命やったんですけど、
それこそ輸入物が来たり、どんなものでも木ならいいやっていう状態になって、安くなってっ
ていう形に追い討ちをかけるようになってどんどん意識がなくなって行っちゃってるという
のがあるんですけど、僕らの時に比べると、今の子たち、若い子たちは加子母にちゃんとそ
ういう木があるよっていうのを知っているはずなんですよね。教えられてきているから。僕
らは一切そういうことを教えてもらってなかったんで。加子母にそういう立派な木があるっ
て知りませんでしたから。知っているのは満博くんの家の近くの大きい杉の木があるとか、
おごの大杉があるとか、僕らが知っている木っていうのはこれぐらいの木ですわ。子供の頃
から木を植えろみたいな、拡大造林で植えろみたいな。どっちかっていうとヒノキって細い、
小さい、ヒョロヒョロと伸びた

［C］うちらの時はちょうど枝打ちとか、今は枝打ちとかするところはほとんどないっていう
と変ですけど、ほとんど植えていないのでもう間伐して伐っていくばっかりなんですけど、
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まで行かんでも 200 年くらいまでに出せるちゃんとした木っていうかそういう木曽ヒノキを
出そうっていう。今実際に立っているのは多分 150 年かなんかくらいだったと思うんですけ
ど。文化財を作るのにすべて 1000 年のヒノキがいるってわけじゃないので、当然そのヒノ
キだけじゃなくてスギとかケヤキとかいろんな木がいると思うのでヒノキも建築材として一
番優良だと言われていますけど、使う場所がいろんなところがあるのですべてがすべてそれ
である必要はないということで、立松さんはそこら辺に目をつけたのかなと僕は思っていま
す。

・木曽ヒノキ備林について
［B］もう完全に木曽ヒノキ備林についてはもう別格な森なので、今もそうですし、で使える
木材も本当、年に、1年に伐り出せる量なんて 100 本にも満たないくらいしかでてないはず
なので。伊勢神宮も聞いてみるとあそこまでの樹齢はいらないって言うことで。神宮の森っ
て伊勢神宮の裏山にあるので、あの面積がもうあと 100 年いかないくらいで使えるようにな
るらしいんですよ。なんで、あそこから伐り出しをできるようになってくるとこっちはもう
使わなくていい。いやそういう感じで場所によってはその木材じゃないとっていう話もある
らしいんですけど、そういう使い方になってくるっていう将来。今でももう 2代目大ヒノキ
くらいのレベルの太さの木っていうのが本当は欲しいらしいんですけど。ある場所によって
はちょうど伊勢神宮の神宮のなんか本当の神殿ですかね。中に入る時の扉は 1枚板じゃない
ととかっていう話を聞いたことがあって、その 1枚板を作るには 1m以上の柾目の板がない
と出来ないそうで、それを作るとなると相当の年数のものがいるという風に聞いたんですけ
ど、今とてもそれは生産できない状態なので、今は張り合わせで 2枚を 1枚板にして、それ
を両側に向けて開けれるようにしてるっていう。もうそれは 2回くらい前の遷宮の時から採
用しているみたいでもう手に入らなくなってというか、まさか台湾ヒノキを使うわけにはい
かないっていう話なのかも知れないですけど。
ただ本当に 1枚板で扉板を作るまでの木がない。古事の森はそこまでのものじゃなくていい
のでちょっとした 30 センチくらいの柾目のやつが採れればいいということでそうすると直
径 60 センチとか胸高でね。そうすると大体ヒノキで 100 年から 200 年くらいはいいかなと
いう。
昔からあそこは立派な木が、伐り出しできなくて残っていただけのことなんでしょうけど当
然伐り出しやすいところからどんどんどんどん切っていたので元に戻さなきゃいけないって
いうことで植林はされていくんで、ただ割とその何 10 年単位である程度方針が変わるとい
うかどういう聞き方をして行くかだとかその国の考え方が変わってくるのでこの山はこうい
う施業、この山はこうするようにしようというようなやり方に変わっていて。昔は木を一斉
に伐って、一斉に植えて前みたいに何回か大きい木を作ってっていうような感じだと思うん
ですけど、今はここはこういう山にしよう、ここはこういう山にしようという風で国は動い
てるはずなんで。それが私たち民間の山も一応そういう施業計画みたいな計画を立てて伐っ
たり植えたりしていくっていうシステムになっているので。古事の森みたいな感じである程
度区画を決めてこの中ではこうやろうっていった場所が古事の森になったというような感じ
で思って貰えばいいのかなと思うんですけど。

［C］自然保護団体が神宮備林とか木曽ヒノキ備林をどうしていくんだって、議論されること
になって「温帯性森林樹林帯」っていうことで神宮備林も含めて木曽から裏木曽まで全体含
めて木曽檜のエリアのどういう風に保存していこうかっていう緩衝というかその周辺地域は

・古事の森について
［B］資料のようなものを探せばあると思う。それこそ満博くんの方からの資料だけなので、
それがどれくらいのものなのか。
いつもは古事の森の主催でヒノキ美林のツアーがあったりするんですけど、コロナで今年は
何もできん。

［C］最初は立松さんの提唱された古事の森っていうことでちょうど神宮備林の入り口のとこ
ろ、三叉路のところ。
この間伊勢神宮の式年遷宮の斧入れ式を初めて人工林、植樹した木を切ったんですけど、そ
れが古事の森のエリア内なんですよ。はじめは本当そういった森を守っていこうっていう活
動でスタートして。その後国有林、神宮備林の方も今までは視察ではないと入れなかったん
ですけど商業利用っていうか有料ガイドとして案内するっていうことを国の方が地元の方で
そういう協議会を作れば協議会に委託する形で活用してもらってもいいですよっていうこと
になっていて受け皿に、元々裏木曽古事の森育成協議会っていうのがあってガイドなんかも
やり始めたとこだったんですけど、このコロナの影響でなかなか市の方も新しい環境資源と
いうことで、何とか活用していければと言うことになったんですけど。

［B］裏木曽古事の森育成協議会っていうのがあるんですけど、そのメンバーっていうのが一
般市民的なのはなくて、林業グループの会長さんだとか、商工会の人だとか、森林組合だっ
たり林産組合あたり、あと渡合温泉の代表さんも入っていたり付知と加子母それぞれのまち
づくり、むらづくり協議会もう一度名前を連ねているんですけど、基本的に動いているのは
森林組合だとか林業グループだとか、その辺の方々が動いておられるということでガイドツ
アーだとかっていうのも今月中に事務局があるので付知町さんの方で受付をしてもらって連
絡をするとガイドさんを派遣するっていう形でツアーをやったりとか。
古事の森そのもののツアーは無いですね。木曽ヒノキ備林と一緒のツアーはある。

［B］場所柄、付知峡の向こう側の中学生の方々が下草刈りをやるとか運営を中心的にやって
おられる方が別の林業グループの方なので付知の子たちなんかを下草狩り体験をそうさせる
場所として使われていますね。加子母としてあそこで活動するっていうのは未だにないです
ね、今のところ。なんとなくここら辺というか、ほとんど知らないですね。僕もここ数年で
ようやく気がついてきたことなんですけど、加子母の人が渡合っていう地区に行ったことが
ない人が結構いるんですよ。私も行ったことないっていう人たちが北桧の立派なところがあ
るっていうのは、なんとなく知っているぐらいなので昔はもっと知らなかったくらいで最近
はテレビなんかでいろいろ取り上げてもらってるのでなんとか、知ってるくらいのことで実
際そこに行ったことがあるかっていうと行ったことがある人は少ないなーっていう感じは
持ってますね。なんで、この古事の森は渡合に行く途中、全く途中の所の道の両側にあるの
で本当に通るときに見えてくるんですけど、それすら見えてないっていう看板は一応立って
るんですけどあんまり立派な看板という感じじゃないんですよ。もともと森林施業はされて
いて、そこをその当時の東濃森林管理署の組合長の人との話し合いの中であそこを将来の木
曽ヒノキ備林じゃないですけど。木曽ヒノキ備林ってすごくもう、樹齢何 100 年なんでそこ

まだ育林していると

［B］昭和30年代から40年代にかけて金になるからって一生懸命植えてったら今この状態で、
欲に目が眩んだって言い方は良くないかも知れないですけど、一生懸命木を育てるために夏
のクソ暑いのに下草狩りをやったり、マムシやハチと戦いながらみんなやっていたのね、村
民が、自分の山を育てるために。ずっと大体手入れが終わって、さあと思ったらドンと落ち
てしまって。またそれを伐って、炎天下の中で草刈りをするのかっていうのを考えたときに、
もう嫌だって、一周回って村民は疲れてしまっていうところはあって。もうあんなことはや
りたくないなって。ところがもっとずっと遡るとそれこそ内木家がやってた山造りに結局、
戻らないといけないなっていう感じに最近なってきたなと思っていて、自分的には。拡大造
林するためにヒノキの苗を畑で植えて、山に持っていかないといけないんで余分な根っこや
らなんやらを切って軽くして山にポンポンと植えるっていうやり方で拡大造林をやっていた
んですけど、結局その動物の住む住処も侵略して行ったわけですから、動物の餌にもなる、
それから畑で育てたものが山に性が合わないっていうか、うまく活着してくれないんですよ
ね。それでもそれなりに大きくなるんですけど、結局、今のちょっと雨が降るとすぐに崩れ
てしまう根が張らない木になってしまったんですね、日本全国それが同じ状態になっている
んですけど。ところが内木家がやっていたのは木が地中深くまでいくっていう苗木づくりを
ちゃんと尾張藩の時代にやっていたわけよ。それを 300 年後 400 年後 500 年後にっていう
ことでちゃんと時間をかけて育てるっていうことをあの時代にやっていた。それを真似るの
しかないなっていうことで「美林萬世」になっていったんじゃないかなっていうのが僕のあ
れなんですけど。今もうそういう風に育てていかないと、自分たちの生きる生活空間も土砂
崩れがあるかも知れないっていうのに脅かされることにもなるし、動物が降りてきて田畑を
荒らすし。ちゃんと共存する形をとってやれば、やっぱりいい木になるし、いい木になれば
それはそれでお金になるし . 今でも森林組合でいい木はそれなりの値段で売れるけど、簡単
に植えてほったらかしの木だとやっぱり材料としては二束三文になってしまうので、割りに
合わん、でほかっとく、でまた崩れる。悪いサイクルになっちゃっているのでそこは見直さ
ないといけないのかなと思っているんですけど。
大量生産で大量消費しすぎかなと、食糧の余るやつ、フードロスみたいなね、あれと一緒で
ね、やたら木も切って、木だからいいやっていうようなイメージがどうも付いているような
気がして。その本来の木の使い方じゃないんじゃないかと思うような。
必要以上に人類は木を伐り過ぎているところがあるので、まあ、それは日本人が欲するから
外国で木を切っているというのはあるのかも知れないですけど。だから今こんな台風が来る
とかそういうのにも繋がっているのかなと、最近思うように。昔、加子母はこんなに暑いこ
とはなかったんですけど、夏が無茶苦茶暑い感じになってる。僕ら子供の頃は暑いなんて思っ
たことがないくらいのところだったのに。そうなってくると今度は、加子母で育てた、加子
母っていうかこの木曽地方で育てたヒノキってもうちょっと北のほうに植生が変わって行っ
たりせんかなと思ったりね。もうちょっと涼しい方へ。本当に木曽ヒノキ備林のところに立っ
ているヒノキとここら辺に立っている木と比べると、やっぱりここら辺の木は温室育ちです
よ。あっちの荒々しいところに一生懸命根を張って育ってるヒノキと比べたら、こっちは温
室で大切に育てられている感じになっていますから。

取扱注意

聞き取り調査表

ちょっと緩い区域に指定して全体として神宮備林を守っていこうという計画を林野庁の方が
立てて、その中で伊勢神宮の御神木を切ったりだとか当然その切っていかないと文化財の建
物が守っていけないので計画的に伐採していこうということを認めてもらうためにもその計
画を作った時の報告書の。木曽ヒノキ備林のガイドを始めることになった経緯だとか、どう
いう取り組みをやってきたかっていうことをまとめた資料。
［B］さっき場所によっていろんな施業がって言ったのがこの図面で言うゾーニングってやつ
です。ここはこういうゾーンでこういうやり方でやっていくっていうように。

［C］区域は段階的になっているので神宮備林っていうのは 1番核コアの部分、かなり厳密
に管理していくってことで、周りは段階的っていう感じで、周辺のところは比較的、人工的
な施業っていうかそういうのが行われている場所も含まれているので。ちょうど林業振興会
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と、あの方も言っておられるので

・先人の努力は否定できない
［C］今の、苗担いで山に植えたって人はまだかなり高齢でご健在の人がいらっしゃるので、
とてもその人の前でそういう、意味がなかったっていうようなことは言えない。これは本当
に世代超えたスパンで考えてっていうかね、とても今、先人たちの思いっていうのを否定す
るようなことが、加子母全体だと思うんですけど、ちょっとできないっていうか、しちゃい
けないっていうのがあると思うので。ただこの先ね、その世代の人たちが亡くなって、うち
らみたいなそんなに苦労してなくて山を、自分のところの山があるっていう人たちになった
ときに、本当にそこを、リセットっていうか戻すっていうか。

・補助金による施業の制限
［C］まあ、結果として今の状態だと間伐しながらどういう風に戻していくかっていうと、択
伐、抜き切りしながら、その後植栽しないで、そこの自然に生えてくる木を育てていくって
いうのができたらいいんやけど、結局今のやつだと間伐すれば植えなさいという、補助金的
にね、そういう仕組みがになっちゃっているので、じゃあ補助金に頼らないでできるかって
いうと、民間では補助金使わないで、間伐できるかっていうとできない状態になっちゃって
いるので
昔はあったんですよ。林野庁が、試験的にっていうと変ですけど、長伐期育成循環施業のよ
うな名前だったりとか、今だと補助金の場合、間伐とか入れれる対象になるのが、例えば林
齢が 60 年までの木とかって、そういう決まりがあるので。そこを崩しながら試験的に、60
年もう伐期超えちゃって 80 年になっちゃっているっていう山は補助金を入れられない状態
なんですけども、そういうところでも択伐してやっていけるようにちょっとそれ向けの補助
金を作ってみたりしているんですけど、伐って何も造林しないっていうものへの補助金は、
多分何もないんじゃないかな。
補助金のしがらみっちゅうのは、あるというかね、どうしても無視できないというかね、森
林組合としても。当然植えて枯れちゃったっていう

［B］私らは補助金に培養されてしまった。補助金がないと生きていけないっていうような感
じ
厳密に言うと、日本全国同じくらいの時期に、同じような状態で皆さん拡大造林されていた
ので、今むしろ自分のところの山、全部伐ってしまって、今から育てた方がみんなと違うよ
うに植えれるからいいなと思う人は中にはいますから。みんなと違う時期に出さないとね、
高いときに売り出さないと、一斉にみんな売り出すと、絶対価格が下がりますから。

・森林組合の新しい施業について
［B］まだ、あの構造ができてから歴史がないので。それこそ内木家がやってきた物と比べた
ら全然。あそこは充分に実証実験を何百年とやってきているのと、つい最近始めたところで
は全然話にならないので、究極は尾張藩の林政改革なのかなとか思っちゃいますけど。

［C］本当に、今その災害で言うとね、本当に戦後に真っ茶っ茶の土と木が流れてくるとこあ
るじゃないですか、ああいうのって元々はヒノキじゃなかったっていうか、きっとなかった
ところにヒノキを植えたからそういう風になっちゃったっていう、災害になりやすく。ここ
はもう地質的にも本当、全然その痩せているっていうか、ガラガラの、元々ガラガラの山な
ので、本当に育てるのにも、すくすくとは育たないっていうかね、逆に厳しい環境は整って
いるので。加子母はそこを変えることはできるんだけども、他の元々ヒノキとかを植えてい
なかったところに植えたところ、人たちもまあ、きっとそれは同じように将来木材の需要が
増えてくるってことで、一生懸命汗を流された山ではあるのでそれを全否定にするようなこ
とになってしまうので。
加子母でも昔の写真を見せてもらうと、加子母の山でもほとんど、ヒノキなんかはポツンと、
広葉樹の山で本当にその間に残っとったヒノキを多分戦後というかヒノキの値段がすごく良
かった時なんかは国有林からはそんなに出せないっていうと変やけど、で民有林から本当に
木曽ヒノキに準じるくらいの、今の東濃ヒノキとはまた全然違うヒノキだったと思う。材価
が 1/10 になったってこぼされるんやけど、きっとその時の今の 10 倍やった時のヒノキっ
ていうのは本当にその価値のあった、今の東濃ヒノキとはまた全然別物のヒノキやったと勝
手に推測しているんやけど。まあ、当然その歴史もあるわけじゃないので元々、割ってもらっ
た山の中に潜在的に育ってたヒノキっていうかね。
割とそういう、環境的にもそういう土地なので加子母でしかできないって言ったら変やけど、
温帯性針葉樹林帯の、要は国からコアっていうか、神宮備林に特化したのになっているけど、
ここ一帯っていうのはやっぱりそういう環境があるんだなあ。

［B］だから多様性にならない状態のまま、今なっているので。それを今、森林組合が間伐し
て薄くなったところへ木を、また厳しく育ててもらう方へ植えていくって方法でいろんな世
代を、という風に施業していかなあかんなっていうことなんだと思うんですけど。

・古事の森が文化財のモデル林にはならない
［B］いわゆる東濃森林管理所の経営に基づいた経営がなされている。それで、ただしそうい
う名前をつけた場所、ちょっとそこを意識した、木の文化を支える、森における大径木の森
づくり等の活動に関する協定書があるんですけど。あそこはそういうことを意識して作ろ
うっていう風に立松さんたちと考えた山がそこってことで、そこは本来でいうともうちょっ
とみんなに知ってもらえるようにできていかないといけない森なんだなと思うんですけど。
本当に昔、満博くんが言ったようないろんな木がある、多様性のある森っていうのはなかな
か作りにくいんですけど。山の上ほうは、全部が今みたいに針葉樹だったわけじゃないので、
もと、種なりはあるので多分、針葉樹を伐採すればその木ができてきて自然に昔の山に戻っ
ていくと思うんですよ。

・多様な植生の森づくり
［B］中島の社長さんも、加子母からクリだとかマツだとかいろんな木を出せるように、中島
さんの目からするといわゆる加子母から立派な家を建てるための木を全部供給できるような
形が理想じゃないのっていう。昔はいろんな木があったもんで、ヒノキだけじゃなくってね、
クリやらケヤキやらも出せると。クヌギやらナラやらなんかも何かしら役に立っていたわけ
で、器になったり、家具になったりとか、いろんなものになるのでそういう山になればいい
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クリやらケヤキやらも出せると。クヌギやらナラやらなんかも何かしら役に立っていたわけ
で、器になったり、家具になったりとか、いろんなものになるのでそういう山になればいい
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［B］最近つくづく思うのは、哲朗君の言うように直根のある苗を作ってそいつを俺らが植え
てくしかないのかなって、それで昔に戻していくしかないのかなって。もうサラリーで生活
するようにして、山は自分たちの生活を安定させるための、環境を保全するためのもので、
たまにちょっとボーナス欲しいときに伐って出すっていうくらいで、利息みたいなもので。
実生で出とるやつをそのまま育ちやすいように、苗作りを山の現場でやっていくくらいの。
もうちょっと時間が経てば、今間伐してだいぶ薄くなっているのでそうすると、陽が入って
木が育ちやすくなるので、もう何年かは必要かなって思います。
今植えてしまっている木をある程度整理したら、次のやつっていう感じで。僕はとりあえず
ふれあいの館の裏には紅葉を植えましたから。一応あそこは皆さん通るときに紅葉山が見え
た方がいいかなと思って、まあヒノキとかスギは残っていますけど、紅葉はある程度薪にで
もすればいいわっていう
個人で、自分のところの山だったんで。台風で木が倒れたもんですから。たまたま、岐阜県
が森林環境税でそういう景観を良くする山にお金を出すっていうもんで、うち強度に伐って
間伐を 6~7 割やってその空いたところに紅葉植えますって言って、まあそれも補助金なん
ですけど。ほんで、元々残っていた木は売れるのである程度利益はありますよ。数万円程度
ですけど。
岐阜県独自の環境譲与税の前のやつでやった
ちょうど、4軒、それこそ内木さんのところもやりましたし、4軒で、その 4人とも同じぐ
らいの歳だったもんで、伐ってやろまいよっていう感じですぐにまとまってすぐにできまし
たね。

・災害や住環境の心配
［B］僕らは田舎に住んでるんで、裏山が心配やけど、街の人は別に心配じゃないので、当然
造成地だったら怖いかもしれないですけど。そういう人たちが木に馴染むには、木造住宅に
住んでもらうか、そういうおもちゃとか家具とかにちょっとこだわっていくっていうのはあ
りますけど。そういう点で日本は家具類が、建物はあんまりあれなんですけど、家具類とか
普段触るものに関してはあまりセンスが良くないなって思うんですけど。すごいいい人が作
るとめちゃくちゃ高くなるし、そういう風になるんでしょうし。僕らは裏山を安心した山に
なるといいなとか、動物の降りてこん山になるといいなとか

［C］加子母そうやって考えられるけど、昔第二東名が出来た時に、静岡の山の中をずっと走っ
とったら本当に絵に描いたようなマッチ棒みたいな、植えただけでピョーンピョーンって、
山を切り開いて、あんなんもうどうしようもないっていう、しかも手も入れてないし。伐っ
て自然に戻してあげた方がよっぽど国土のためにいいのになっていう。
結局、全国どこも同じような補助金の、基のベースがあるのでそいつを当てはめるしかない
んやけど、今の譲与税とか、エリアごとにこういう山を作るっていう地域の中で決めた施業
計画を立てて、強度な間伐をして、下の下層木を活かしていくっていうのを、そういう山作
りを認めてもらって、それに対して変な縛りのない補助金っていうかそれに向けてお金を
使ってくれれば、もっと全国の森林組合も、そういう風になっていかないといけないんだけ
ど同じ加子母の手法でやれるかっていうとやれるわけじゃないし、その土地の森林の環境も
全然違うわけやし、本当に目的っていうか、昔はその木材をお金に変えていきたいっていう
のでスタートしてるんだけど、そうじゃなくて国土っていうか環境っていうかね、そういう
風にシフトしていかないと何にも変わってこないですよね。

・千坪割
［B］当時、幕府が滅びて国になったんだけど、国も持て余して自治体に渡して、自治体も急
にもらっても困るよって話で、たまたまその時の村長さんが、みんな一生懸命にやるからや
らせてみろって言うことで、小作人とかみんなひどい目に遭ってきている人とかは、財産が
持てるわけなんで、山に心血注いで一生懸命育ててきたっていうのがあるんですけど、ただ
今度はその細かすぎちゃって、ある程度の面積がないと回していけないっていうのが今はあ
る。
受け継ぐどころか、子供に分けてる、不在地主に分けてるっていうところも増えてますから。
なんで名古屋の方が見えたり、東京の方が見えたりとかっていっぱいありますけど。

［C］昔植えたけど、まだお金になるには時間がかかるので親戚に途中まで植えて、親戚に買っ
てもらって元気にしたりとか。最初に区割りした時からいろいろ動きながら、中島工務店の
社長さんが、お金に変えたげるっていうと変やけど、他の人に渡らんように買い付ける窓口
になってくれてたりするんで、今一番の森林所有者は中島工務店。

［B］そうですね、農地をね、加子母は加子母で守っていかないといけないという強い思いが。
当然その土建業もありますけど、自分のところの企業が発注受けたときに、例えば山に道を
作るときに、全然話ができない人たちがいては困るのでできるだけ地域の人たちに持ってい
て欲しいっていうのが最初だったと思うんですよ。加子母以外の人に土地が渡っていかない
ように、加子母由来の人ならいいんですけど、いずれ全然関係のない、別荘くらいの、山で
キャンプやりたいっていうような人たちとかそういう人たちが出てきてたもんで、そういう
人たちは申し訳ないけど、自分たちの山を守るには自分たちで持っていようっていうのが中
島さんの考えなので。ただ、それも限界があるので、中島さんも湯水のように使えるわけじゃ
ないので、だんだん少しずつ手放されて、加子母以外の人が持っているということになって
いるんですけど。でもまあ、ある程度の面積がないと山が完結できないので、それをやろう
とするにはちょっと千坪では足りないかなっていう。
そうですね、あんまり大きいとやっぱりなかなか手入れができないですから。ある程度、大
きな、吉野のようなね、1000ha とかね 2~3000 とかこの一山俺のところみたいな地主いま
すけど、そんなには必要ないので。そのうちがやっていける、100 まではいかないと思うの
で何十 haあればある程度自分たちで回していけるんじゃないか、愛着を持って育てていけ
るっていう。さっきあの林道がやりやすいんですけど、加子母がずっとやってきた、道を作っ
て少しでも搬出にお金がかからないようにってことでやってきたんですけど、それも補助金
がらみがあって、結局道を引くと、その道の周辺から何 haは整備しなさいよっていうこと
になるわけですよ、これだけの道作るには利用区域は何 haあって毎年どんだけ間伐を進め
なさい、こんだけの森林整備をしなさいっていうのがおまけで付いてくるので。そうしてい
るとだいたいああいう一斉林になっていってしまうっていう風にはなるんですけど。でそこ
から漏れた、利用区域に入らんところが広葉樹になるのかなっていう感じ。

・今の施業について
［C］本当にね、今の話、何区画分には何種類かの木が育っていないと、そういう施業方法に
変わっていけば面白いんですけど。
今の災害なんかも要は人災じゃないけど、政策のせいだっていう声も出てきちゃったりとか、
そういうのに繋がっちゃうんでしょうね .
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［B］最近つくづく思うのは、哲朗君の言うように直根のある苗を作ってそいつを俺らが植え
てくしかないのかなって、それで昔に戻していくしかないのかなって。もうサラリーで生活
するようにして、山は自分たちの生活を安定させるための、環境を保全するためのもので、
たまにちょっとボーナス欲しいときに伐って出すっていうくらいで、利息みたいなもので。
実生で出とるやつをそのまま育ちやすいように、苗作りを山の現場でやっていくくらいの。
もうちょっと時間が経てば、今間伐してだいぶ薄くなっているのでそうすると、陽が入って
木が育ちやすくなるので、もう何年かは必要かなって思います。
今植えてしまっている木をある程度整理したら、次のやつっていう感じで。僕はとりあえず
ふれあいの館の裏には紅葉を植えましたから。一応あそこは皆さん通るときに紅葉山が見え
た方がいいかなと思って、まあヒノキとかスギは残っていますけど、紅葉はある程度薪にで
もすればいいわっていう
個人で、自分のところの山だったんで。台風で木が倒れたもんですから。たまたま、岐阜県
が森林環境税でそういう景観を良くする山にお金を出すっていうもんで、うち強度に伐って
間伐を 6~7 割やってその空いたところに紅葉植えますって言って、まあそれも補助金なん
ですけど。ほんで、元々残っていた木は売れるのである程度利益はありますよ。数万円程度
ですけど。
岐阜県独自の環境譲与税の前のやつでやった
ちょうど、4軒、それこそ内木さんのところもやりましたし、4軒で、その 4人とも同じぐ
らいの歳だったもんで、伐ってやろまいよっていう感じですぐにまとまってすぐにできまし
たね。

・災害や住環境の心配
［B］僕らは田舎に住んでるんで、裏山が心配やけど、街の人は別に心配じゃないので、当然
造成地だったら怖いかもしれないですけど。そういう人たちが木に馴染むには、木造住宅に
住んでもらうか、そういうおもちゃとか家具とかにちょっとこだわっていくっていうのはあ
りますけど。そういう点で日本は家具類が、建物はあんまりあれなんですけど、家具類とか
普段触るものに関してはあまりセンスが良くないなって思うんですけど。すごいいい人が作
るとめちゃくちゃ高くなるし、そういう風になるんでしょうし。僕らは裏山を安心した山に
なるといいなとか、動物の降りてこん山になるといいなとか

［C］加子母そうやって考えられるけど、昔第二東名が出来た時に、静岡の山の中をずっと走っ
とったら本当に絵に描いたようなマッチ棒みたいな、植えただけでピョーンピョーンって、
山を切り開いて、あんなんもうどうしようもないっていう、しかも手も入れてないし。伐っ
て自然に戻してあげた方がよっぽど国土のためにいいのになっていう。
結局、全国どこも同じような補助金の、基のベースがあるのでそいつを当てはめるしかない
んやけど、今の譲与税とか、エリアごとにこういう山を作るっていう地域の中で決めた施業
計画を立てて、強度な間伐をして、下の下層木を活かしていくっていうのを、そういう山作
りを認めてもらって、それに対して変な縛りのない補助金っていうかそれに向けてお金を
使ってくれれば、もっと全国の森林組合も、そういう風になっていかないといけないんだけ
ど同じ加子母の手法でやれるかっていうとやれるわけじゃないし、その土地の森林の環境も
全然違うわけやし、本当に目的っていうか、昔はその木材をお金に変えていきたいっていう
のでスタートしてるんだけど、そうじゃなくて国土っていうか環境っていうかね、そういう
風にシフトしていかないと何にも変わってこないですよね。

取扱注意

聞き取り調査表

・千坪割
［B］当時、幕府が滅びて国になったんだけど、国も持て余して自治体に渡して、自治体も急
にもらっても困るよって話で、たまたまその時の村長さんが、みんな一生懸命にやるからや
らせてみろって言うことで、小作人とかみんなひどい目に遭ってきている人とかは、財産が
持てるわけなんで、山に心血注いで一生懸命育ててきたっていうのがあるんですけど、ただ
今度はその細かすぎちゃって、ある程度の面積がないと回していけないっていうのが今はあ
る。
受け継ぐどころか、子供に分けてる、不在地主に分けてるっていうところも増えてますから。
なんで名古屋の方が見えたり、東京の方が見えたりとかっていっぱいありますけど。

［C］昔植えたけど、まだお金になるには時間がかかるので親戚に途中まで植えて、親戚に買っ
てもらって元気にしたりとか。最初に区割りした時からいろいろ動きながら、中島工務店の
社長さんが、お金に変えたげるっていうと変やけど、他の人に渡らんように買い付ける窓口
になってくれてたりするんで、今一番の森林所有者は中島工務店。

［B］そうですね、農地をね、加子母は加子母で守っていかないといけないという強い思いが。
当然その土建業もありますけど、自分のところの企業が発注受けたときに、例えば山に道を
作るときに、全然話ができない人たちがいては困るのでできるだけ地域の人たちに持ってい
て欲しいっていうのが最初だったと思うんですよ。加子母以外の人に土地が渡っていかない
ように、加子母由来の人ならいいんですけど、いずれ全然関係のない、別荘くらいの、山で
キャンプやりたいっていうような人たちとかそういう人たちが出てきてたもんで、そういう
人たちは申し訳ないけど、自分たちの山を守るには自分たちで持っていようっていうのが中
島さんの考えなので。ただ、それも限界があるので、中島さんも湯水のように使えるわけじゃ
ないので、だんだん少しずつ手放されて、加子母以外の人が持っているということになって
いるんですけど。でもまあ、ある程度の面積がないと山が完結できないので、それをやろう
とするにはちょっと千坪では足りないかなっていう。
そうですね、あんまり大きいとやっぱりなかなか手入れができないですから。ある程度、大
きな、吉野のようなね、1000ha とかね 2~3000 とかこの一山俺のところみたいな地主いま
すけど、そんなには必要ないので。そのうちがやっていける、100 まではいかないと思うの
で何十 haあればある程度自分たちで回していけるんじゃないか、愛着を持って育てていけ
るっていう。さっきあの林道がやりやすいんですけど、加子母がずっとやってきた、道を作っ
て少しでも搬出にお金がかからないようにってことでやってきたんですけど、それも補助金
がらみがあって、結局道を引くと、その道の周辺から何 haは整備しなさいよっていうこと
になるわけですよ、これだけの道作るには利用区域は何 haあって毎年どんだけ間伐を進め
なさい、こんだけの森林整備をしなさいっていうのがおまけで付いてくるので。そうしてい
るとだいたいああいう一斉林になっていってしまうっていう風にはなるんですけど。でそこ
から漏れた、利用区域に入らんところが広葉樹になるのかなっていう感じ。

・今の施業について
［C］本当にね、今の話、何区画分には何種類かの木が育っていないと、そういう施業方法に
変わっていけば面白いんですけど。
今の災害なんかも要は人災じゃないけど、政策のせいだっていう声も出てきちゃったりとか、
そういうのに繋がっちゃうんでしょうね .
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向こうの大杉の近くの乳子の池っていうところの木が台風で、風で倒れちゃいましたけど見
事にぺターンと倒れていますもんね、こんな太い木が、樹種はスギでしたかね。本当に根が
広がってはいますけど、深くいっていないんで簡単に倒れちゃって。これ、全体がこういう
風だったら大変だなと思って。で、それこそ台風の勢力が衰えずに日本に来るようになって
いるので、これからバタバタ行くんじゃ無いかとね。
まだ、先端がね折れて吹っ飛んでいるとかだったらあれですけど、倒れているのを結構山で
見るので、本当に失敗だったのかなって。

・森林組合
［B］森林組合っていう一つの事業体が法人として食っていくための伐採、経営するために伐
採していることに、あのやり方はっていう人たちがいるのは分かっていますけど、でもまあ
それも、数少ない就職先の一つ
それこそ加子母村役場があるところからすると、1/4 とか 1/5 になっちゃってる訳ですよ、
職員の数がね。そんだけでも人口が減る訳ですからすごく就職、特に山に関する就職先って
いうのは大きいので、そこら辺はみんな認めつつも、ある程度、そのやり方のこだわりはあ
るのかなって。でも目指しているのはみんな一緒なのかなって。

・林産物
［B］最近コシアブラ、コンテツ（山菜）がね、結構、都会の人が好むようになってきて。
ああいうのって、ちょっと行く気になればバッと、食卓には並ぶんですけど、僕は実際に自
分で採りに行くことはなくて、おじいちゃんが行って採ってきてくれたやつを食べるんです
けど、それだけでも商売っていうか、山の産物で利益をあげるっていう、大儲けはできない
んだけど、そういう風に生きていければなって思いますね。

守っていけないなって

［B］やっぱり名古屋を中心とする東海とちょうどいい距離なので、それは本当に本格的に考
えていかないといけないなって思いますね。それでそういう人たちの力を借りて、自分たち
も我が振り直せじゃないけど、その人たちの山に対する考え方の影響を受けつつ、自分たち
も営々と山を守っていくっていう施業をしていかなきゃいけないっていう、義務があるので
どうしようもないっていうか、自分の身を守るためにはどうしてもそれをやっていかなきゃ
いけないからね。そういう人たちの力を借りるというか

・山守内木家
［B］僕たちも一応彼の話を聞いていますよ、聞いてきてはいますけど、実感としてそうせざ
るをえんのかなと気づき始めているっていうことですよ。最初からすごい共感してとかでは
なく、そうなんやって。もちろん彼の先生が災害に強いっていうのは聞いてはきて、なるほ
どなと思ってはいたけど。

［C］実際にね、江戸時代から 66 年周期の手法でしたっけそういう実技っていうか、尾張藩
が定めた森づくりの体験っていうのがあったわけでね。
みんなそうやっていろいろ言っている人がいるのでね、哲朗さんみたいな人が言ってくれる
とね。
地が加子母じゃないっていう、元々加子母のなんですけど、加子母で生まれ育った人が言っ
ているより、逆に外から来た人が発するのとでは全然意味が違うので
うちらが一生懸命教えてもらって、うちらが発信しても全然意味合いが違いますからね

・木曽ヒノキへの憧れ
［B］熊沢和之さんたちも、東濃ヒノキ東濃ヒノキって言いつつ、ポロッと、俺らは木曽ヒノ
キを育てたいんだみたいなことは言うんですよ。東濃ヒノキって、小さい国有林の木曽ヒノ
キだって言う感覚、それがここら辺にはいっぱいあったっていうことで、あんなに大きくな
いだけで。俺らが育てているのは木曽ヒノキなんだと、なんか自負があるから、そういうの
を時々感じることがあるんですよ、あの人らの言い分を聞いていると。
あれに対する憧れとかね、それが我が領土にあって、しかもそれに携わった内木家もあって、
それがすごい誇りなんでしょうね、やっぱり。それが山に近かった付知には内木家がなかっ
て、何故か加子母にはあって、で王滝の方にもなくてね、三浦山の方にはなくて。
東濃ヒノキって言っているとやっぱり、普通の民家作る時のブランド品ですよっていう
一般の建築材っていう捉え方になってしまう。
それがうちにあるんやよっていうのが、誇りですね。だけじゃないですけど、社会科で習う
日本の三大美林の一つが、一角がここにあるんだっていうね。

・災害への不安
［B］古い木が、国有林のような、直根が伸びていくっていう風が、あっちのように厳しくな
いじゃないですか、こっちの方は、上の方はゴロゴロしていますけど、この辺りの、里の辺
りは結構土があって、そこでそういう直根が伸びてしっかり立つっていう事はあるのかなっ
ていうのが自分たちの代ではわからないので。

・木材価格のバランス
［C］でも本当に、学者さんたち、純粋に考えればっていうと変やけど、輸出をちょこちょこ
やり始めているけど、絶対的に今、日本の山に育っている木材の量って、これから使ってい
く量の全部 100％国産材で家作っていきましょうっていうくらいあってそこで使っていく木
材のバランスって考えたら、そのバランスってかなりもう崩れちゃってるっていうか、そん
なレベルじゃなくなっている。そこを適正化していかないと、全て適正化していかない。

・環境の厳しさ
［C］山もガラガラやし、加子母の山は痩せてるっていうか

・東濃桧のブランド向上
［C］加子母っていうとあれやから、中津川市ぐらいがね、東濃ヒノキっていうのを。今東濃
ヒノキって言っても、ブランドの力ってのはそんなに無いわけなんやけども、この東濃ヒノ
キっていうのが、地域のブランド材だって言っている、その地域だとしたらね、その地域で
そういった背景があって東濃ヒノキを作っているって訴えた方が、その材としてのね、艶が
あるとか節がないとか粘りがあるとかって、昔はそれで評価されていたんですけど、その評
価っていうのが今は薄くなっているっていうか、市場はそれで評価してくれているわけじゃ
無いので、逆にそういう思いの部分だったりとかそのヒノキを作るための周りの環境だとか
そういったところがあっての東濃ヒノキっていう、ブランドの意味合いを

・次の世代へ残していきたい
［B］他の地区でも、本丸御殿のようなものを復元したいとかね、なんとか城とか。これでま
た心配なのが温暖化で台風が勢力を衰えずにやってくる、すると木造危ないんじゃないかと
か、思われちゃうなとか今警戒していて。沖縄とか石垣に行った時に木が結構同じ方向に
バーっと、何があったのって聞くと、ここら辺だとね風速 60mとか吹くんですよって、木
が倒れてはいないんですけど、活着しているんだけど、木がこうね、それが当たり前で、し
かもこの辺りはみんな背が低い家ばかりで上を通って直接風が当たらないようにって、防空
壕のような家造りになっているので。ひょっとすると本土の方もこういう家づくりをやらな
いといけなくなってくるんじゃ無いかって、今思っているところで。本当にその歴史あると
ころも、全てが四方無地である必要はないのでそれなりの太さの木であれば使ってもらえる。
そのアピールの仕方やと思いますね。全てが全て本丸御殿のような、四方無地の、伊勢神宮
も含め、あんな木を求めても無理やし、ただああいう建物は未来永劫続いていくものだと思
えば、お客さんが無くならないものだから、それはそれでいいのかなと思いますけどね。
ただ 200 年待たないといけないですけど。そうやって次の世代のことを考えてやっていけば
200 年後はやってくるってことですよね。

［C］やっぱり加子母もこのままずっといけるかっていうと、今だいぶね、昔だと家業があっ
たりだとか、近くに仕事があったりだとか、おじいちゃんお父さん子供っていう 3世代が加
子母にいるっていう家が多かったんですけど、だんだんそれが今若い子たちは出ちゃったま
んまっていうのがだんだん増えてきているので、その辺がまた、その辺を解消していくため
にも地元に仕事を作っていくっていうか、作っていかないとそういった精神的なところも

取扱注意
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向こうの大杉の近くの乳子の池っていうところの木が台風で、風で倒れちゃいましたけど見
事にぺターンと倒れていますもんね、こんな太い木が、樹種はスギでしたかね。本当に根が
広がってはいますけど、深くいっていないんで簡単に倒れちゃって。これ、全体がこういう
風だったら大変だなと思って。で、それこそ台風の勢力が衰えずに日本に来るようになって
いるので、これからバタバタ行くんじゃ無いかとね。
まだ、先端がね折れて吹っ飛んでいるとかだったらあれですけど、倒れているのを結構山で
見るので、本当に失敗だったのかなって。

・森林組合
［B］森林組合っていう一つの事業体が法人として食っていくための伐採、経営するために伐
採していることに、あのやり方はっていう人たちがいるのは分かっていますけど、でもまあ
それも、数少ない就職先の一つ
それこそ加子母村役場があるところからすると、1/4 とか 1/5 になっちゃってる訳ですよ、
職員の数がね。そんだけでも人口が減る訳ですからすごく就職、特に山に関する就職先って
いうのは大きいので、そこら辺はみんな認めつつも、ある程度、そのやり方のこだわりはあ
るのかなって。でも目指しているのはみんな一緒なのかなって。

・林産物
［B］最近コシアブラ、コンテツ（山菜）がね、結構、都会の人が好むようになってきて。
ああいうのって、ちょっと行く気になればバッと、食卓には並ぶんですけど、僕は実際に自
分で採りに行くことはなくて、おじいちゃんが行って採ってきてくれたやつを食べるんです
けど、それだけでも商売っていうか、山の産物で利益をあげるっていう、大儲けはできない
んだけど、そういう風に生きていければなって思いますね。

守っていけないなって

［B］やっぱり名古屋を中心とする東海とちょうどいい距離なので、それは本当に本格的に考
えていかないといけないなって思いますね。それでそういう人たちの力を借りて、自分たち
も我が振り直せじゃないけど、その人たちの山に対する考え方の影響を受けつつ、自分たち
も営々と山を守っていくっていう施業をしていかなきゃいけないっていう、義務があるので
どうしようもないっていうか、自分の身を守るためにはどうしてもそれをやっていかなきゃ
いけないからね。そういう人たちの力を借りるというか

・山守内木家
［B］僕たちも一応彼の話を聞いていますよ、聞いてきてはいますけど、実感としてそうせざ
るをえんのかなと気づき始めているっていうことですよ。最初からすごい共感してとかでは
なく、そうなんやって。もちろん彼の先生が災害に強いっていうのは聞いてはきて、なるほ
どなと思ってはいたけど。

［C］実際にね、江戸時代から 66 年周期の手法でしたっけそういう実技っていうか、尾張藩
が定めた森づくりの体験っていうのがあったわけでね。
みんなそうやっていろいろ言っている人がいるのでね、哲朗さんみたいな人が言ってくれる
とね。
地が加子母じゃないっていう、元々加子母のなんですけど、加子母で生まれ育った人が言っ
ているより、逆に外から来た人が発するのとでは全然意味が違うので
うちらが一生懸命教えてもらって、うちらが発信しても全然意味合いが違いますからね

・木曽ヒノキへの憧れ
［B］熊沢和之さんたちも、東濃ヒノキ東濃ヒノキって言いつつ、ポロッと、俺らは木曽ヒノ
キを育てたいんだみたいなことは言うんですよ。東濃ヒノキって、小さい国有林の木曽ヒノ
キだって言う感覚、それがここら辺にはいっぱいあったっていうことで、あんなに大きくな
いだけで。俺らが育てているのは木曽ヒノキなんだと、なんか自負があるから、そういうの
を時々感じることがあるんですよ、あの人らの言い分を聞いていると。
あれに対する憧れとかね、それが我が領土にあって、しかもそれに携わった内木家もあって、
それがすごい誇りなんでしょうね、やっぱり。それが山に近かった付知には内木家がなかっ
て、何故か加子母にはあって、で王滝の方にもなくてね、三浦山の方にはなくて。
東濃ヒノキって言っているとやっぱり、普通の民家作る時のブランド品ですよっていう
一般の建築材っていう捉え方になってしまう。
それがうちにあるんやよっていうのが、誇りですね。だけじゃないですけど、社会科で習う
日本の三大美林の一つが、一角がここにあるんだっていうね。

・災害への不安
［B］古い木が、国有林のような、直根が伸びていくっていう風が、あっちのように厳しくな
いじゃないですか、こっちの方は、上の方はゴロゴロしていますけど、この辺りの、里の辺
りは結構土があって、そこでそういう直根が伸びてしっかり立つっていう事はあるのかなっ
ていうのが自分たちの代ではわからないので。

取扱注意

聞き取り調査表

・木材価格のバランス
［C］でも本当に、学者さんたち、純粋に考えればっていうと変やけど、輸出をちょこちょこ
やり始めているけど、絶対的に今、日本の山に育っている木材の量って、これから使ってい
く量の全部 100％国産材で家作っていきましょうっていうくらいあってそこで使っていく木
材のバランスって考えたら、そのバランスってかなりもう崩れちゃってるっていうか、そん
なレベルじゃなくなっている。そこを適正化していかないと、全て適正化していかない。

・環境の厳しさ
［C］山もガラガラやし、加子母の山は痩せてるっていうか

・東濃桧のブランド向上
［C］加子母っていうとあれやから、中津川市ぐらいがね、東濃ヒノキっていうのを。今東濃
ヒノキって言っても、ブランドの力ってのはそんなに無いわけなんやけども、この東濃ヒノ
キっていうのが、地域のブランド材だって言っている、その地域だとしたらね、その地域で
そういった背景があって東濃ヒノキを作っているって訴えた方が、その材としてのね、艶が
あるとか節がないとか粘りがあるとかって、昔はそれで評価されていたんですけど、その評
価っていうのが今は薄くなっているっていうか、市場はそれで評価してくれているわけじゃ
無いので、逆にそういう思いの部分だったりとかそのヒノキを作るための周りの環境だとか
そういったところがあっての東濃ヒノキっていう、ブランドの意味合いを

・次の世代へ残していきたい
［B］他の地区でも、本丸御殿のようなものを復元したいとかね、なんとか城とか。これでま
た心配なのが温暖化で台風が勢力を衰えずにやってくる、すると木造危ないんじゃないかと
か、思われちゃうなとか今警戒していて。沖縄とか石垣に行った時に木が結構同じ方向に
バーっと、何があったのって聞くと、ここら辺だとね風速 60mとか吹くんですよって、木
が倒れてはいないんですけど、活着しているんだけど、木がこうね、それが当たり前で、し
かもこの辺りはみんな背が低い家ばかりで上を通って直接風が当たらないようにって、防空
壕のような家造りになっているので。ひょっとすると本土の方もこういう家づくりをやらな
いといけなくなってくるんじゃ無いかって、今思っているところで。本当にその歴史あると
ころも、全てが四方無地である必要はないのでそれなりの太さの木であれば使ってもらえる。
そのアピールの仕方やと思いますね。全てが全て本丸御殿のような、四方無地の、伊勢神宮
も含め、あんな木を求めても無理やし、ただああいう建物は未来永劫続いていくものだと思
えば、お客さんが無くならないものだから、それはそれでいいのかなと思いますけどね。
ただ 200 年待たないといけないですけど。そうやって次の世代のことを考えてやっていけば
200 年後はやってくるってことですよね。

［C］やっぱり加子母もこのままずっといけるかっていうと、今だいぶね、昔だと家業があっ
たりだとか、近くに仕事があったりだとか、おじいちゃんお父さん子供っていう 3世代が加
子母にいるっていう家が多かったんですけど、だんだんそれが今若い子たちは出ちゃったま
んまっていうのがだんだん増えてきているので、その辺がまた、その辺を解消していくため
にも地元に仕事を作っていくっていうか、作っていかないとそういった精神的なところも
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向こうの大杉の近くの乳子の池っていうところの木が台風で、風で倒れちゃいましたけど見
事にぺターンと倒れていますもんね、こんな太い木が、樹種はスギでしたかね。本当に根が
広がってはいますけど、深くいっていないんで簡単に倒れちゃって。これ、全体がこういう
風だったら大変だなと思って。で、それこそ台風の勢力が衰えずに日本に来るようになって
いるので、これからバタバタ行くんじゃ無いかとね。
まだ、先端がね折れて吹っ飛んでいるとかだったらあれですけど、倒れているのを結構山で
見るので、本当に失敗だったのかなって。

・森林組合
［B］森林組合っていう一つの事業体が法人として食っていくための伐採、経営するために伐
採していることに、あのやり方はっていう人たちがいるのは分かっていますけど、でもまあ
それも、数少ない就職先の一つ
それこそ加子母村役場があるところからすると、1/4 とか 1/5 になっちゃってる訳ですよ、
職員の数がね。そんだけでも人口が減る訳ですからすごく就職、特に山に関する就職先って
いうのは大きいので、そこら辺はみんな認めつつも、ある程度、そのやり方のこだわりはあ
るのかなって。でも目指しているのはみんな一緒なのかなって。

・林産物
［B］最近コシアブラ、コンテツ（山菜）がね、結構、都会の人が好むようになってきて。
ああいうのって、ちょっと行く気になればバッと、食卓には並ぶんですけど、僕は実際に自
分で採りに行くことはなくて、おじいちゃんが行って採ってきてくれたやつを食べるんです
けど、それだけでも商売っていうか、山の産物で利益をあげるっていう、大儲けはできない
んだけど、そういう風に生きていければなって思いますね。

取扱注意

聞き取り調査表

守っていけないなって

［B］やっぱり名古屋を中心とする東海とちょうどいい距離なので、それは本当に本格的に考
えていかないといけないなって思いますね。それでそういう人たちの力を借りて、自分たち
も我が振り直せじゃないけど、その人たちの山に対する考え方の影響を受けつつ、自分たち
も営々と山を守っていくっていう施業をしていかなきゃいけないっていう、義務があるので
どうしようもないっていうか、自分の身を守るためにはどうしてもそれをやっていかなきゃ
いけないからね。そういう人たちの力を借りるというか

・山守内木家
［B］僕たちも一応彼の話を聞いていますよ、聞いてきてはいますけど、実感としてそうせざ
るをえんのかなと気づき始めているっていうことですよ。最初からすごい共感してとかでは
なく、そうなんやって。もちろん彼の先生が災害に強いっていうのは聞いてはきて、なるほ
どなと思ってはいたけど。

［C］実際にね、江戸時代から 66 年周期の手法でしたっけそういう実技っていうか、尾張藩
が定めた森づくりの体験っていうのがあったわけでね。
みんなそうやっていろいろ言っている人がいるのでね、哲朗さんみたいな人が言ってくれる
とね。
地が加子母じゃないっていう、元々加子母のなんですけど、加子母で生まれ育った人が言っ
ているより、逆に外から来た人が発するのとでは全然意味が違うので
うちらが一生懸命教えてもらって、うちらが発信しても全然意味合いが違いますからね

・木曽ヒノキへの憧れ
［B］熊沢和之さんたちも、東濃ヒノキ東濃ヒノキって言いつつ、ポロッと、俺らは木曽ヒノ
キを育てたいんだみたいなことは言うんですよ。東濃ヒノキって、小さい国有林の木曽ヒノ
キだって言う感覚、それがここら辺にはいっぱいあったっていうことで、あんなに大きくな
いだけで。俺らが育てているのは木曽ヒノキなんだと、なんか自負があるから、そういうの
を時々感じることがあるんですよ、あの人らの言い分を聞いていると。
あれに対する憧れとかね、それが我が領土にあって、しかもそれに携わった内木家もあって、
それがすごい誇りなんでしょうね、やっぱり。それが山に近かった付知には内木家がなかっ
て、何故か加子母にはあって、で王滝の方にもなくてね、三浦山の方にはなくて。
東濃ヒノキって言っているとやっぱり、普通の民家作る時のブランド品ですよっていう
一般の建築材っていう捉え方になってしまう。
それがうちにあるんやよっていうのが、誇りですね。だけじゃないですけど、社会科で習う
日本の三大美林の一つが、一角がここにあるんだっていうね。

・災害への不安
［B］古い木が、国有林のような、直根が伸びていくっていう風が、あっちのように厳しくな
いじゃないですか、こっちの方は、上の方はゴロゴロしていますけど、この辺りの、里の辺
りは結構土があって、そこでそういう直根が伸びてしっかり立つっていう事はあるのかなっ
ていうのが自分たちの代ではわからないので。

・木材価格のバランス
［C］でも本当に、学者さんたち、純粋に考えればっていうと変やけど、輸出をちょこちょこ
やり始めているけど、絶対的に今、日本の山に育っている木材の量って、これから使ってい
く量の全部 100％国産材で家作っていきましょうっていうくらいあってそこで使っていく木
材のバランスって考えたら、そのバランスってかなりもう崩れちゃってるっていうか、そん
なレベルじゃなくなっている。そこを適正化していかないと、全て適正化していかない。

・環境の厳しさ
［C］山もガラガラやし、加子母の山は痩せてるっていうか

・東濃桧のブランド向上
［C］加子母っていうとあれやから、中津川市ぐらいがね、東濃ヒノキっていうのを。今東濃
ヒノキって言っても、ブランドの力ってのはそんなに無いわけなんやけども、この東濃ヒノ
キっていうのが、地域のブランド材だって言っている、その地域だとしたらね、その地域で
そういった背景があって東濃ヒノキを作っているって訴えた方が、その材としてのね、艶が
あるとか節がないとか粘りがあるとかって、昔はそれで評価されていたんですけど、その評
価っていうのが今は薄くなっているっていうか、市場はそれで評価してくれているわけじゃ
無いので、逆にそういう思いの部分だったりとかそのヒノキを作るための周りの環境だとか
そういったところがあっての東濃ヒノキっていう、ブランドの意味合いを

・次の世代へ残していきたい
［B］他の地区でも、本丸御殿のようなものを復元したいとかね、なんとか城とか。これでま
た心配なのが温暖化で台風が勢力を衰えずにやってくる、すると木造危ないんじゃないかと
か、思われちゃうなとか今警戒していて。沖縄とか石垣に行った時に木が結構同じ方向に
バーっと、何があったのって聞くと、ここら辺だとね風速 60mとか吹くんですよって、木
が倒れてはいないんですけど、活着しているんだけど、木がこうね、それが当たり前で、し
かもこの辺りはみんな背が低い家ばかりで上を通って直接風が当たらないようにって、防空
壕のような家造りになっているので。ひょっとすると本土の方もこういう家づくりをやらな
いといけなくなってくるんじゃ無いかって、今思っているところで。本当にその歴史あると
ころも、全てが四方無地である必要はないのでそれなりの太さの木であれば使ってもらえる。
そのアピールの仕方やと思いますね。全てが全て本丸御殿のような、四方無地の、伊勢神宮
も含め、あんな木を求めても無理やし、ただああいう建物は未来永劫続いていくものだと思
えば、お客さんが無くならないものだから、それはそれでいいのかなと思いますけどね。
ただ 200 年待たないといけないですけど。そうやって次の世代のことを考えてやっていけば
200 年後はやってくるってことですよね。

［C］やっぱり加子母もこのままずっといけるかっていうと、今だいぶね、昔だと家業があっ
たりだとか、近くに仕事があったりだとか、おじいちゃんお父さん子供っていう 3世代が加
子母にいるっていう家が多かったんですけど、だんだんそれが今若い子たちは出ちゃったま
んまっていうのがだんだん増えてきているので、その辺がまた、その辺を解消していくため
にも地元に仕事を作っていくっていうか、作っていかないとそういった精神的なところも
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・千坪割について
それじゃみんなに細かく割って植林させようっていうことで、各地区に割り振って測量させ
て、その時に買った山は家産として育てると、困ったら売ってしまう、余裕が出てきたら買
い戻せっていうメッセージをつけて、だからみんなそれ、炭を焼きながら植えた人もいるし、
茅場と言って牛馬の餌を刈りながら外に植えた人もいるし。
当時もだいぶ伐られたけど、ただ、太いのは伐られたけど、細いものは残ったでしょうね。
だから今回名古屋城にいったのも 120 年前後の木とかまだ結構あるので、そういうのは当時
まだ細くて、それほどのお金にならんから残した木が今成ってきているんだと

・名古屋城への材の提供について
今回は、天守閣の方へ全部で56本出したかな。それが今回ギリギリの寸法で出したので、もっ
と太いのがあっても胸高直径で 80cm前後のものを 56 本
今回は 1本 100 万円くらいですからね。100 年経って、1年 1万円の価値がつくことは素晴
らしいことで。
木を伐らんて言った人もいるんだけど、参加してくれた人は、多い人は 1000 万
途中で伐らないで残していた木が点々とあったからってことなんですね
5階の柱については 55 本いるわけですけど、最上階で 1番いい柱を使いたい、節のない材
という注文だったので、太い木を 30~31cm角に最終的位にすると中から節が出てくる可能
性があるわけ、表面で見た感じと中では分からないので、表面を見てこれは多分節が出ない
なという木を選ぶわけですよ。それで 31cm角がギリギリ取れる直径の木を選ぶもんで
実際に使われるのは 5m40 とかですけど、6mの長さに伐ったんやね。だから竹中が木が若
いとか、白っぽいところが多いとか、だからだめだというのはされてたんで。それで結局江
戸時代はどうだったのかっていうと、大きな 9cmの節が写真に残ってるらしいんですね。
けど色々難しい条件を竹中さんがつけてきたので今回は 120 年くらいのものでとにかく四面
無節になるような木を選んだというわけです。
選んだのは買ってくれる業者がね。森林組合でそれをやるとリスクが大きいので、買ってく
れる業者がこれなら間違い無いっていうことで値段をつけてくれる。伐った時にすでに中に
腐りがあったりとかはまた別の話で。製材した時に節が出ないっていうのを目利きの人が
ちゃんと。
加子母の木を選んだのは、社寺、仏閣の材料もやってる製材所で「ウッディ四万十」ってい
う会社でしたけどその人が見ながら、これは 1面しか無節が取れんな、で 4面取れそうなや
つは全部木に番号をつけて、向こうが何番と何番とって指示が来る、でうちの方は要するに
計算仕様を作って、立米と曲がりがあるかないか、そして直径とかそういうのを打ち込めば
なるように作って、そうすると大体 1年 1万円になったんで、森林所有者にこれくらいとい
うと、それでいいと。でその合計金額を四万十と契約させてもらって、四万十さんは竹中さ
んと加工賃とか色々ね増えたものをもらう。

記号 名前
内木篤志

聞き取り日時
聞き取り場所 加子母森林組合

2020 年 9月 7日

　所属・役職 加子母森林組合前組合長D
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・森林組合の施業について
今まさに加子母の山奥では 4世代が育つ山づくりをしようということで、始めたのは平成 6
年からなんでまだ 20 数年しか経っていないんだけど、とにかく 100 年以上で 70 年生、40
年生、10 年生っていうようにとにかく 30 年ずつ年代が違うような、1つの山の中で、そう
しておけばどの世代でも山から恩恵を受けることができるし、400 年後か、いつになるかわ
からんけどそういった社寺、仏閣に使えるような太いのを伐って出せると。
今は、自分で管理できる人が少なくなってきていますよね。そうでなくてそれを、地域の森
林を守っていくのは森林組合でなきゃだめだということで、森林組合の方針としてちゃんと
特別仕様書っていうのを作って、何年生になったらどうする、将来的にどういう山にしてい
くかっていうのをつけて、個人と森林組合との契約を結んでやっとったんですよ。で、国は
これから加子母はこの地域の山をちゃんと管理してください。中にはどうしてもお金が欲し
いという人がいたら、最後の軽トラを買いたいとかね、70 過ぎの人で、一生懸命育ててき
た山だから、息子も名古屋に行ってなかなか帰ってこんし、じゃあお金になる太いのだけ伐っ
て手取りで 70 万くらいあるようにしようかっていうことで、全部伐ってしまって出すんじゃ
なくて、今必要なお金だけ取れればいいよっていう話をしながらやって。それができるのは
やっぱり林道がね、山の中の道があるから 1本でも 10 本でも必要な分だけ持ってこれるわ
けやね。道がなかったらどうしてもケーブルを張ってやらないといけないってなると、ケー
ブルを張ったり撤収するだけでも 50 人とか 60 人の人件費がかかっちゃうわけでね。そうす
ると、ほとんどの木を伐って出さないと全然残らないということになっちゃうので。それが
歴代の加子母の村長さんたちが農業の基盤整備は田んぼの舗道整備だと、山の基盤整備は道
作りって言って林道、木の値段が良かった時代のね、40 年代 50 年代に道作りにお金を出し
てくれたおかげで。
九州の諸塚には負けるけどね。九州の諸塚は林道密度 200mくらいあって。私たちも林道の
作業道の入るところは全部密度入れて、必要な時に必要な分だけ木を出せる体制作りってい
うことで取り組んできた。

・加子母の文化
特に昔は家産として、家の大事な木として育ててこの 1本だけは伐らずに残して、将来、孫
の代になったらという思いで残してくれてね。そういうのが結構あちこちに残っているので。
日本中でも「たてぎ」とか名前は変わっているんだけど、母樹、種を落とす、そういう木は
あちこちに残している地域はありますけど。加子母は明治、大正で払下げした時の家産とし
てちゃんと育てていく、家の宝として。そういうのがちゃんと繋がってきて今残っている。
だから伐ってしまう人は全部伐ってしまって全部植えた人もいるんですけど。

・「美林萬世之不滅」について
構想は平成 6年、掲げたのは平成 13 年
木の値段がね、木材市場行くとね、ヒノキが 65％、あとスギとか他の木が残り。だけど安
い木もいいヒノキも含めた市場の平均価格っていうのが、目標は売り上げが 3億、1年間に
5000 ㎥集めてっていうのが 50 年代とか 60 年代後半、まあ、平成 2年までやね、そこで 3
回達成できたわけですよ。つまり 1㎥が 6万円の平均価格やね。だからヒノキのいいものは
7~8 万円、スギもまあまあ値段が良かった。ところが平成 5年を境に全然、だんだん下がる。
で平成 6年ごろにお金が欲しいっていうことで山に行ったら結構な木が、当時 80 年生くら

・千坪割について
それじゃみんなに細かく割って植林させようっていうことで、各地区に割り振って測量させ
て、その時に買った山は家産として育てると、困ったら売ってしまう、余裕が出てきたら買
い戻せっていうメッセージをつけて、だからみんなそれ、炭を焼きながら植えた人もいるし、
茅場と言って牛馬の餌を刈りながら外に植えた人もいるし。
当時もだいぶ伐られたけど、ただ、太いのは伐られたけど、細いものは残ったでしょうね。
だから今回名古屋城にいったのも 120 年前後の木とかまだ結構あるので、そういうのは当時
まだ細くて、それほどのお金にならんから残した木が今成ってきているんだと

・名古屋城への材の提供について
今回は、天守閣の方へ全部で56本出したかな。それが今回ギリギリの寸法で出したので、もっ
と太いのがあっても胸高直径で 80cm前後のものを 56 本
今回は 1本 100 万円くらいですからね。100 年経って、1年 1万円の価値がつくことは素晴
らしいことで。
木を伐らんて言った人もいるんだけど、参加してくれた人は、多い人は 1000 万
途中で伐らないで残していた木が点々とあったからってことなんですね
5階の柱については 55 本いるわけですけど、最上階で 1番いい柱を使いたい、節のない材
という注文だったので、太い木を 30~31cm角に最終的位にすると中から節が出てくる可能
性があるわけ、表面で見た感じと中では分からないので、表面を見てこれは多分節が出ない
なという木を選ぶわけですよ。それで 31cm角がギリギリ取れる直径の木を選ぶもんで
実際に使われるのは 5m40 とかですけど、6mの長さに伐ったんやね。だから竹中が木が若
いとか、白っぽいところが多いとか、だからだめだというのはされてたんで。それで結局江
戸時代はどうだったのかっていうと、大きな 9cmの節が写真に残ってるらしいんですね。
けど色々難しい条件を竹中さんがつけてきたので今回は 120 年くらいのものでとにかく四面
無節になるような木を選んだというわけです。
選んだのは買ってくれる業者がね。森林組合でそれをやるとリスクが大きいので、買ってく
れる業者がこれなら間違い無いっていうことで値段をつけてくれる。伐った時にすでに中に
腐りがあったりとかはまた別の話で。製材した時に節が出ないっていうのを目利きの人が
ちゃんと。
加子母の木を選んだのは、社寺、仏閣の材料もやってる製材所で「ウッディ四万十」ってい
う会社でしたけどその人が見ながら、これは 1面しか無節が取れんな、で 4面取れそうなや
つは全部木に番号をつけて、向こうが何番と何番とって指示が来る、でうちの方は要するに
計算仕様を作って、立米と曲がりがあるかないか、そして直径とかそういうのを打ち込めば
なるように作って、そうすると大体 1年 1万円になったんで、森林所有者にこれくらいとい
うと、それでいいと。でその合計金額を四万十と契約させてもらって、四万十さんは竹中さ
んと加工賃とか色々ね増えたものをもらう。
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・千坪割について
それじゃみんなに細かく割って植林させようっていうことで、各地区に割り振って測量させ
て、その時に買った山は家産として育てると、困ったら売ってしまう、余裕が出てきたら買
い戻せっていうメッセージをつけて、だからみんなそれ、炭を焼きながら植えた人もいるし、
茅場と言って牛馬の餌を刈りながら外に植えた人もいるし。
当時もだいぶ伐られたけど、ただ、太いのは伐られたけど、細いものは残ったでしょうね。
だから今回名古屋城にいったのも 120 年前後の木とかまだ結構あるので、そういうのは当時
まだ細くて、それほどのお金にならんから残した木が今成ってきているんだと

・名古屋城への材の提供について
今回は、天守閣の方へ全部で56本出したかな。それが今回ギリギリの寸法で出したので、もっ
と太いのがあっても胸高直径で 80cm前後のものを 56 本
今回は 1本 100 万円くらいですからね。100 年経って、1年 1万円の価値がつくことは素晴
らしいことで。
木を伐らんて言った人もいるんだけど、参加してくれた人は、多い人は 1000 万
途中で伐らないで残していた木が点々とあったからってことなんですね
5階の柱については 55 本いるわけですけど、最上階で 1番いい柱を使いたい、節のない材
という注文だったので、太い木を 30~31cm角に最終的位にすると中から節が出てくる可能
性があるわけ、表面で見た感じと中では分からないので、表面を見てこれは多分節が出ない
なという木を選ぶわけですよ。それで 31cm角がギリギリ取れる直径の木を選ぶもんで
実際に使われるのは 5m40 とかですけど、6mの長さに伐ったんやね。だから竹中が木が若
いとか、白っぽいところが多いとか、だからだめだというのはされてたんで。それで結局江
戸時代はどうだったのかっていうと、大きな 9cmの節が写真に残ってるらしいんですね。
けど色々難しい条件を竹中さんがつけてきたので今回は 120 年くらいのものでとにかく四面
無節になるような木を選んだというわけです。
選んだのは買ってくれる業者がね。森林組合でそれをやるとリスクが大きいので、買ってく
れる業者がこれなら間違い無いっていうことで値段をつけてくれる。伐った時にすでに中に
腐りがあったりとかはまた別の話で。製材した時に節が出ないっていうのを目利きの人が
ちゃんと。
加子母の木を選んだのは、社寺、仏閣の材料もやってる製材所で「ウッディ四万十」ってい
う会社でしたけどその人が見ながら、これは 1面しか無節が取れんな、で 4面取れそうなや
つは全部木に番号をつけて、向こうが何番と何番とって指示が来る、でうちの方は要するに
計算仕様を作って、立米と曲がりがあるかないか、そして直径とかそういうのを打ち込めば
なるように作って、そうすると大体 1年 1万円になったんで、森林所有者にこれくらいとい
うと、それでいいと。でその合計金額を四万十と契約させてもらって、四万十さんは竹中さ
んと加工賃とか色々ね増えたものをもらう。

いやったかな、これを道も近いし全部伐らないで残そうよということで残したんです。とこ
ろがね、平成 9年くらいに台風でいっぺんに倒れちゃってそこから 200 本 /ha くらい林野
庁の人が加子母で試験的にやってみないかって話をもらって岐阜県の方に予算が 150 万円き
て。岐阜県、林野庁から指示があったからすぐに話が来てちょっとやっちゃえっていう。
平成 15 年から正式に始まったんですけど
もともと、こんなのやりたいと言っていたんで。で、その試験的なのを平成 13年から取り
組む時に、まさに私たちのやりたいことを、林野庁も思ってるならこの方法でいこうってこ
とで、そこでどうせやるなら何かいいあれを考えようということでいろいろ考えて
これ、今は「不滅」にしていますけど、「不易」っていう言葉も出てきてちょっと迷ったん
で高校の先生にどっちがいいって聞いたら、それは「不滅」の方がいいって言うから、イン
パクトもあるやろうって言う話で、じゃあこれで「絶やさず」っていう風に読むようにして。
それまでは 3世代で完結だったんです。おじいさんが植えて、親父が育てて、孫が伐る。と
ころが木の値段が安くなってくると、とても 60 年くらいでは伐れない。やっぱり 90 年は必
要ってなってくると、4世代じゃないとそれができないですし、1軒の家でもだいたい 30 年
ずつくらいで世代が交代していくだろう、山も本当に結果が分かるのは 30年後でないと結
果は分からないから山も世代も 30 年単位で考えていったら、どの世代も山から伐って収益
を上げることができるし、それでみんな山に関心を持って手入れをしてくれるだろうってい
う。そういうことを考えながら「美林萬世」でいこうと。
森林組合の公報で特別号っていうのを何回かに分けてその思いを全部綴って公報を出しまし
たし、いろんなところでその山づくりの話をさせてもらった。実際に木を伐りたい時には、
担当者が皆伐はやめましょうっていうことで、色々説明はしとる。ただ、1回だけ丸裸の山
が見えて残念でしたけど、それは組合とは関係なくて業者に任せてしまっていて。
最近は、森林組合とやりとりしないで勝手に管理する人はいないと思いますけど、下呂の市
場に直接ね、山を丸ごと売ったって話になって、被害も、後、隣の山でね、台風の被害が出
たりして。最近はもうそういった人も、逆に赤字になってしまうんで、多分ない。

・施業の方針
もちろん、山の高い所傾斜が急なところは、道が入らないようなところは逆に経済林じゃな
くて環境林にしようっていう方針で
（温帯性針葉樹林の）ゾーニングのやつね。あれも、そこらへんを踏まえながらゾーニング
は組合の方でやっている。
今、補助金の制度も色々変わってきてるんであれですけど、とにかく里に近い所で道の入っ
ているところは周辺はもちろん経済林ですし、遠いところはおじいさんたちが一生懸命植え
てくれたところがあるんだけど、もうやめて実のなる木をどんどん残していく。逆に間伐は
するんだけど、いい木を残すっていうんじゃなくて太い木を残す、スギでもヒノキでも。そ
して明るくしてクリの木とかどんぐりとか色んなそういったのをちゃんと育てていこうと。
だけどね、標高が高いと背丈がどうしても伸びないんですね。だからこう円錐形の木になり
やすいから、高い所では将来、文化財に使えるような木は無理だと思うんで。それはやっぱ
り密植して 1本伐ったら 3本植える。そして昔は 1m80 間隔で植えたのを 90cm間隔で植え
てそしてそこで競争させていく。実際にそういった山もやっとるんで。1回なぜこういう山が、
やっぱり密植させないと丸くてまっすぐで年輪の詰まった木はなかなかできないので。
目標の本数を決めている、100 年以上は 5本 /ha、70~100 年生以上は 45 本 /ha、40~70 年
生は 200 本 /ha、そういうのを目標にしながら、それで小さい時は間伐で対応して、70 年
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・千坪割について
それじゃみんなに細かく割って植林させようっていうことで、各地区に割り振って測量させ
て、その時に買った山は家産として育てると、困ったら売ってしまう、余裕が出てきたら買
い戻せっていうメッセージをつけて、だからみんなそれ、炭を焼きながら植えた人もいるし、
茅場と言って牛馬の餌を刈りながら外に植えた人もいるし。
当時もだいぶ伐られたけど、ただ、太いのは伐られたけど、細いものは残ったでしょうね。
だから今回名古屋城にいったのも 120 年前後の木とかまだ結構あるので、そういうのは当時
まだ細くて、それほどのお金にならんから残した木が今成ってきているんだと

・名古屋城への材の提供について
今回は、天守閣の方へ全部で56本出したかな。それが今回ギリギリの寸法で出したので、もっ
と太いのがあっても胸高直径で 80cm前後のものを 56 本
今回は 1本 100 万円くらいですからね。100 年経って、1年 1万円の価値がつくことは素晴
らしいことで。
木を伐らんて言った人もいるんだけど、参加してくれた人は、多い人は 1000 万
途中で伐らないで残していた木が点々とあったからってことなんですね
5階の柱については 55 本いるわけですけど、最上階で 1番いい柱を使いたい、節のない材
という注文だったので、太い木を 30~31cm角に最終的位にすると中から節が出てくる可能
性があるわけ、表面で見た感じと中では分からないので、表面を見てこれは多分節が出ない
なという木を選ぶわけですよ。それで 31cm角がギリギリ取れる直径の木を選ぶもんで
実際に使われるのは 5m40 とかですけど、6mの長さに伐ったんやね。だから竹中が木が若
いとか、白っぽいところが多いとか、だからだめだというのはされてたんで。それで結局江
戸時代はどうだったのかっていうと、大きな 9cmの節が写真に残ってるらしいんですね。
けど色々難しい条件を竹中さんがつけてきたので今回は 120 年くらいのものでとにかく四面
無節になるような木を選んだというわけです。
選んだのは買ってくれる業者がね。森林組合でそれをやるとリスクが大きいので、買ってく
れる業者がこれなら間違い無いっていうことで値段をつけてくれる。伐った時にすでに中に
腐りがあったりとかはまた別の話で。製材した時に節が出ないっていうのを目利きの人が
ちゃんと。
加子母の木を選んだのは、社寺、仏閣の材料もやってる製材所で「ウッディ四万十」ってい
う会社でしたけどその人が見ながら、これは 1面しか無節が取れんな、で 4面取れそうなや
つは全部木に番号をつけて、向こうが何番と何番とって指示が来る、でうちの方は要するに
計算仕様を作って、立米と曲がりがあるかないか、そして直径とかそういうのを打ち込めば
なるように作って、そうすると大体 1年 1万円になったんで、森林所有者にこれくらいとい
うと、それでいいと。でその合計金額を四万十と契約させてもらって、四万十さんは竹中さ
んと加工賃とか色々ね増えたものをもらう。
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生を伐った時と 100 年生になったのを伐った時に前の計算では 300 万円 /ha、それで順番順
番にそれを繰り返していく。そうすることによって大きな木、中くらいの木、小さな木、で
大きな木を伐ったら空間ができるのでそこに次の世代の木を「巣植え」と言いますけど、固
めて植える。そうするとカモシカに食べられても 5本の内の 1本は残るだろうと、でそれを
育てていくという
壮大な目標ね。1年 1万円の価値になる木を育てていく。



・裏木曽古事の森について
すごく直結するっていう風には、当時も今も、思っていないんです。根底にあるのはやっぱ
り森林面積 80％とか言ってますよね。どこでもそうなんですけど、木材を使うっていうか
循環して行かにゃいかん。加子母の木っていうのは良質な木材なんですよってことを広く
知ってもらうために古事の森をやってるということなんです。
全国の古事の森っていうのは地域の特色にある、檜皮葺を大切に守っていくところ
北海道のなんとかを守っていくところ、中津川のところは樹齢 200 年から 400 年の木曽ヒ
ノキを守っていくところっていうことで、裏木曽古事の森っていうのがスタートして行っ
たっていうところ
エリアとしては国有林、民間の人たちがその木を伐るだの育てるだの言えないエリアだった
ので、国有林を巻き込んで、当時の東濃森林管理所、地域の人たちの集まり、行政が入って、
裏木曽古事の森育成協議会っていうのを作って始めてる、保護をしていきましょうと。400
年育ててっていうことで
平成 16 年から地域の人たちが下草刈りをやったり、学校の子供たちが森林学習の場として
活動を続けてきていますが、今、木が大きくなってきたので、もう、とりあえず今はする事
がないのかなと 3mくらいになってきているのでもう少し経ったら枝打ちとかそういう作業
になってくるんですけど、草に負けちゃうので下草刈りをするという段階は終わったという。
今は積極的な活動がない。森を守る活動から、ガイドツアーの方に発展していって、地域の
住民も知らないのをお知らせして、下流の地域の人たちにも来てもらってっていう。平成
16 年の頃と比べると森林整備という部分で言うとやる事がなくなったっていう。
また、平成 30 年に伊勢神宮の式年遷宮の斧入れ式を古事の森の中でやりました。

・裏木曽古事の森育成協議会の前身
実はこれ、裏木曽古事の森育成協議会っていうのは、できる前身があってですね、付知峡自
然保護管理協議会っていう加子母村と付知町の木材関係者が集まって、観光であるとか森林
資源を売っていくための協議会があったんです。付知峡自然休養林保護管理協会っていうよ
うな名前だったと思いますけど、村長さん、町長さんが入って、各種団体が入って、二つの
町と村の木材関連産業の方が集まって協議会を作っていた。
これがですね、市町村合併が平成 17 年にあったんですけども、ちょっと活動もできんくなっ
てきたねっていう事で、解散するかって言ってたところで古事の森協議会ができて、古事の
森協議会に職員通帳から一式全部、渡そうよって事で総会で決めていただいて、資金も受け
継ぐ形で、裏木曽古事の森育成協議会っていう名前でスタートしていったと。なんで裏木曽
古事の森育成協議会のメンバーっていうのは、加子母村、付知町の建築屋さん、それから製
材所、工場、観光業っていう、元々付知峡自然休養林に入っていたメンバーで、新たに仕切
り直して盛り上げていこうよっていう事で続いていると

・現在の取り組み
今積極的に取り組んでいるのが、ウォーキングガイドツアーってことで、多くの人にこうい
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うところを知っていただきましょうよってことで、森林の手入れとかそういうこともあまり
やる事がなくなってきているので
・ガイドの育成について
育成協議会でやりましたし、この中に地元の東濃森林管理所さんも入ってもらって、昔は東
濃森林管理所の職員しか案内できずに、色々なノウハウ、マニュアルを持っていたんですけ
ど、それをここに渡してここでガイドを養成するって事で、プロのガイドの方を招いて、講
師を招いて、10 人くらいの、今、ボランティアガイドがいます。

・始まりのきっかけ
一番最初のアクションは安江鐵臣さんが熱い思いを語りに行ったと思うんです。で、立松さ
んの方も理解を示して、じゃあ、色々なところと被っていないなという事で 200 年 400 年
の樹齢、大径木を育てて森を作りましょうよって事で設定されたんですけど。そのためには
やっぱり、木曽ヒノキの樹齢 300 年 400 年の木がどういうところに使われてったのかって
いう話をされたと思うんです。やっぱりそういう物的証拠があるならば、ここでしょってい
う事で
一番チャンスやったのは、東濃森林管理所の所長さんが笹岡所長やったからできたっていう、
森林管理所の所長さんって 1年とかで変わって行かれるんですよ。私たち地域の人には当た
り外れがあって、積極的に地域に溶け込んで、地域の役に立とうって見える所長さんと、1
年過ごせたら良いわって方と。この方なんかはとても積極的に関わられてたので、この古事
の森も関わられてたし、在任中にやられてたし、伊勢神宮の御用材の伐採式もこの方が所長
のときにやられたって事で、中部森林管理所もこの方ならこういう行事が平成何年にはある
けど、任せといて良いやろって送り込んでると思いますね。
地域の取り組みに積極的に参加されていたんですよ、だから色々話す機会が多かったと思う
んです。そういう中で、鐵臣さんたちがこういうこと、古事の森みたいなことをやって行き
たいんだって話があって、じゃあ立松さんと繋ぎましょうってことで意気投合したという感
じだと思います。

・優良材生産クラブについて
森林組合が立ち上がるきっかけになったのが優良材生産クラブなんですよ。加子母の優良材
生産クラブのメンバーの方たちが、林研クラブが加子母優良材生産クラブっていう言い方、
加子母はしているんですけども、自分たちで優良材育てるための勉強会の組織が、林研クラ
ブ、加子母では、加子母優良材生産クラブなんですけど、昭和の初めごろに彼らが自分たち
の木を持ち寄って木材市を開いたっていうのが、加子母の森林組合の木材市のきっかけ、走
りになった訳で。森林組合の前身になった組織だと思います。加子母森林組合の前組合長の
内木篤志さんがよく挨拶で言っていたのが、林研クラブの人たちが集まって土場を作って木
材市場をやり始めた、それが森林組合の木材市の始まりやと。森林組合っていう組織自体は
森林組合法の中でできてる組織なんで公的な組織としてだんだんと拡大していきましたし、
いつしか優良材生産クラブを追い越していって優良材生産クラブに対して補助金を出すよう
な形で逆転していったって形でね、そういう部分がありますね。
森林組合っていうのは大量生産をしないとやっていけない、で、優良材生産クラブの方って
いうのは、個人経営で良質材を育てるっていうその違いやと思います。決してアンチってい
うことではないですし、優良材生産クラブの方も森林組合も木材市に材木を出していますし。

・裏木曽古事の森について
すごく直結するっていう風には、当時も今も、思っていないんです。根底にあるのはやっぱ
り森林面積 80％とか言ってますよね。どこでもそうなんですけど、木材を使うっていうか
循環して行かにゃいかん。加子母の木っていうのは良質な木材なんですよってことを広く
知ってもらうために古事の森をやってるということなんです。
全国の古事の森っていうのは地域の特色にある、檜皮葺を大切に守っていくところ
北海道のなんとかを守っていくところ、中津川のところは樹齢 200 年から 400 年の木曽ヒ
ノキを守っていくところっていうことで、裏木曽古事の森っていうのがスタートして行っ
たっていうところ
エリアとしては国有林、民間の人たちがその木を伐るだの育てるだの言えないエリアだった
ので、国有林を巻き込んで、当時の東濃森林管理所、地域の人たちの集まり、行政が入って、
裏木曽古事の森育成協議会っていうのを作って始めてる、保護をしていきましょうと。400
年育ててっていうことで
平成 16 年から地域の人たちが下草刈りをやったり、学校の子供たちが森林学習の場として
活動を続けてきていますが、今、木が大きくなってきたので、もう、とりあえず今はする事
がないのかなと 3mくらいになってきているのでもう少し経ったら枝打ちとかそういう作業
になってくるんですけど、草に負けちゃうので下草刈りをするという段階は終わったという。
今は積極的な活動がない。森を守る活動から、ガイドツアーの方に発展していって、地域の
住民も知らないのをお知らせして、下流の地域の人たちにも来てもらってっていう。平成
16 年の頃と比べると森林整備という部分で言うとやる事がなくなったっていう。
また、平成 30 年に伊勢神宮の式年遷宮の斧入れ式を古事の森の中でやりました。

・裏木曽古事の森育成協議会の前身
実はこれ、裏木曽古事の森育成協議会っていうのは、できる前身があってですね、付知峡自
然保護管理協議会っていう加子母村と付知町の木材関係者が集まって、観光であるとか森林
資源を売っていくための協議会があったんです。付知峡自然休養林保護管理協会っていうよ
うな名前だったと思いますけど、村長さん、町長さんが入って、各種団体が入って、二つの
町と村の木材関連産業の方が集まって協議会を作っていた。
これがですね、市町村合併が平成 17 年にあったんですけども、ちょっと活動もできんくなっ
てきたねっていう事で、解散するかって言ってたところで古事の森協議会ができて、古事の
森協議会に職員通帳から一式全部、渡そうよって事で総会で決めていただいて、資金も受け
継ぐ形で、裏木曽古事の森育成協議会っていう名前でスタートしていったと。なんで裏木曽
古事の森育成協議会のメンバーっていうのは、加子母村、付知町の建築屋さん、それから製
材所、工場、観光業っていう、元々付知峡自然休養林に入っていたメンバーで、新たに仕切
り直して盛り上げていこうよっていう事で続いていると

・現在の取り組み
今積極的に取り組んでいるのが、ウォーキングガイドツアーってことで、多くの人にこうい
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・名古屋城天守閣への材の提供について
森林組合がコーディネーターとして、こういう木はありませんかって、声をかけて何十軒か
ある林家さんが、うちにあるよ、割と出しやすいところにあるよってことで手をあげて、56
本伐って。
木材生産ってまだまだこの辺りは間伐って言ってるんですけど、皆伐してまた新たに植えま
しょうっていう国の施策があって、そのやり方はここら辺は賛否両論あって、東濃ヒノキの
産地で四方無地の柱で食っていきましょうって土地なので、節があってもなんでも良い、住
宅建てた時には家の中に隠れちゃうから高温乾燥でも良いっていう人たちの木は皆伐したよ
うな山でいいんですけど、柱を見せたいんやっていうところや、神社仏閣であったりってと
ころの柱は、高温乾燥じゃなくって天然乾燥でピンク色でヒノキの香りがしてっていう、お
客さんは求めてる。
こういう風に林家として成り立っているのは、加子母では数人だけ。

・文化財のためん森づくりの難しさ
一世代でできる訳じゃないので、三世代四世代前からやってきてってことなので、で加子母
は家が 1000 軒くらいあるんですけど、そのうちの 900 軒くらいは森林組合員なんです。っ
てことは 900 軒が山を持っているってことなんです。だけど、自分のところの山がどこにあ
るかわからない、何が植わっているかわからない境目わからんって人が増えてきて、まあ
90％そういう人なのでそういう人たちは、現代の施業方法で、皆伐して植えるか植えないか
もわからないっていうそういう状態になっていると思います。
やっぱり木はどんどんどんどん成長していきますので、抜き切りをしていかないと光が届か
ない山になってしまっては、災害の原因になってしまうので。でもそういう仕組みなんです
よっていうのは小学校で光合成の勉強はしたけど、今山がそういう状態になっているんです
よ、光が入らないんですよっていうのは山主の、さっきの 90％の人たちは考えてないんで
すよ。今手をつけても金にならんから放っておけばいいっていう考え方になっちゃうので、
そこは森林組合がうまく今だったらこういう補助金もあるので間伐やりませんか、今こうい
う注文が来てて、あなたのところの山にはこういう木が立っているのでやりませんかってい
うのを言っていくのが森林組合の仕事なので、加子母の森林組合はそういう事が上手に行わ
れている。そんだけ市民に近くやりくりしてくれるのは加子母の森林組合だけなので

・森林組合の施業について
どっちかっていうと選択肢の中の、加子母森林組合の場合は「美林萬世之不滅」って言って
て大量生産の皆伐する方式はやめましょう、必要な時に必要なだけ伐って高く買ってもらい
ましょうっていうコンセプトで組合員に働きかけているので、市内に三つある森林組合の中
ではちょっと大量生産大量なんとかっていうやり方を望んでいないので、組合員としていい
と思うんです。

・文化財のための森づくりについて
そういう花火的なもの（イベント）を、古事の森であったり、平成 17 年には伊勢神宮の第
25 回の御神木の伐採があった、平成 30 年でしたっけね、次回の遷宮の斧入れ式があった、
去年は名古屋城の御木曳があったっていうようなことでね。そういうことを今、数年に一回
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やっているんですよ。それがなくなってしまうと、本当に良質材が育つ土地なのに良質材を
育てないまま、森林が荒れていってしまうような形になってしまうと思います。で、なかな
かそういう花火をどうやったらみんなが注目してくれるか難しいんだけど、今度は令和 7年
に今度の式年遷宮の伐採式があるのでその前後にですね、機運を高める機会ができるかなっ
て思ってるんですけど、平成 27 年にですね、姫路城が平成の大改修があって、その時に広
めたのが西の心柱が、木曽ヒノキ備林から出てますよってことを言えて、これだけ価値があ
る山が中津川市にあるんですよ、そこと同じところで育ってる皆さんヒノキですよ、もう
ちょっと誇りを持って山の手入れをやりましょうよっていう感じでやったんですけど、今も
う世代が代っちゃって人間の生活のスタイル、スピード感が変わって、いつまでも昔のスタ
イルの話をしているばっかりではいけないし、そこが難しいっていうか歯痒いっていうか

・本気で文化財のための森づくりに取り組めない
やっぱり古事の森だけじゃないですけど、いろいろな業態があるんですけど、結局が個人個
人の商売人の集まりになっていて、個人個人の商売は頑張るけど、団体として地域を守りな
がらやっていきましょうっていうところまでは、腰掛けみたいな形でしか参加してこないん
ですよね。昭和 50 年 60 年の頃のメンバーはよし、やろまいかって言ってできたんですけど、
今のご時世ではその団結、市町村合併をしちゃって、例えば中津川市は商工業の町だって言
われてるんです。合併して北部とくっついて森林面積も増えたんだから、林業の町中津川っ
ていう名前で広報誌に 3、４ヶ月シリーズで載せたんですよ。そうしたらすぐにクレームの
電話がかかってきちゃって、市民からいつから林業の町になったんだって中津川市は商工業
の町だって、今でも外貨を稼ぐ、金を稼ぐって意味からすれば、自動車部品作って、電気製
品作って、栗きんとん作ってって方が、金を稼ぐんですけど、そういう人たちとの合併の中
で昭和 50 年 60 年に頑張ってきた人たちの気持ちが、モチベーションがなくなってしまって、
今の家を欲しがる人たちっていうのは、ローコストの家でいいよって話になっちゃう。
もう一つは山を活性化していくにはどうしても立てとけばいいわってわけにはいかなくて、
伐って消費していかないかんのですけど、消費の方法がですね、1㎥ 1万円みたいな単価が
設定がされちゃって、合板工場や、チップであったりバイオマスであったり、そういうとこ
ろの単価が標準単価になってきちゃっているので、加子母の四方無地のヒノキを出しても、
1万 5千とか 1万 8千みたいな単価になっちゃってるんです。で、合板工場に行く木材とど
こが違うっていうと、そんなに違わないんです。合板工場に行く木材はB材 C材って言っ
てるんですけど、合板工場もそんな曲がった木を持ってこられても困るんで、直もので、
4mものでって言ってるもんで、こんな四寸角が十分に取れるような、木がバンバン入って
いるわけなんですけど、単価設定に誘導されちゃったので、それを取り戻すのは難しいと思
います。名古屋城で使われた木が中津川市産のヒノキで使ってもらえたって事がね、本当に
建った時には、岐阜県の中津川市産のヒノキっていうのが売りで、じゃあ一緒のところのヒ
ノキっていう事で家を建てようって思ってくれるとラッキーって感じなんですけど。結局森
林環境譲与税が始まって、全国で一律で言われているのが手付かずの民有林の森林を整備し
なさいと、林家さんが自分のところの山がどこか分からなくなっちゃってる人ばっかりに
なっているので、そういう人を捕まえてやらせなさいって。中津川市は 8割を森林整備、2
割を普及啓発と人材育成に使おうってなってますけど、その辺の考え方で進めようってなる
と、いつまでも良質な四方無地を育てようでは、息詰まってしまうところがあったり、良質
材の産地じゃなかったら、皆伐して再造林して皆伐して再造林してっていう事でやればいい
んですけど、中津川の北部の場合はそれはちょっとできないなっていう。
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・多様な植生の森について
できんことはないですし、岐阜県がゾーニングして進めているのが、経済林なのか自然林な
のか、まあ奥山に手をかけても育たんし、もったいないから自然にした方がいいでしょって
災害防止の観点からも針広混交林がいいって言われますのは、もう一つ燃料の形態が木材か
ら化石燃料に替わっていった、生活に必要なくなったから、ヒノキに植え替えられていった
んですよね、その逆の生活に戻していくっていうのは無理なんですが、広葉樹も需要があっ
たら、谷の周りの崩れるようなところは順次植えていこうよってなると思うんだけど。

・文化財の森づくり推進の難しさ
僕は元々加子母村役場の人間なんでだいぶ北部の考え方に染まっているんですけど、ここに
座っていると、あまりそればっかり言えん訳なんですよね。やっぱり森林環境譲与税が始まっ
てくれば、山に興味ない人を捕まえて更新していきましょうよって、もう伐れる年齢になっ
ているから、全部伐っちゃって新しいの植えましょうよってやっていかないかん訳なんです
けど、北部はいろんな、針広混交林であったり、大径木の話であったり、複層林の話であっ
たり、あそこの文化として、まだまだそういう考え方のおじいちゃんたちが生きているので、
それは通用するっていうか、まだ守ってくれるのかなって。一周遅れでプランが回ればいい
やないかって、その一周遅れにまだまだなれないんですよね。みんながまったり国産材で家
作りましょうよとか、良質なヒノキでとかって話になれば、加子母は勝ちだと思うんですけ
ど。今度 11 月 14、15 日に愛知スマイルフェアっていうのがあって、オアシスでそれも内
木哲朗さんがパネラーで参加されて喋るんですけど、ちょっとメンバーがね、名古屋市長さ
んと、内木哲朗さんと、細川さんと、中津川市長となんですけど、うちの市長も心配してい
るんです、あっち派やと思われても敵わんなと。とは言え裏木曽の森林文化っていうのがテー
マなのでそれは行かないかんっていう事で
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